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日　時 平成18年6月 10 日（土）　 
午前11時～午後2時 

場　所 吹田市文化会館（メイシアター）　 
レセプションホール 
吹田市泉町2丁目29-1 
（阪急千里線　吹田駅下車スグ）　 
106-6380-2221 

総　会 午前11時～午前11時45分 
 議事 ①平成17年度事業報告　 

②平成17年度決算 と監査報告 
③平成18年度事業計画（案） 
　及び予算 （案）の審議 
④その他 

懇親会 正午～午後2時 
会　費 6,000円　 
（ただし、53・54期生は 無料） 

▲17・18期生の方々が久しぶりの再会、 
　前列右から2番目が土井副会長 

▲毎回恒例となった「歌続」（49期生） 
　のミニライブ 

▲写真は6期生の皆さん、左から2番目が 
　現在の上村会長 

▲9期生の皆さん、後列中央が清水副会長 

▲1期から3期生の先輩の方々、 
　中央が白岩前会長 
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　世代を越えた交流の場、「一期一会」の良い機
会です。新しい出会いがあるかも知れません。商
売のPRもよし、同期の会、クラブサークル等の
同窓会を開催する為のキッカケの場にもなります。
お一人でも気軽に参加ください。 

平成1 8年度鳳志会  
（吹田高校同窓会） 

総会と懇親会の  
ご案内  

※出欠のご返事は同封のハガキ又は
FAX（06-6368-3505）にて、5月15日
までに必着するようお願いいたします。 
なお、合わせてご意見、ご感想もお願
いいたします。 

▲昨年の鳳志会懇親会には70名お超える卒業生が集まった 

先輩、後輩一緒の青春 
大阪城内にある修道館での試合の帰り、 
剣道部の1年生から3年生が一緒に写っている珍しい写真。 
あの頃は先輩が雲の上のような存在でした。（昭和43年撮影） 

先輩、後輩一緒の青春 

編 集 
後 記 

● 第2号で登場いただいた「タカラジェンヌ汝鳥伶（16期生原田優子）」さんに対し
数人の宝塚ファンの卒業生からお便りを頂きました。 
人気のタカラジェンヌが吹田高校の卒業生と知り、歓びと感動と親しみを覚えたと
のこと。“夢に向かって努力すること”に感銘を受け勇気づけられました。現在も「専
科」で舞台に登場しておられます。ベルサイユのバラに出演中。是非舞台を見に
行ってください。（編集委員） 

 
●「日本経済新聞」の“交遊抄”（各界著名人の生涯の友人紹介）を長年読んでいますが、その半数
以上の方が紹介される相手が学生時代、中でも高等学校時代の友人でありいかに学生時代の交
友が生涯に影響し合う存在であるかを物語っているように感じます。吹田高校時代の交友を生涯大
事にしていきたいものです。（MT） 

 
● 卒業年度（期）で同窓会を開催されるケース、部（クラブ）
単位、クラス単位等で同窓会を開催されるケースがあり
ますが、活発な期もあれば全く開催のない期もあります。
“取りまとめる（世話をする）人がいない”“要領がわか
らない”“名簿がない”等が実態かと思います。鳳志会
ではこれらに少しでも支援していきたく思います。鳳志
会事務局まで連絡ください。（TEL06-6387-6651 ） 編集会議風景 



2
万
名
を
越
す
吹
田
高
校
卒
業

生
が
実
に
様
々
な
方
面
で
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
も
吹

田
高
校
の
伝
統
を
築
い
て
こ
ら

れ
た
諸
先
輩
の
興
味
あ
ふ
れ
る

思
い
出
話
や
、
温
か
く
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
パ
ワ
ー
を
頂
け

る
気
が
し
ま
す
。
 

こんにちは 

先 輩  

鳳
志
会
プ
レ
ス
3
号
目
の
発
行
に
際
し
て
 

鳳
志
会
 
会
長
　
上
村
　
和
輝
（
6
期
生
）
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私
達
一
期
生
が
入
学
し
た
の

は
終
戦
4
年
と
8
ヶ
月
後
の
昭

和
25
年
4
月
の
こ
と
で
、
外
地

か
ら
多
く
の
人
が
引
き
揚
げ
て

来
て
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
直
後
の
時

代
で
、
ま
だ
ま
だ
食
糧
難
、
就

職
難
の
頃
で
、
国
全
体
が
「
貧

乏
人
の
子
沢
山
」
の
状
態
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
当
時
の
高
校
進

学
率
は
30
%
台
で
残
り
の
多
く

は
中
学
校
卒
業
で
就
職
と
い
う

の
が
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
高
校
に
進
学
で
き

た
私
達
は
本
当
に
恵
ま
れ
て
い

た
と
云
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
 

　
吹
田
高
校
は
新
設
府
立
学
校
と

云
う
こ
と
で
仮
校
舎
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
為
、
今
か
ら
思
え
ば
設
備

や
器
具
は
随
分
不
備
で
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
そ
れ
を
非
常
に
優
秀
な

熱
意
溢
れ
る
教
諭
陣
が
補
っ
て
余

り
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
 

　
校
風
は
極
め
て
明
る
く
、
皆
仲

が
良
く
て
暴
力
事
件
や
い
じ
め
の

よ
う
な
も
の
は
一
切
無
か
っ
た
。

高
校
時
代
い
ろ
い
ろ
思
い
出
が
あ

る
が
、
そ
の
一
つ
に
、
修
学
旅
行

で
九
州
に
行
っ
た
時
に
豊
後
水
道

で
船
が
大
揺
れ
に
揺
れ
、
殆
ど
の

者
が
船
酔
い
で
蒼
い
顔
を
し
て
い

る
時
に
、
私
と
田
中
実
君
と
が

面
白
が
っ
て
弁
当
を
二
、
三
人

分
パ
ク
パ
ク
食
べ
る
の
を
見
て

赤
松
隆
君
が
ゲ
ロ
を
始
め
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
今
ま
で

何
と
か
我
慢
し
て
い
た
他
の
者

も
耐
え
ら
れ
ず
あ
ち
こ
ち
で
ゲ

ロ
ゲ
ロ
始
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、

生
前
、
赤
松
君
が
よ
く
面
白
可

笑
し
く
旅
行
仲
間
の
同
窓
生
に

話
し
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
 

　
そ
の
後
、
私
は
関
西
大
学
を

昭
和
32
年
に
卒
業
し
、少
年
時
代

か
ら
の
あ
こ
が
れ
で
あ
っ
た
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
べ
く
航
空
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
に
入
り
、

昭
和
37
年
6
月
に
退
職
す
る
ま

で
自
衛
隊
機
で
思
う
存
分
飛
ば

せ
て
も
ら
っ
た
。
只
退
職
前
の

二
年
間
は
戦
斗
機
乗
り
に
計
番

飛
行
を
教
え
る
教
官
を
養
成
す

る
グ
ル
ー
プ
の
コ
マ
ン
ダ
ー

と
し
て
充
分
に
お
礼
奉
公
さ

せ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
　
37
年
に
退
職
後
、
防

衛
庁
と
日
本
航
空
と
の
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
引
き
抜
き
防
止
待

機
期
間
」
を
耐
え
て
、
国
際

線
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
べ

く
日
本
航
空
に
入
社
し
た
。

以
来
30
年
余
り
も
無
事
故
を

守
り
、
機
長
の
ラ
イ
セ
ン
ス

更
新
の
為
、
6
ヶ
月
毎
に
受
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
厳
し
い
身

体
検
査
、口
述
審
査
と
実
地
試
験
、

更
に
機
種
や
路
線
を
変
わ
る
度

の
厳
し
い
審
査
が
あ
り
、
試
験

漬
け
の
人
生
だ
っ
た
が
一
度
も

落
ち
る
こ
と
な
く
、
約
半
分
の

15
年
間
は
運
輸
大
臣
指
令
の
審

査
官
を
兼
務
し
て
、
機
長
1
万

時
間
無
事
故
表
彰
や
、
平
成
5

年
に
運
輸
大
臣
表
彰
を
受
賞
出

来
た
の
も
、
私
の
健
康
と
家
庭

を
守
っ
て
く
れ
た
妻
の
お
陰
で

あ
る
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

退
職
時
の
総
飛
行
時
間
、
1
万

5
千
4
6
6
時
間
余
を
最
後
ま

で
無
事
故
で
通
し
た
が
、
V
1
（
こ

れ
を
超
え
て
離
陸
を
中
止
す
る

と
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
す
る
臨
界
点

速
度
）
で
の
エ
ン
ジ
ン
損
傷
等

に
よ
る
離
陸
中
止
が
二
回
、
離

陸
直
後
の
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
る
3
エ
ン
ジ
ン
着
陸
が
二

回
等
々
、
他
の
機
長
が
一
生
に

一
度
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
経

験
を
四
度
も
し
な
が
ら
の
無
事

故
は
総
て
神
の
御
加
護
の
お
陰

と
感
謝
し
て
い
る
。
そ
し
て
少

年
期
か
ら
青
年
に
変
わ
っ
て
行

く
多
感
な
吹
田
高
校
時
代
に
、

終
生
の
親
友
と
呼
べ
る
友
達
を

何
人
も
得
ら
れ
た
こ
と
は
何
物

に
も
変
え
難
い
幸
せ
で
あ
る
。

後
輩
の
吹
高
生
諸
君
に
は
、
友

を
作
れ
、
友
と
人
生
を
語
れ
、

友
と
夢
を
語
れ
!
と
言
い
た
い
。
 

　
本
年
3
月
、
2
4
4
名
の
若

者
が
鵬
の
志
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
に
向
っ
て
、
吹
田
高

校
を
巣
立
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

54
期
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て

4
月
に
は
2
8
0
名
の
新
入
生

の
皆
さ
ん
が
57
期
生
と
し
て
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
入
学
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
毎
年
繰
返
し

継
続
さ
れ
て
き
た
卒
業
―
入
学

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
既
に
54
回

目
を
終
え
、
本
当
に
吹
田
高
校

の
歴
史
の
重
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

多
感
な
青
春
時
代
の
3
年
間
を

吹
田
高
校
で
学
び
、
多
く
の
友

人
や
掛
け
替
え
の
な
い
恩
師
に

出
会
い
、
愉
し
い
こ
と
悲
し
い

こ
と
、
ま
た
苦
し
い
こ
と
を
幾

度
も
体
験
し
て
、
仲
間
と
共
に

笑
い
、
涙
し
な
が
ら
乗
越
え
て
、

友
情
や
協
調
を
育
み
成
長
し
た

日
々
こ
そ
、
皆
様
と
共
有
で
き

る
大
切
な
想
い
出
で
す
。
近
年
、

皆
様
方
の
こ
の
よ
う
な
想
い
が

実
を
結
び
、
こ
の
鳳
志
会
プ
レ

ス
が
誕
生
し
て
今
回
で
3
号
目

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ

レ
ス
を
通
じ
て
先
輩
方
が
母
校

を
懐
か
し
み
、
ま
た
後
輩
の
皆

さ
ん
や
在
校
生
の
皆
さ
ん
方
を

想
っ
て
寄
稿
い
た
だ
い
た
貴
重

な
体
験
や
想
い
出
は
、
き
っ
と

皆
様
方
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
や
社
会
人
と
な
ら
れ

た
時
に
も
折
々
に
道
標
と
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
1
期
、

2
期
、3
期
生
な
ど
草
創
期
の
先

輩
の
皆
様
方
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
燃
え
て
若
き
情
熱
で
、

吹
田
高
校
の
進
む
べ
き
道
を
切

り
開
い
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
今

日
ま
で
50
余
年
に
亘
っ
て
母
校
、

吹
田
高
校
が
健
全
に
継
続
し
て

い
る
所
以
と
思
い
ま
す
。
先
輩

達
の
強
い
意
志
が
現
在
の
吹
田

高
校
の
在
校
生
を
は
じ
め
学
校

関
係
者
の
皆
様
の
手
に
よ
っ
て

未
来
へ
と
承
継
さ
れ
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。
3
号
発
行
に

際
し
て
ご
協
力
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
皆
様
方
に
厚
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
鳳
志
会
プ
レ
ス
が
吹
田

高
校
卒
業
生
と
在
校
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
ス
と

し
て
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る

よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
 

少
年
の
夢
に
生
き
て 

１
期
生
　
福
永
　
栄 

鳳志会 会長　上村　和輝 

昭和28年　吹田高校卒業（一期生） 
 32年 関西大学経済学部卒業 
 32年 航空自衛隊幹部候補生学校入校 
 37年 航空自衛隊パイロット教官を最後に 
  退職 
 38年 日本航空入社内定するも防衛庁の 
  転職制限期日の経過待ちで、相互 
  信用金庫に勤務 
 39年 日本航空入社。パイロット訓練開始 
 45年 副操縦士から機長に昇格 
 　　47年～49年 
  ローマ駐在機長としてヨーロッパ 
  及び中近東担当 
 60年 B-767型機導入の基幹要員 
  （査察担当責任者）として参加 
 平成　5年 運輸大臣表彰 
 平成　6年 定年退職 

経　歴 
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平素は、野球部OB会の諸活動にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申しあげ
ます。さて、平成18年度吹田高校野球部OB会総会を下記により開催しま
すので、ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

平成18年度　総会開催 
日　時： 平成18年7月 2日（日）　午前11時 より 
会　場： 吹田高校 2階　会議室 
内　容： ・平成17年度　活動報告、決算報告 
 ・平成18年度　活動計画、予算審議　等 
その他： 試合応援（大塚高と練習試合） 
 

吹田高校野球部OB会　事務局 
川口　茂（15期生 ）564-0014  
吹田市吹東町9-6　 
TEL／FAX　06-6381-9308

野球部OB会　「平成18年度総会 」のご案内 

個人情報保護に関する取り扱い／平成17年4月から｢個人情報保護に関する法律｣が全面施行されました。
この法律では、個人情報を安全に管理することや個人情報を取得する目的を明らかにすることが定められてい
ます。鳳志会事務局では、皆様の氏名及び住所などの個人情報を安全に管理しています。（名簿作成業者：
（株）サラトと機密保持等を含め契約書を取り交わしています）会員の個人情報は、鳳志会の年次総会・懇親
会の案内及び会報を発行しお送りする際に利用させていただきます。 

事務局からのお願いと連絡 
毎年5月に発行の予定です。  

●住所・住所表示・電話・氏名変更等の連絡 
会報お届けの封筒に貼り付けのタックシールを確認して下さい。 
住所変更、表示、間違い等があれば卒業年・卒業期・氏名を明記の上、事務
局まで新旧の変更事項を連絡下さい。 
間違いのもとになりますので電話での取り扱いはしていません。 
事務局までファックス、ハガキ等で連絡をお願いします。 
 
●会員名簿の改訂版は平成18年9月に発行します 
平成13年に発行後5年を経過しましたので本年9月に改訂版を発行します。新
会員（50期～54期生）を追記、会員の住所確認と住所不明者の掘り起こしを
行い、判明率は　60.7%になりました。 
・名簿は希望された会員のみに販売しています。その保管には十分ご留意下
さい。また、商売や営利目的に利用しないで下さい。 
・調査カード（往復葉書）では、プライバシーが守られない。発行について
周知がない。とのご意見が少数ありました。次回5年後改訂版発行の課題と
します。 

■ 工　　学　　部 電子工学科、応用化学科、電子機械工学科、機械工学科、環境技術学科、基礎理工学科 
■ 情報通信工学部 情報工学科、通信工学科、光・エレクトロニクス学科 
■ 医療福祉工学部 医療福祉工学科、理学療法学科 
■ 総合情報学部  デジタルアート・アニメーション学科、デジタルゲーム学科、メディアコンピュータシステム学科 

〒572-8530　大阪府寝屋川市初町18-8　TEL 072-824-1131　FAX 072-825-4589 
URL　http://www.osakac.ac. jp　E-mail　nyushi@isc.osaka.ac. jp 

工学部長・医学博士　藤崎紘久（8期） 
 

　本学では、長年にわたる工学部での先端科学技術の
教育研究の成果をもとにして、21世紀 の情報文化、生
活文化の新分野の開拓に挑戦するため、最近数年間に次々
新学科・新学部を開設してきました。一方、工学や情報
通信工学の基礎的な技術教育を充実し、学生諸君のキャ
ンパスライフを豊かにするため、昨年には、新実験セン
ター（約9000G、 6F ）を完成し、本年は、新学生ホー
ル（約4000G、 6F、秋完成予定）を建設中です。 

21世紀産業の未来を開拓する学生を育てます 
06年4月　新設 
『理学療法学科』 
『環境技術学科』 
07年4月 
『基礎理工学科』 
 設置認可届出中 

大 阪 電 気 通 信 大 学  

　募金額は現在6550万円 であり、募金目標の
7000万円 にはあと少しのところまでたどりつきました。 
憲一くんは、昨年の9月末にドイツのバードユーンハ
ウンゼン心臓病センターに受け入れていただき心臓
提供者を待っている状態です。ドイツに移ってから少
し体調を崩した時期もありましたが、現在は安定して
いるようです。近い将来、移植手術が行われ無事帰国
することを信じております。鳳志会の皆様には、今ま

での暖かいご支援に感謝いたしますとともに、募金目
標額達成のためにあと一歩のご支援をお願い致します。 

大阪府立吹田高校　山村和敏、田中秀和 

　息子憲一は、ドイツでの心臓移植のため、皆様のご理
解とご支援、ご協力を頂きまして誠に有難うございます。 
現在、移植手術に備え体調管理を心掛け、頑張っており
ます。1日でも早く移植が、出来るように願っている毎日です。
こうした日 を々過ごさせて頂けるのも皆様の御支援、御協
力によるものと、心より感謝致しております。 
　心臓移植にはドナーの出現、手術の成功、手術後の経
過と越えなければならないハードルが、いくつもありますが、
引き続き、温かく見守って頂ければ幸いです。今後とも、皆
様の温かい御支援をよろしくお願い申し上げます。 

小笠原憲雄　えひ子 

本 当にありがとうございました 。 

<募金振込み先>  
りそな銀行　吹田支店　普通　7050622 
郵便局　00980-8-316303 
　　　　「憲一くんを救う会」 

OB会会費納入 のお願い 
現役野球部は、夏季大会5年ぶりの初戦突破に向け、篠原監督のもと昨秋よ
り重点的に守備練習に取り組み、チーム力の向上が図れています。OB会も現
役野球部に対し、出来る限りの支
援を行いますので、OB会費納入
をよろしくお願いします。（7月上
旬に振込み用紙を送付します。） 

毎年開催されている野球部OB会の 
平成18年新年会記念写真 

紛らわしい勧誘にご注意下さい 
鳳志会よりのお願い等は、会長名で行っています。 

不審な場合は、事務局へご確認下さい。 

今年も藤棚横の桜が見事に咲いた　平成18年3月撮影 

ラストフライトの時の写真 

高
き
に
登
り
遠
く
を
見
よ
 

1
期
生
　
工
学
博
士
　

山
本
　
史
 

夢
見
る
六
十
九
歳 

3
期
生
　
城
　
隆
嗣
 

1953（昭和28年）吹田高校卒業（1期生）、
立命館大学理工学部化学科卒業、同年教
授推薦により立命館大学理工学部化学科
助手、同助教授、同教授、同大学院理工学
研究科特別任用教授 
　工学博士（京都大学）：1973年、立命館
大学理工学部海外研究派遣員としてフラン
ス・ボルドー第1大学内：国立科学研究セン
ター（CNRS ）へ留学（1981年4月～1982
年3月）、京都発明協会新工業材料ゼミナ
ール顧問（1987年～2004年） 
　電気化学会関西支部顧問、株式会社和
気研究開発部技術顧問　科学技術庁注
目発明賞を科学技術庁長官山東昭子氏よ
り授与（1991年）　著書　新世代工学シリ
ーズ　電気化学（共著）　オーム社（2000年） 

経　歴 

昭和12年1月4日生（69歳） 
学歴　昭和37年3月　同志社大学　法学部卒 
職歴　（株）ユニ・エンジニアリング 
昭和44年10月～平成9年5月 代表取締役社長 
平成9年5月～現在に至る 取締役　会長 
団体経歴 
平成1年5月～現在に至る 
　　　（社）大阪府高圧ガス安全協会理事 
平成3年5月～現在に至る 
　　　（社）日本エルピーガスプラント協会理事 
・平成16年7月1日 
　内閣総理大臣　産業安全功労賞　その他 
山岳歴 国内 昭和30年から剣岳中心に 
  山行をし現在に至る 
 海外 ネパール　ヒマラヤ（6000m 
  以上）　8回 
 15年春季　フンチ峰（7036m）初登頂（隊長） 
団体経歴 昭和63年4月　大阪府山岳連盟　副会長 
 平成10年4月　大阪府山岳連盟　会長 
・平成17年10月10日　 
　大阪府知事　スポーツ功労賞　その他 

経　歴 
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こ
の
た
び
鳳
志
会
会
報
原
稿

の
依
頼
を
受
け
、
卒
業
以
来
ほ

と
ん
ど
接
点
が
な
か
っ
た
僕
に
「
な

ん
で
？
」
と
、
素
朴
な
疑
問
が

湧
き
ま
し
た
。
僕
は
、
学
生
時

代
ま
っ
た
く
目
立
た
な
い
、
そ

し
て
隠
れ
て
ス
キ
ー
に
ス
ケ
ー
ト
、

は
た
ま
た
学
校
を
さ
ぼ
っ
て
は

図
書
館
で
伝
記
物
を
読
ん
で
「
馬

鹿
も
そ
の
う
ち
大
成
す
る
わ
い
」

と
自
分
で
納
得
し
て
い
る
学
生

で
し
た
。
そ
ん
な
僕
に
と
っ
て

こ
の
依
頼
は
50
年
も
過
ぎ
て
馬

鹿
の
上
塗
り
を
し
て
し
ま
う
結

果
と
な
る
こ
と
は
見
え
透
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
現
在
の
僕
自
体
、

単
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
 

　
現
在
の
僕
は
40
数
年
来
高
圧

ガ
ス
関
係
の
仕
事
を
続
け
て
お
り
、

そ
の
う
え
関
係
業
界
、
登
山
関

係
（
日
本
山
岳
協
会
、
大
阪
府

山
岳
連
盟
）
と
三
足
の
ワ
ラ
ジ

を
は
い
て
お
り
、
そ
の
関
係
で

月
に
4
回
以
上
も
東
京
に
出
張

が
あ
り
ド
タ
バ
タ
の
生
活
を
し

い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
そ
ん
な
僕
も
年
に
1
回
、
2

ヶ
月
間
の
休
暇
を
取
り
、
ネ
パ

ー
ル
の
山
に
、
チ
ベ
ッ
ト
に
と

好
き
な
登
山
を
し
て
息
を
抜
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
チ

ベ
ッ
ト
に
行
き
、
遊
牧
民
の
テ

ン
ト
に
、
現
地
で
泊
り
込
み
、

実
際
の
生
活
を
体
験
し
て
み
た

く
計
画
し
て
お
り
、
そ
ん
な
中

で
「
鳥
葬
」
の
現
場
に
で
も
出

く
わ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
過
去
の
登
山
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
2
0
0
3
年
4

月
19
日
に
ネ
パ
ー
ル
・
ク
ン
ブ

地
方
の
フ
ン
チ
峰
（
7
0
3
6
m
）

に
隊
長
と
し
て
初
登
頂
を
し
た

事
で
す
。
こ
の
山
は
エ
ベ
レ
ス

ト
の
西
約
20
キ
ロ
に
有
り
、
ク

ン
ブ
地
方
で
7
千
メ
ー
ト
ル
以

上
の
最
後
の
未
踏
峰
で
し
た
。

最
初
の
偵
察
山
行
か
ら
5
回
目
、

6
年
か
け
て
登
頂
に
成
功
し
ま

し
た
。
山
岳
関
係
者
か
ら
は
執

念
の
登
山
と
言
わ
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。
 

　
来
る
年
も
、
来
る
年
も
失
敗

を
繰
り
返
し
、
そ
の
度
に
何
故

失
敗
し
た
か
を
考
え
、
今
年
こ

そ
と
意
気
込
ん
で
行
き
ま
し
た

が
6
年
も
か
か
り
ま
し
た
。
 

　
山
登
り
は
19
歳
か
ら
始
め
50

年
近
く
に
な
り
ま
す
。
何
故
こ

れ
程
ま
で
に
続
け
ら
れ
た
の
か
、

考
え
て
み
ま
す
と
自
分
の
力
ば

か
り
で
は
な
く
、
周
り
の
人
に

助
け
ら
れ
、
支
え
ら
れ
た
点
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
登
山
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
時
、

そ
の
時
で
条
件
が
変
わ
り
、
同

じ
ル
ー
ト
で
あ
っ
て
も
雪
や
雨
、

そ
れ
も
堅
い
雪
、
柔
ら
か
い
雪
、

激
し
い
雨
、
し
と
し
と
降
る
雨
、

そ
れ
ぞ
れ
で
登
山
方
法
も
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
飽
き
る

事
な
く
続
け
ら
れ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
 

　
こ
れ
か
ら
自
分
の
体
力
は
落
ち

る
で
し
ょ
う
が
後
輩
に
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
、
登
山
の
楽
し
さ
を

教
え
る
事
、
そ
れ
と
共
に
自
分
で

も
研
鑽
し
、
後
10
年
位
は
楽
し
み

た
い
と
夢
み
て
い
ま
す
。
 

　
昭
和
25
年
吹
田
高
校
に
入
学
し

た
時
は
、
旧
制
高
女
跡
、
関
西
大

学
の
西
北
部
に
位
置
す
る
丘
陵
に
、

仮
校
舎
が
あ
っ
た
。
小
ぢ
ん
ま
り

と
し
て
い
た
も
の
の
、
諸
設
備
が

完
備
し
た
、
南
面
に
運
動
場
も
あ

っ
た
。
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
も
、

大
半
が
大
手
前
高
校
と
北
野
高
校

か
ら
の
転
学
教
員
で
、
運
動
会
等

の
行
事
も
、
大
手
前
高
校
の
テ
ン

ト
を
借
り
て
の
催
し
で
あ
っ
た
。

こ
の
閑
静
な
千
里
山
の
学
舎
で
、

優
秀
な
教
員
の
指
導
下
、
各
科
目

の
基
礎
を
じ
っ
く
り
と
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
短
く
は
あ
っ
た
が
、

勉
学
に
集
中
し
て
と
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
。
 

　
さ
て
、
そ
の
次
は
新
学
舎
へ
の

移
転
作
業
で
あ
っ
た
。
教
員
・
学

生
の
総
動
員
体
制
で
、
千
里
山
か

ら
原
の
土
地
へ
、
机
・
椅
子
等
の

大
移
動
で
あ
っ
た
。
 

　
移
転
し
た
新
学
舎
の
周
り
は
、

田
ん
ぼ
の
真
中
に
位
置
し
て
、
新

学
舎
が
ポ
ツ
ン
と
建
て
ら
れ
て
い

た
。
南
面
に
広
々
と
し
た
運
動
場

が
あ
り
今
も
同
じ
。
 

　
放
課
後
な
ど
は
、
本
館
の
前
の

草
む
ら
に
座
り
、
運
動
場
を
見
下

し
な
が
ら
、
先
生
を
囲
み
、
或
い

は
親
し
い
者
同
志
で
、
皆
明
る
く

雑
談
等
に
興
じ
て
い
た
。
そ
れ
故
、

交
流
（
友
）
の
輪
は
、
一
段
と
大

き
く
な
っ
た
。
 

　
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
私
が

生
涯
持
ち
つ
づ
け
、
常
に
心
の

支
え
と
な
っ
た
、
「
名
言
」
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
漢
文
の
西

川
先
生
（
京
大
卒
）
の
教
え
で
、

「
高
き
に
登
り
、
遠
く
を
見
よ
」
、

こ
の
一
言
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
気
持
で
、
生
涯
を
送
れ
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

　
吹
田
高
校
で
の
青
春
時
代
に
、

学
問
の
み
な
ら
ず
、
「
人
生
の
生

き
方
」
そ
の
も
の
を
優
秀
な
先
生

方
か
ら
、
教
わ
っ
た
深
い
感
銘
は
、

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
吹
田
高
校
で

学
べ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
 

　
ま
た
、
一
期
生
と
い
う
こ
と
か

ら
、
続
く
後
輩
に
も
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
い
う
気
持
は
当
然
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
自
分

自
身
が
し
っ
か
り
頑
張
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
が
、

常
に
頭
の
片
隅
に
あ
っ
た
。
前
述

の
名
言
と
と
も
に
、
こ
の
二
点
が

私
の
長
い
研
究
生
活
に
専
念
す
る

た
め
の
「
生
き
が
い
」
で
も
あ
っ

た
。
 

　
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
正
月

の
元
旦
に
、
朝
早
く
お
ぞ
う
に
を

そ
そ
く
さ
と
祝
い
、
す
ぐ
大
学
へ

向
か
っ
た
。
正
月
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
館
閉
ま
っ
て
い
る
。
守
衛

さ
ん
に
鍵
を
も
ら
い
に
行
く
と
、

「
あ
ん
た
、
今
日
は
元
旦
や
で
」

と
云
わ
れ
た
。
私
は
「
今
の
自
分

に
と
っ
て
は
、
元
旦
ど
こ
ろ
で
な

い
」
と
云
っ
て
、
研
究
室
へ
一
目

散
に
向
っ
た
。
折
り
し
も
博
士
論

文
の
総
仕
上
げ
の
時
で
あ
っ
た
。
 

　
何
事
に
お
い
て
も
、
一
つ
の

こ
と
を
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、

そ
れ
な
り
の
苦
労
と
努
力
無
し

に
は
、
成
し
と
げ
ら
れ
な
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
獲
得

も
そ
う
、
そ
の
裏
側
に
は
、
人

に
も
云
え
な
い
大
変
な
苦
労
と

努
力
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
 

　
立
命
館
大
学
理
工
学
部
海
外

研
究
派
遣
員
と
し
て
の
フ
ァ
ン

ド
（
留
学
資
金
）
が
、
教
授
会

で
決
定
し
た
と
き
、
京
大
の
学

位
論
文
の
副
査
を
し
て
い
た
だ

い
た
教
授
の
下
に
相
談
に
行
っ
た
。
 

　
そ
の
教
授
い
わ
く
、
留
学
と

云
え
ば
や
た
ら
と
ア
メ
リ
カ
へ

行
く
。
お
前
は
苦
労
す
る
だ
ろ

う
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
（
C
N
R
S
）
へ

行
け
、
所
長
に
手
紙
を
出
し
て

や
る
と
云
わ
れ
た
。
 

　
当
時
、
私
た
ち
理
・
工
・
医
の

第
二
外
国
語
は
「
ド
イ
ツ
語
」
の

み
で
あ
っ
た
。
さ
あ
大
変
!
す
ぐ

に
京
都
の
日
佛
会
館
へ
五
ヶ
月
通

い
、
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
っ
た
次
第
。

案
の
定
、
そ
の
時
々
の
苦
労
は
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
思
え
ば
フ

ラ
ン
ス
へ
行
っ
て
良

か
っ
た
と
、
し
み
じ

み
思
う
次
第
で
あ
る
。

ボ
ル
ド
ー
の
地
故
、

土
・
日
は
パ
リ
へ
行

っ
た
。
お
蔭
で
後
述

の
本
も
書
く
こ
と
が

で
き
た
。
 

　
ど
う
か
後
輩
諸
君
、

諸
君
達
に
と
っ
て
は
、

今
か
ら
で
も
遅
く

な
い
!
。
苦
労
と

努
力
を
お
し
ま
ず
、

頑
張
っ
て
欲
し
い
。

必
ず
将
来
「
吉
」
と
な
っ
て
還

っ
て
く
る
。
 

　
最
後
に
、
こ
の
度
、
一
般
教
養

書
兼
教
科
書
（
大
学
教
養
課
程
、

女
子
大
、
短
大
、
工
専
）
と
し
て
、

理
・
工
・
医
（
息
子
：
テ
キ
サ
ス

大
学
）
の
立
場
か
ら
、
化
学
を
中

心
に
、
健
康
と
病
気
に
関
す
る
「
私

の
健
康
手
帳
（
仮
題
）」
を
、
東

京
オ
ー
ム
社
よ
り
、
五
月
頃
出
版

予
定
で
す
。
誰
も
が
楽
し
く
読
め
、

イ
ラ
ス
ト
50
カ
ッ
ト
入
っ
て
い
る
。
 

〔1期生 〕10,000円：伊澤（平松）初美、関（木田）和夫、中村（梶）梅代、納屋洋子、片山章　2,000円：加藤（福富）久子、乾光子、小山（岩本）富美子、小林弘一、松
田弘　〔2期生 〕10,000円：小川財弘、曽我隆子　6,000円：芳賀修　5,000円：熊田（山向）年子、鳥野（平松）弘　3,000円：横田隆介　2,000円：川井　夫、中村
寛　〔3期生 〕10,000円：金子（南）ヤス　6,000円：清岡（今尾）壬名子　5,000円：森勝美、村田孝、田中（名越）章子、白岩武志人　3,000円：岡田（長島）妙子、宮
本正博、高田節雄、松本（安尾）央子、畑（北田）幸子、澤田光鷹　2,000円：加藤（松阪）敦子、吉田（越智）恭子、高橋政子、中谷（甲角）聡子、中畑栄蔵、梅本泰男、
北浦（清水）周子　〔4期生 〕10,000円：峰下哲　5,000円：井上富雄、加賀山（辻）幸子、泉（神田）幸子、辰巳彰、田中嘉昭、田中（岡本）幸子　3,000円：阿部（谷
口）久子、山下晋、前田政雄　2,000円：下野博信、新谷（山本）正、田中（木村）恭子、島田立彦、湯川泰昌、藤田（中山）三代、武藤憲章　〔5期生 〕10,000円：椿野
武博　5,000円：秋山輝子、小見川（山崎）千津子、西川（上）房枝、畑（渋谷） 則子、福島（岩田）房枝　4,000円：小坂田 琢也　3,000円：河野（堀）房子、松井（小
澤）喜久子、森田（三矢田）津多子、中塚千代子、末井（見沢）典子　2,000円：五老海（八木）明美、森田（中川）和子、西川民夫、和多利英　〔6期生 〕50,000円：上
村和輝　30,000円：千代せつ子　5,000円：荒川洋一、寺辻健治　4,000円：奥田（山辺）恵子　2,000円：河野欣明、小倉（池上）利子、田中護、松本尭　〔7期生 〕
5,000円：古市（奥）和美、三木（三島）正子、秋田宰、西本（山本）紀子、湯浅博、樋口正義　4,000円：佐々木辰夫　3,000円：宮野禎三、田中洋　2,000円：亀島（安
田）幸子、江草（寺井）恵子、三宅（中山）幸子、寺西信夫、中嶋紀雄　〔8期生 〕10,000円：神田賢一　5,000円：田中健一、湯原（白石）醇子、武長勝　2,000円：阿
部信彦、井上（金谷）美知子　〔9期生 〕10,000円：川中一正、中嶋一郎、飯田隆　5,000円：駒井正之、松倉寿男、清水功　4,000円：五味（植田）恵美子、寺脇康雄、
林（水野） 幸子　3,000円：真田幸隆、西島（後藤）経子、東野光子　2,000円：井上武彦、山中（岸下）泰子、松本（大門）久子、秦（坪田）牧子、前田（金川）智子、天
野和彦、堀田信之　〔10期生 〕10,000円：乾 明三、木田雅子　6,000円：林省之介　5,000円：川上治　3,000円：蒲田弘　2,000円：相馬昭義　〔11期生 〕
10,000円：飯村勝之　5,000円：藤原晃一　3,000円：久国（山縣）節子　2,000円：音堂（音堂）育子、上田征夫、吹田（吉田）久子、大塚（中村）昌子　〔12期生 〕
4,000円：青木功　3,000円：中村清　2,000円：大田英明、大東靖子、藤岡（堀之内）万里子　〔13期生 〕5,000円：常深嘉一郎　2,000円：今尾充彦、坂口広一　
〔14期生 〕10,000円：鳥居（中村）和美、唐沢八洲仁、浜口好一　7,000円：久次米克也　5,000円：藤田剛　2,000円：笹川康博　〔15期生 〕4,000円：藤浦（浅
野）健二　2,000円：樋口（黒川）鈴子　〔16期生 〕2,000円：河内信子、西村（吉田）和子、田中（猪飼）佐代子、堀川（国藤）淑子　〔17期生 〕5,000円：常深勲、土
井実　3,000円：笹川（樋口）喜美江　〔18期生 〕3,000円：味下隆司　2,000円：田中（松本）美香子、藤本順子、入沢（中西）敏子　〔19期生 〕5,000円：速水克
己、池谷綱記　2,000円：西川雅博、村田和人、大原勝英、仲地盛和、湊（古木）英子　〔20期生 〕2,500円：小寺政治　2,000円：崎 章浩、西田茂、副島（杉内）由美
　〔21期生 〕3,000円：荻野正晴　〔22期生 〕2,000円：今西（柚子）正一、三宅眞嗣　〔24期生 〕2,000円：U/S（匿名）（T/S）　〔25期生 〕6,000円：荒木（寺田）
加代子　2,500円：小寺（上田）博子　2,000円：若柳勝明　〔30期生 〕2,000円：伊勢孝司　〔35期生 〕2,000円：梁木俊秀　〔37期生 〕2,000円：神田和也　〔40
期生〕3,000円：吉田（見辺）るみこ　2,000円：神田英子　〔43期生 〕2,000円：今井（上田）ゆかり、加藤久士　〔49期生 〕2,000円：国尾英樹　〔先生〕6,000円：
井上（斉藤）博子、長谷康富　5,000円：江戸四郎一、幡山文一、廣田恒一　3,000円：佐藤嗣二、濱田俊輔　 
7期　秋田宰様、49期　国尾英樹様は小笠原君支援金へ各5,000円振替する。　　※平成18年3月31日現在 
 
第2号広告協賛者（敬称略、順不同） 
60,000円：宮川征四郎（8期生）、大阪産業大学　20,000円：中村明（19期生）　15,000円：寺西孝年（5期生）　10,000円：岡本實（16期生）、上村秀輝（13期生）、
清野昌俊（7期生）、山出満（18期生）、上村和輝（6期生）、谷本英洋（9期生）、佐藤雄久（9期生）、筒井進（8期生）、寺西重博（6期生）、味舌隆司（18期生）、東城妙
子（10期生）、西　康（15期生）　5,000円：伊倉嘉春（3期生）、橋本利彦（8期生）、大原勝英（19期生）、松清満子（9期生）、馬場功（7期生）、池畑善規（1期生）、田
中美香子（18期生）、辻隆信（19期生）、村中重博（4期生）、中川節子（10期生）、吉田みどり（9期生） 
●平成17年度懇親会に寄贈　4期生：福地（黒嶋）佐代子　デザート寄贈、9期生：吉見　百合子　ビール寄贈　 
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鳳志会活動に対する 
寄付のお願い 

 
鳳志会活動の運営会費は、｢会費（終身会
費5,000円）寄付金及びその他の収入金を
もって充てる｣と会則に明記されています。 
昨年度の｢鳳志会会報｣発刊時に皆様方に寄
付金のお願いを行いましたところ多くの方
の賛同をいただきました。（下記協賛者の
名簿を参照下さい。188名￥822,000円） 
本年度も｢鳳志会会報｣の印刷費及び郵送費
を賄う費用に活用させて頂きます。主旨ご
賛同のうえ、皆様のご理解とご支援をお願
い申し上げます。 
ご協力いただける方は同封の｢振込用紙｣で
お振込みいただきますようよろしくお願い
申し上げます。 

（寄付賛助金　1口　2,000円か ら） 
郵便局　00970-5-330003 
大阪府立吹田高等学校　鳳志会 

鳳 志 会 　 平 成 1 7 年 度  賛 助 金 　 寄 付 振 込 者 名 簿  

佐藤　雄久（9期） 
 

レディスファッション 
ヤングカジュアル 
大阪・天神橋 TEL06-6351-8134 
梅田・EST―1 TEL06-6376-1607

※敬称略　（　）内は旧姓 

＜大学＞ 
関西大学/大阪学院大学/梅花女子大学/大阪経済法科大学/大阪国際大学/大阪電気通信
大学/大阪経済大学/常盤会学園大学/神戸国際大学/阪南大学/大阪学院大学/英知大学/大
阪産業大学/大阪成蹊大学/平安女学院大学/追手門学院大学/宝塚造形美術大学/奈良産
業大学/園田学園女子大学/関西外国語大学/大阪人間科学大学/千里金蘭大学/関西福祉
科学大学/摂南大学/帝塚山大学/大阪青山大学/大阪工業大学/大谷大学/武庫川女子大学/
神戸松蔭女子学院大学　 
＜短期大学＞ 
関西外国語大短大部/大阪薫英女子短期大学/大阪夕陽丘学園短期大学/大阪青山短期大
学/梅花女子短期大学/大阪成蹊短期大学/大阪キリスト教短期大学/千里金蘭大学短大部/
大阪健康福祉短期大学/夙川学院短期大学/大手前短期大学/大阪国際短期大学/港湾職業
能力開発短期大学/大阪健康福祉短期大学/甲子園短期大学 
＜専門学校（看護学校）＞ 
大阪済生会中津看護/大病協看護/南大阪看護/大阪府医師会看護/小阪病院看護/愛仁会
看護助産/松下看護 
＜専門学校＞ 
大原法律/ECCコンピュータ/大阪YMCA国際/日産京都整備/履正社学園コミュニティ・スポー
ツ/駿台観光&外語/ハイテクノロジー/大阪リゾート&スポーツ/大阪保育福祉/大阪社会体育/テ
クニカルカレッジ神戸/上田安子服飾/辻調理士/天宗社会福祉/大阪コミュニケーションアート/
大阪ビジネスカレッジ/兵庫栄養調理製菓/大阪工業技術/京都衛生/グラムール美容/大阪ビュー
ティーアート/近畿社会福祉/大阪観光/エコーペットビジネス総合学院/大阪モード学園/大原簿
記/K-two/大阪スクールオブミュージック/大阪スクールオブキャナリアート/大阪医療秘書福祉
/ECC国際外語/大阪デザイナー/大阪ベルエベル美容/修成建設/大手前製菓学院 

主 な 進 路 先  
4年制大学57名、短期大学30名、専門学校59名、就職46名、その他46名（平成18年度） 



4
　
開
校
間
も
な
い
草
創
期
の
あ

の
頃
、
吹
田
高
等
学
校
の
立
地

状
況
か
ら
の
景
観
は
、
千
里
丘

陵
の
東
端
、
背
後
に
は
竹
や
雑

木
の
藪
沢
が
あ
り
、
田
園
の
中

に
あ
っ
て
、
東
面
す
れ
ば
、
国

鉄
（
現
J
R
）
の
操
車
場
を
近

景
と
し
て
、
大
阪
平
野
の
彼
方

に
は
生
駒
山
脈
が
遙
か
に
眺
望

で
き
、
大
空
が
展
開
し
て
、
気

宇
を
壮
大
に
さ
せ
る
も
の
が
あ

っ
た
。
 

　
初
め
て
校
章
を
見
た
時
、
翻

え
る
翼
の
し
る
し
に
は
、
ク
ラ

シ
カ
ル
で
重
厚
な
印
象
を
持
ち
、

既
に
伝
統
と
い
う
も
の
が
感
じ

ら
れ
る
ほ
ど
の
趣
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
初
代
校
長
の
意
向
を
受

け
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
、

と
は
後
に
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
典
拠
は
、
中
国
の
古
典
「
荘

子
」
の
巻
頭
、
第
一
編
「
逍
遥
遊
」

の
書
き
始
め
に
載
る
、
想
像
上

の
大
鳥
「
鵬
」
（
鳳
の
旧
字
）

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
北
の
海
に
計
り
知
れ
な

い
巨
大
な
、
『
鯤
』
と
い
う
名

の
魚
の
卵
が
、
孵
化
し
て
『
鵬
』

と
い
う
名
の
大
鳥
に
な
っ
た
。

背
丈
は
幾
千
里
あ
る
か
分
か
ら
ず
、

飛
び
立
て
ば
翼
は
空
を
覆
っ
て

雲
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
海
が
荒

れ
て
波
風
が
起
り
、
そ
の
大
風

に
乗
っ
て
九
万
里
も
の
上
空
へ

昇
っ
て
か
ら
、
六
ヶ
月
も
の
時

を
か
け
て
南
の
空
へ
至
り
息
む
」

と
あ
る
。
 

　
こ
の
学
校
で
学
び
、
巣
立
っ

て
行
く
者
へ
、
逍
遥
し
て
遊
べ

る
憩
い
の
地
、
南
の
海
を
目
差

し
て
大
き
く
羽
ば
た
け
よ
、
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
エ

ー
ル
を
贈
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
想
わ
れ
る
。
「
荘
子
」

に
説
か
れ
る
こ
と
の
一
端
に
つ

い
て
、
も
の
の
本
に
解
か
れ
て

あ
る
、
著
者
（
荘
周
）
の
思
想

を
端
的
に
表
現
し
て
「
完
全
自

由
の
境
地
を
求
め
る
」
（
新
釈

漢
文
大
系
　
市
川
安
司
・
遠
藤

哲
夫
）
を
参
考
に
私
見
を
述
べ

れ
ば
、
次
の
よ
う
に
も
考
え
ら

れ
る
。
 

　
自
由
な
心
境
と
は
、
束
縛
か

ら
解
放
さ
れ
た
境
涯
で
あ
ろ
う
。

人
を
し
て
不
自
由
を
感
じ
さ
せ

る
原
因
と
な
る
も
の
は
、
自
己

に
内
在
す
る
欲
望
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
れ
と
色
々
な
事
象
と

の
相
克
に
よ
る
軋
轢
が
齎
す
懊
悩
。

こ
れ
に
よ
り
心
身
に
苦
し
み
が

生
じ
、
耐
え
得
ず
に
抜
苦
与
楽

を
希
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
仏

典
で
は
屡
散
見
す
る
言
葉
「
涅

槃
」
（
ニ
ル
バ
ー
ナ=

煩
悩
の
炎

を
吹
き
消
す
）
を
祈
り
、
安
寧

を
願
う
、
そ
こ
に
至
れ
ば
自
由

が
得
ら
れ
、
逍
遥
の
世
界
が
展

が
る
。
心
に
相
対
世
界
の
放
逐

を
促
し
て
い
る
。
 

　
「
荘
子
」
に
数
あ
る
寓
話
の

内
の
一
つ
、
「
胡
蝶
の
夢
」
で

知
ら
れ
る
挿
話
が
あ
る
。
そ
れ

は
荘
周
が
夢
の
中
で
蝶
と
な
り
、

楽
し
い
気
分
で
遊
び
戯
れ
、
我

を
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

醒
め
て
み
れ
ば
元
の
自
分
が
そ

こ
に
居
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

そ
れ
で
夢
の
中
で
蝶
に
な
っ
て

い
た
の
か
、
蝶
が
荘
周
を
夢
と

見
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。

普
通
一
般
に
は
現
実
と
夢
を
峻

別
し
て
、
意
義
を
見
出
そ
う
と

す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
二

者
を
区
別
す
る
こ
と
を
超
え
た

世
界
に
遊
ぶ
、
即
ち
「
大
覚
」

と
言
う
も
の
を
体
現
す
る
こ
と

に
目
標
軸
を
据
え
て
、
心
の
解

放
を
計
ろ
う
と
、
荘
周
は
意
図

す
る
。
そ
う
し
て
価
値
観
、
人

生
観
の
転
換
を
迫
る
の
で
あ
る
。
 

　
こ
の
寓
話
を
卑
近
な
例
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
ス
ク
リ
ー
ン
の

映
像
で
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
、

ド
ラ
マ
の
役
に
成
り
切
っ
て
い

る
か
、
観
者
の
立
場
に
あ
る
か

の
関
係
と
し
て
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
こ
で
投
影
機
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
れ
ば
、
「
胡
蝶
の
夢
」

に
似
た
混
乱
が
生
じ
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
館
外
に

出
れ
ば
、
明
々
白
々
、

青
天
の
下
に
自
由
人

と
し
て
の
境
涯
が
得

ら
れ
る
。
暗
い
所
で

ド
ラ
マ
に
酔
い
痴
れ

て
い
た
現
実
の
自
分

か
ら
も
覚
醒
し
た
人
間
、

こ
れ
を
「
荘
子
」
で
は
、

「
至
人
」
、
「
真
人
」
、

「
神
人
」
と
称
し
て
、

志
向
し
、
励
む
こ
と

を
薦
め
て
い
る
。
 

　
本
然
の
自
己
の
確
立
、
南
の

海
に
あ
っ
て
何
も
の
に
も
と
ら

わ
れ
な
い
、
自
由
で
気
の
赴
む

く
ま
ま
に
遊
ぶ
心
境
、
こ
れ
を

目
差
し
て
行
く
こ
と
を
、
推
奨

し
て
い
る
こ
と
が
「
荘
子
」
に

は
読
め
る
。
 

　
内
面
に
、
絶
対
の
境
地
を
拓
け
、

と
の
示
唆
で
も
あ
ろ
う
か
。
 

 

※
志
操
と
は
自
分
の
主
義
や
主
張
な
ど
を

固
く
守
っ
て
変
え
な
い
心
 

経　歴 
経歴 
1956年　吹田高等学校卒業 
1960年　京都市立美術大学卒業 
1962年　同専攻科終了 
1962年　同非常勤講師 
1964年　兵庫県立姫路短期大学講師 
1974年　同助教授 
1980年　同教授 
1990年～92年　同付属幼稚園長兼務 
1998年　兵庫県立姫路工業大学教授 
2003年　同定年退職 
2003年　同名誉教授 

苦
難
と
希
望
の
道
を
歩
ん
で 

13
期
生
　
神
保
　
一
彦
 

鳳
の
志
操 

4
期
生
　
笠
置
　
誠
三
 

     

 

「
一
番
星
見
ー
つ
け
た
、
お
父

さ
ん
星
、
二
番
星
見
ー
つ
け
た
、

お
母
さ
ん
星
・
・
・
」
と
幼
年

時
代
、
銭
湯
に
通
う
道
、
夜
空

の
星
を
眺
め
な
が
ら
自
然
と
言

葉
と
し
て
溢
れ
て
き
ま
し
た
。

　
吹
田
高
校
に
入
学
し
て
す
ぐ

の
15
歳
の
時
、
そ
の
優
し
か
っ
た
、

可
愛
が
っ
て
く
れ
た
一
番
星
の

父
が
他
界
し
、
そ
れ
以
来
私
は

殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
い
無

口
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
の
兄
と
姉
の
結
婚
、

そ
し
て
父
の
死
と
あ
っ
と
い
う

間
に
6
人
家
族
か
ら
3
人
家
族

に
な
り
、
こ
こ
ろ
に
ぽ
っ
か
り

と
穴
が
あ
き
、
淋
し
い
、
や
る

せ
無
い
気
持
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

忌
引
で
何
日
か
休
ん
で
い
た
時
、

「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
学
校
へ
出
て

お
い
で
と
先
生
が
言
っ
て
い
る
よ
」

と
友
達
が
家
に
言
い
に
来
て
、

は
っ
と
し
、
今
か
ら
思
え
ば
あ

の
時
の
誘
い
の
言
葉
に
助
け
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
は
学
校
へ
通
い
始
め
ま

し
た
。
吹
高
は
優
秀
な
先
生
が

多
く
、
の
ど
か
で
、
穏
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
で
育
っ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
人

と
あ
ま
り
よ
く
喋
ら
な
い
無
口

な
青
年
で
し
た
が
、
大
学
に
入

学
し
て
か
ら
は
一
変
し
て
よ
く

喋
る
よ
う
に
な
り
、
慈
母
観
音

の
よ
う
な
人
と
の
出
会
い
、
人

の
気
持
を
汲
ん
で
く
れ
る
先
生

方
と
の
出
会
い
の
な
か
で
、
次

第
に
元
気
を
と
り
も
ど
し
て
行

き
ま
し
た
。
 

　
養
老
孟
司
先
生
が
死
に
つ
い
て
、

親
子
で
あ
る
と
か
、
夫
婦
で
あ

る
と
か
、
ご
く
親
し
い
人
の
死

体
は
通
常
な
か
な
か
死
体
に
な

ら
な
い
「
死
体
で
な
い
死
体
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
彼

自
身
同
様
、
私
も
随
分
長
い
間

考
え
悩
み
ま
し
た
。
 

　
上
智
大
学
で
は
心
理
学
を
専

攻
し
、
著
名
な
先
生
か
ら
臨
床

心
理
学
、
犯
罪
心
理
学
等
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
医
学
部
精
神
神
経
科

で
客
員
研
究
員
と
し
て
、
「
開

眼
時
の
眼
球
運
動
」
の
研
究
を

教
授
指
導
の
下
、
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
絵
を
見
せ
て
、

ど
こ
を
ど
の
様
に
ど
の
位
み
て

い
る
か
と
い
う
実
験
で
論
文
、

本
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
就
職
し
て
病
院
臨
床
（
心

理
査
定
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
一
方

で
独
協
医
科
大
学
精
神
神
経
科
で
、

厚
生
省
老
人
保
健
綜
合
研
究
、

文
部
省
科
学
研
究
依
頼
で
「
痴
呆
」

の
研
究
（
臨
床
心
理
学
部
門
）

に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
簡

単
な
図
を
模
写
さ
せ
た
り
、
日

常
生
活
動
作
能
力
の
程
度
、
簡

単
な
知
能
評
価
ス
ケ
ー
ル
を
用

い
て
生
命
的
予
後
と
の
関
係
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
他
に
、

司
法
鑑
定
、
大
学
で
の
講
義
と

充
実
し
た
日
々
を
送
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
 

　
現
在
は
学
校
臨
床
に
携
わ
り
、

育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
、
臨
床

教
育
学
の
必
要
性
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
私
自
身
、
す
ば
ら

し
い
人
間
関
係
の
な
か
で
、
興

味
あ
る
研
究
に
従
事
出
来
、
夢

と
希
望
を
も
っ
て
歩
み
、
ど
ん

な
に
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

挫
け
ず
、
努
力
し
た
こ
と
が
報

わ
れ
、
糧
に
な
っ
た
と
信
じ
て

い
ま
す
。
感
動
を
自
分
の
手
で

掴
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
っ
と

感
激
の
涙
に
満
ち
溢
れ
る
で
し

ょ
う
。
 

　
最
後
に
、
吹
田
高
校
の
今
後

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
 

経　歴 
昭和40年　吹田高校卒業（13期生）、
上智大学文学部卒業、東京医科歯
科大学医学部客員研究員、病院臨
床（30年）、文京学院大学（15年） 
現在、学校臨床、教育委員会スーパ
ーバイザー、臨床心理士 
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順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 

16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 

31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45

期 
7 
9 
9 
11 
7 
11 
11 
16 
10 
9 
19 
24 
10 
10 
11 

25 
4 
4 
24 
4 
11 
7 
2 
10 
13 
4 
10 
9 
9 
9 

16 
後援会 
9 
9 
7 
9 
8 
9 
9 
8 
9 
8 
9 
9 
9

名　　前 
清 野 　 昌 俊  
松 倉 　 寿 男  
由 上 　 充 男  
奥 川 　 富 夫  
湯 浅 　 　 博  
藤 原 　 晃 一  
村 中 　 重 夫  
金 子 　 　 茂  
中 尾 　 　 昇  
五 十 嵐 礼 子  
辻 　 　 隆 信  
孫 田 　 隆 信  
阪 本 　 展 暉  
北 本 　 冨 康  
玉 置 　 　 光  

明石　真由美 
高 瀬 　 敏 男  
西 野 　 一 鋪  
大 橋 　 　 有  
村 中 　 重 博  
玉 置 　 康 夫  
馬 場 　 　 功  
中 村 　 　 寛  
下 岡 　 　 勉  
常 深 嘉 一 郎  
赤瀬川　彰一 
林 　 省 之 介  
尾 崎 　 千 紘  
山 神 　 久 友  
佐 藤 　 雄 久  

岡 本 　 　 實  
瀧 川 美 智 子  
川 中 　 一 正  
寺 脇 　 康 雄  
田 中 　 　 洋  
清 水 　 　 功  
小 西 　 　 徹  
前 田 　 正 利  
林 　 幸 子  
神 田 　 賢 一  
井 上 　 武 彦  
森 口 　 　 隆  
吉 田　みどり 
岡 野 　 麗 子  
下 村 　 　 努  

クラブ名 
剣　道 
野　球 
一　般 
野　球 

バレーボール 
野　球 
テニス 
ラグビー 
野　球 

ソフトボール 
バレーボール 
テニス 
剣　道 
剣　道 
テニス 

一　般 
野　球 
ラグビー 
野　球 
テニス 

バレーボール 
剣　道 
一　般 
柔　道 
陸　上 

バレーボール 
応援団 
一　般 
陸　上 
 登　山 

体　操 
一　般 
ラグビー 
卓　球 
野　球 
野　球 

バレーボール 
一　般 
一　般 

バレーボール 
柔　道 
一　般 

ソフトボール 
一　般 
卓　球 

グロス 
89 
79 
89 
92 
98 
85 
90 
88 
104 
97 
95 
88 
93 
95 
99 

99 
105 
109 
90 
96 
100 
100 
104 
103 
103 
102 
112 
93 
91 
103 

104 
115 
108 
101 
100 
112 
107 
121 
102 
119 
117 
126 
130 
134 
134

ハンディ 
18 
7.2 
16.8 
19.2 
25.2 
12 
16.8 
14.4 
30 
22.8 
20.4 
13.2 
18 
19.2 
22.8 

22.8 
28.8 
32.4 
13.2 
19.2 
22.8 
22.8 
26.4 
25.2 
25.2 
24 
33.6 
14.4 
12 
24 

24 
34.8 
27.6 
20.4 
19.2 
31.2 
25.2 
38.4 
18 
34.8 
32.4 
40 
40 
40 
40

NET 
71 
71.8 
72.2 
72.8 
72.8 
73 
73.2 
73.6 
74 
74.2 
74.6 
74.8 
75 
75.8 
76.2 

76.2 
76.2 
76.6 
76.8 
76.8 
77.2 
77.2 
77.6 
77.8 
77.8 
78 
78.4 
78.6 
79 
79 

80 
80.2 
80.4 
80.6 
80.8 
80.8 
81.8 
82.6 
84 
84.2 
84.6 
86 
90 
94 
94

鳳志会ゴルフ愛好会事務局　　9期生　清水　功 
〒564-0001 吹田市岸部北 1-11-2 
Tel　06-6330-4031　Fax　06-6330-4032　E-Mail　i_simizu@qj8.so-net.ne.jp

第3回鳳志会ゴルフコンペ　成績表 

開催日：平成17年5月19日　会場：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし） 

開催日：平成17年10月19日　会場：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし） 

同窓会開催予定 
9期生（昭和36年卒業生 ）へ 
卒業45周年 を迎え、同窓会を計画しています。 
日　時：平成18年10月29日（日）　12時～ 
会　場：ホテル阪急インターナショナル（北区・茶屋町） 
会　費：10,000円 
幹　事：5組　井上武彦　6組　松倉寿男　 
　　　　8組　天野和彦 
世話人：①岡野麗子　①吉田みどり　③林　幸子 
④松清満子　⑤吉見百合子　⑤東野光子　⑥佐藤雄久 
⑥玉置康夫　⑦由上充男　⑧多田嘉通雄　 
事務局：③清水功　  TEL.06-6330-4031

24期生同窓会 
 卒業30周年 を記念して、24期生 の学年同窓会を2006年2
月19 日（日）ホテルグランヴィア大阪にて開催しました。117
名の卒業生と8名の恩師に出席していただき、30年 ぶりの再
会を楽しみました。下記の写真は、1組の出席者と恩師の先生
方です。また、会費収入の残金は15,395円 でしたが、全額鳳
志会に寄付させていただきました。 

 平成17年（2005年 ）9月3日、千里阪急ホテルに
おいて吹三会（吹田高校三期生の同窓会）の卒業
50周年同窓会 を開催しました。倉靖先生、広田恒一
先生、本多康男先生を迎え、106名 の参加を得て、
盛大に挙行出来ました。卒業して初めての顔、なつ
かしい顔々で話が弾み、時を忘れる位で、最後に先
生方をはさんでクラス単位の写真を撮り、無事終了。
3年後の2008年 に吹三会を開くことに決まりました。
次回も盛大に開かれることを期待しています。 

19期生（S46年卒業生 ）へ 
　卒業35周年 を記念して全クラス合同の同窓会を開催
します。前回は5年前に開催し、150名 の同窓生が集まり
ました。同級生をお誘い合わせの上、奮って参加下さい。 
日　時：平成18年6月25日（日）12時～17時 
会　場：江坂東急インホテル 
会　費：10,000円 
　問　：TEL06-6338-0640（木戸） 

第5回　鳳志会ゴルフコンペの開催案内 

第4回参加者（総数50名） 参加希望者は、事務局迄ご連絡下さい。 

順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 

18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 

35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50

期 
7 
7 
11 
11 
11 
16 
2 
19 
9 
10 
9 
13 
24 
9 
6 
4 
9 

4 
9 
4 
11 
4 
7 
10 
6 
9 
10 
6 
9 
16 
11 
10 
16 
10 

9 
10 
8 
13 
10 
10 
10 
8 
9 
9 
9 
9 
9 
18 
6 
9

名　　前 
馬 場 　 　 功  
清 野 　 昌 俊  
藤 原 　 晃 一  
村 中 　 重 夫  
奥 川 　 富 夫  
金 子 　 　 茂  
中 村 　 　 寛  
辻 　 　 隆 信  
山 神 　 久 友  
北 本 　 冨 康  
林 　 幸 子  
常 深 嘉 一 郎  
大 橋 　 　 有  
駒 井 　 正 之  
荒 川 　 洋 一  
岡 田 　 良 一  
松 倉 　 寿 男  

高 瀬 　 敏 男  
寺 脇 　 康 雄  
赤瀬川　彰一 
玉 置 　 　 光  
西 野 　 一 鋪  
湯 浅 　 　 博  
中 尾 　 　 昇  
前 田 　 　 宏  
佐 藤 　 雄 久  
三 浦 　 　 眞  
田 中 　 　 洋  
天 野 　 和 彦  
岡 本 　 　 實  
西 川 　 克 弘  
阪 本 　 展 暉  
櫛 田 　 　 豊  
林 　 省 之 介  

由 上 　 充 男  
嶋 田 　 隆 夫  
武 長 　 　 勝  
中 村 　 充 隆  
久喜　由美子 
神藤　加代子 
下 岡 　 　 勉  
小 西 　 　 徹  
尾 崎 　 千 紘  
清 水 　 　 功  
前 田 　 正 利  
下 村 　 　 努  
吉見　百合子 
藤 本 　 順 子  
上 村 　 和 輝  
岡 野 　 麗 子  

クラブ名 
剣　道 
剣　道 
野　球 
テニス 

バレーボール 
　ラグビー 
一　般 

バレーボール 
陸　上 
剣　道 
一　般 
陸　上 
野　球 
柔　道 
テニス 
野　球 
野　球 

野　球 
卓　球 

バレーボール 
テニス 
ラグビー 
バレーボール 
野　球 
一　般 
 登　山 
一　般 
野　球 
ラグビー 
体　操 
野　球 
剣　道 
ラグビー 
応援団 

一　般 
陸　上 
放　送 
体　操 
バスケット 
放　送 
柔　道 

バレーボール 
一　般 
野　球 
一　般 
卓　球 
バスケット 
バレーボール 
バレーボール 
一　般 

グロス 
98 
85 
80 
91 
95 
95 
101 
99 
99 
91 
97 
102 
89 
107 
94 
100 
102 

95 
107 
104 
104 
110 
102 
102 
107 
106 
98 
102 
108 
101 
99 
98 
95 
101 

100 
118 
117 
116 
112 
118 
108 
116 
106 
112 
120 
126 
131 
131 
128 
148

ハンディ 
25.2 
12 
6 
16.8 
20.4 
19.2 
25.2 
22.8 
22.8 
14.4 
20.4 
25.2 
12 
30 
16.8 
22.8 
24 

16.8 
28.8 
25.2 
25.2 
31.2 
22.8 
22.8 
27.6 
26.4 
18 
21.6 
27.6 
20.4 
18 
16.8 
13.2 
19.2 

18 
36 
34.8 
33.6 
28.8 
34.8 
24 
28.8 
18 
24 
31.2 
36 
40 
40 
36 
40

NET 
72.8 
73 
74 
74.2 
74.6 
75.8 
75.8 
76.2 
76.2 
76.6 
76.6 
76.8 
77 
77 
77.2 
77.2 
78 

78.2 
78.2 
78.8 
78.8 
78.8 
79.2 
79.2 
79.4 
79.6 
80 
80.4 
80.4 
80.6 
81 
81.2 
81.8 
81.8 

82 
82 
82.2 
82.4 
83.2 
83.2 
84 
87.2 
88 
88 
88.8 
90 
91 
91 
92 
108

第4回鳳志会ゴルフコンペ　成績表 
順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

　鳳志会活動の一環として平成17年5月 と10月 にゴルフコンペを開
催しました。多くの方のご参加をいただきました。 
第4回表彰式後49期生小笠原君 の心臓移植手術の支援金・募金をお
願いしました。￥88,613― が集まり小笠原君を救う会に寄付しました。 
本年度も5月と10月 に開催致します。 

●開催日　平成18年5月 18 日（木） 
●会　場　茨木高原CC 
●予定数　16組　64名予定 

〈第5回　鳳志会 ゴルフコンペ〉 

同窓会情報をお知らせください。各学年単位で同窓会
をされている場合通信費の一部として鳳志会から援助さ
せて頂いております。鳳志会までご連絡ください。 

連絡先　吹田高校内「鳳志会事務局」 
TEL06-6387-6651　FAX06-6387-6567

ソフトテニス部O・B会のご案内 
　ソフトテニス部O・B諸兄姉には、お元気にご活躍のこ
とと、お喜び申し上げます。日頃は、O・B会並びに現役生
に、多大なるご支援を賜り、有難うございます。毎年9月
の第一日曜日に、母校にてO・B会（テニス大会）を開催致
しております。今年も下記の通り開催致しますので、皆様
お誘い合わせの上、ご参加下さいます様、ご案内致します。 
日　時：平成18年9月3日（日）雨天中止 
　　　　9時～17時　正午よりO・B会総会 
場　所：吹田高校テニスコート 
会　費：3,000円（昼食代を含む） 
幹　事：13期生　西村　義雄 
　　　　TEL.06-6388-7923

19期生新年会 
毎年1月の中頃、新年会を開催しています。 
今年は20人ほ ど集まりました。 
お知らせは下記のホームページでご覧いただけます。 
19期生 の皆さんの参加をお待ちしています。 
http：//wwwa.dcns.ne.jp/̃mr-joker/index.html

吹三会50周年同窓会 
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校　長 
西島多枝子先生 

　
本
校
の
校
章
は
荘
子
の
逍

遥
遊
篇
に
で
て
く
る
巨
鳥
で

あ
る
鵬
の
翼
と
ペ
ン
を
あ
し

ら
っ
て
お
り
、
鵬
の
翼
は
青

年
の
雄
飛
発
展
を
象
徴
し
、

ペ
ン
は
学
問
と
「
ペ
ン
は
剣

よ
り
強
し
」
か
ら
平
和
を
象

徴
し
て
い
ま
す
。
校
章
に
こ

め
ら
れ
た
願
い
こ
そ
が
吹
田

高
校
を
未
来
へ
と
つ
む
ぐ
た

め
の
座
標
軸
で
あ
る
と
確
信

し
た
一
年
で
し
た
。
い
か
な

る
時
代
、
社
会
に
お
い
て
も

不
易
な
る
も
の
と
流
行
と
が

存
在
し
ま
す
。
と
も
す
れ
ば

流
行
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
が
、
不
易
な
る
部

分
を
見
失
っ
て
は
い
け
な
い

と
自
分
を
戒
め
て
お
り
ま
す
。

吹
田
高
校
に
お
け
る
不
易
な

も
の
と
は
、
生

徒
の
学
び
に
対

す
る
興
味
・
関

心
を
高
め
、
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
あ
る
人
を

育
成
す
る
と
い

う
こ
と
、
地
域

社
会
で
地
道
に

活
躍
し
、
豊
か

な
人
権
感
覚
を

持
つ
生
徒
を
育

成
す
る
こ
と
、

そ
し
て
新
し
い

時
代
に
踏
み
出

す
こ
と
の
で
き

る
勇
気
あ
る
若

者
を
育
て
る
こ

と
だ
と
思
い
ま

す
。
 

　
本
校
は
平
成

十
七
年
度
か
ら

三
年
間
、
大
阪
府
の
「
学
校

経
営
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
の
指
定
を
受
け
て
、
生

徒
の
学
力
向
上
と
希
望
進
路

の
実
現
を
め
ざ
し
、
学
校
の

持
つ
総
合
的
な
教
育
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
明
確
な
目

標
設
定
に
基
づ
く
創
意
工
夫

に
富
む
教
育
実
践
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
1
年
目
は
、

自
ら
学
び
、
自
ら
習
う
生
徒

を
支
援
す
る
た
め
の
ス
タ
デ

ィ
ル
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

教
室
に
は
学
習
ソ
フ
ト
や
教

材
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
置
き
、
生
徒

が
自
由
に
学
習
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

招
き
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
空

調
設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
50

周
年
事
業
基
金
の
一
部
で
整

備
し
て
い
た
だ
き
、
快
適
な

条
件
の
も
と
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
関
係
の
皆
様
に
は

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

2
年
目
に
は
学
び
へ
の
関
心

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
各

分
野
の
専
門
家
や
大
学
関
係

者
に
よ
る
講
座
を
考
え
て
い

ま
す
。
 

　
3
月
に
は
卒
業
生
2
4
4

名
が
鳳
志
会
へ
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

4
月
に
は
2
8
0
名
の
新
入

生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
鳳
志
会
会
員
の
皆
様

方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
、
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
本
校
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

伝
統
を
受
け
継
ぎ
未
来
へ
つ
む
ぐ
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●益々の発展、広域に亘る充実、嬉しく思
います。各々にお互いの連携、明るい和
みを希望します。｢日本一の会にしよう｣を
合言葉に明日に前進あれ。社会はコミニ
ケーションです。話し合うことが第一です
が言葉だけでなく脚で、体で、話し合って
ゆくことも大事にしたいものです。 

　旧職員 H.Y 
 
●昭和37年～42年の5年間国語科教員と
して在職しました。その後関西大学文学
部に教授として在職。昨年3月末で退職
しました。吹校は思い出深い高校で、特
に38年～40年演劇部顧問としていくつ
か上演しました。　旧職員 S.Y 

 
●今年も又立派な会報をお送り下さりあり
がとうございました。貴重な時間をさいて
役員の皆様のご努力に頭が下がります。
おかげさまで懐かしい母校の様子がよく
わかり又一度機会があれば訪ねてみた
い気がしております。本当にありがとうご
ざいました。　1期生 K.F（滋賀県より） 
 
●お世話してくださる方々のお陰で10代に
もどることができます。どれだけありがたい
ことか。今回は恩師の近況を知ることが
出来その頃の先生方の姿が甦ります。個
性の強い先生が多かったような気がします。
懐かしいと同時に先生方がお元気に今
も活躍なさっていることに安心しました。
有難うございます。　3期生 K.M 

 
●メッセージボードには投稿者の氏名、卒業
期、居住を明記した方が良いと思います。
これによりお互いの消息が一層良く判る
と思います。賛助金はむしろ年度会費と

した方がベターと思いますがどうでしょうか。
もっとも終身会費の金額とのバランスが
難しいとも思いますが、納入率向上の工
夫が必要のようですね。　4期生 S.T 

 
●結婚と同時に横須賀に住んで42年、短
大時代の便りはあるのですが吹高のそれ
はなく、主人と息子2人は同じ横須賀高
校なのでいつも楽しそうに話をしているの
が淋しかった。2号で恩師からの便りを読
み、松尾先生、増田先生が大変なつかし
くお元気でおられる様子をうれしく思って
います。5期の進学クラスで数学の特別
補習を朝早くしていただき理数系の苦手
だった私としては非常に勉強になりました。
ありがとうございました。又来年を楽しみ
にしております。　5期生 K.T 

 
●なかなか立派な編集だと感心しています。
編集者の皆様は大変だとおもいますがこ
れからも頑張って下さい。校区内の史跡
やスポット、著名な建造物などシリーズで
紹介されてはどうでしょうか。　7期生 H.T 

 
●初めて「プレス」を送付頂きなつかしく拝
見し、先生方のお元気なコメントを拝読し、
ガンバラなくてはと改めて思いました。卒
業後何度となく転宅し住所不明者にな
っていたのにご案内を頂き感謝します。 
　10期生 Y.H 
 
●良き先生達に恵まれ楽しい学生生活を
送らせていただいて懐かしい。恩師の便
りはうれしかった。又、現状の学校の様
子なども知る事ができたことは良かったと
思います。今後も楽しみです。 

　13期生 M.Y 

●宝塚フアンの私にとって汝鳥 怜さんが
同窓生と知りより、親しみを感じることが
できました。　14期生 O.M 

 
●私の幼稚園の恩師が1期生で先輩だっ
たと初めて知り懐かしくうれしく思いました。
15期生 K.Y 

 
●すっかり過去となっていた高校時代を思
い出し又恩師からの便りに懐かしい先生
の名を見つけたり、広告に同級生の名が
あったりととても温かい気持ちにさせて戴
きました。　15期生 B.M 
 
●｢鳳志会プレス｣第2号楽しく拝見させて
いただきました。表紙右下の現役生のラ
ンチタイムのスナップ写真が懐かしさを
盛り上げてくれました。｢恩師からの便り｣
‘ジャガイモ’の綱島先生、家庭科の今
井先生のお顔が思い出されます。お元
気で何よりです。賛助金を振り込みます。
16期生 N.K 

 
●懐かしく又楽しく読ませて頂きました。一
度吹高へ訪ねたいと思いました。恩師の
便りも少しずつ記憶が戻りました。OBも
参加できる学校行事の情報をお願いしま
す。（文化祭、体育祭等）　17期生 M.K 

 
●いつも楽しみにしています。私の卒業年
度は、同窓会が無く、時々皆はどうしてい
るのか会いたくなります。会報に伝言ペ
ージがあればいいのに…と思います。 

　23期生 W.E 
 
●初めて届き何度も読ませていただきました。
息子の友人が何名か吹高に通っています。

ますますの吹高の発展をお祈り致します。
24期生 N.K 

 
●舞台も拝見したことのある汝鳥 怜さんが
OBだとは驚きました。天野先生や関先
生のお便りは、なつかしかったです。また、
他の先生の近況も聞きたいです。 

　24期生 S.M 
 
●仕事に子育てにとまっ只中におり、時間
的にも同窓会に出席する余裕が持てな
い世代ですが、プレスを頂く事によってし
ばし学生時代を思い出し母校との繋がり
を再確認しています。　27期生 O.H 
 
●いつも楽しみにしています。要望として、
同期の方の近況も気になりますので近
況報告等を紹介するコーナーがあればも
っと楽しみになります。　39期生 N.M 
 
●私は宝塚フアン。先輩の｢汝鳥　伶｣さ
んが吹高卒だと知った時はとても親近感
が沸きました。今回その汝鳥さんの手記
を読んで感激、共感しました。いくつにな
っても夢を見つづけることは幸せな人生
への歩みだと。　43期生 I.Y 

 
●自分が所属していました部の後輩達に
とって部の活動が夢につながったという
報告がとても嬉しかったです。 

　50期生 N.K 
 
●現在、住吉の府立病院に膵臓ガンの為
に入院中です。残念ですが余命も幾ら
も無い旨告知されて居る有様です。過
去の御礼を皆様に宜しくお願いします。 

　6期生 M.K

鳳志会プレス第2号の発行に多くの卒業生の皆さんから色々なメッ
セージを頂きました。その一部ですが掲載させて頂きました。皆様
の温かいメッセージで編集委員も励まされます。今後も充実したプ
レスにしていきたく思います。 

スペック
 

フィット
ネスクラ

ブ スペック
 

フィット
ネスクラ

ブ 

●スイミン
グプール●

トレーニン
グジム●エ

アロビクス
スタジオ 

気軽に楽しく健康づくり 

 

会員募集中！ 

■営業時間/月～金　10：00～22 ：30 
　　　　　/土曜日　10：00～20 ：00 
　　　　　/祝祭日　10：00～19 ：00 
■休 業 日/毎週日曜日・お盆・年末 
　　　　　 年始・その他（施設点検日等） 

スイミング・器械体操・サッカークラブ 
〒533-0004　大阪市東淀川区小松1丁目5番3号 
　　　　　　　　阪急上新庄駅より徒歩3分 
お問い合わせは 106-6326-5577

同時募集中！ 

伊倉　嘉春（3期） 

〒558-0004　大阪市住吉区長居東2-11-21 
TEL ＆FAX（06）6691-9425

処方せんと介護のことなら 

マルテン薬局 

吹田市元町7番11号　旭通り商店街中央 
TEL　06-6381-1983（代） 
FAX　06-6383-2522

タニモトスポーツ 
代表取締役　谷本　英洋（9期） 

総合スポーツ用品専門店 
各種スポーツ用品全般・体育服装・体育器具 

 

製鋼原料 

大舞金属株式会社 
 

代表取締役 
大原　勝英（19期） 

 
〒555-0043　大阪市西淀川区大野1-10-11 
 TEL 06-6473-7260 
 FAX 06-6473-7261

株式会社トリム 
代表取締役　村田　守（14期） 
〒564-0045　吹田市金田町5番47号 

TEL 06-6337-7796　FAX 06-6337-7801　ktrm.co@d5.dion.ne.jp

理事長　寺 西 重 博  （6期） 

いい人　いい街　いい笑顔 

〒567-8651　茨木市西駅前町 ９番３２号 
TEL. ０７２-６２３-４９８１　FAX.０７２-６２２-１５７７ 

ホームページ　http://www.settsu-suito.jp

トっても良い物件　リッチないい物件　ムっちゃいい物件 
ご用意しています 

人間環境学部・経営学部・経済学部 
工学部・短期大学部 

大阪府大東市中垣内3-1-1 
TEL.072-875-3001 

URL　http：//www.osaka-sandai .ac . jp

結 果 が 出 る 大 学  

大 阪 産 業 大 学  
設置 
学部 

◆情報科 
ワープロ実務検定試験について 
吹高では、生徒ひとりひとりの自己実現の糧と
なるよう、資格取得を奨励しております。その一
環として情報科でも、2000年11月より、ワープロ
実務検定（財団法人全国商業高等学校協会
主催）の受験を奨励し、合格者は現在のべ
1087名にのぼっております。生徒の技術も年々
レベルアップしており、2005年度は1級に計6名
が合格するという大変喜ばしい結果となりました。 

被服製作洋服、和服、食物調理で見事一級を取得！ 
三冠王の廣瀬麻美さん、発菜奈美さん。指導担当
の中島教諭と。（2006.2.2） 

小笠原君のチャリティーコンサートに本校卒業生であ
る麒麟（田村君46期生・写真左）が来てくれました！ 
西島校長先生、武田前教頭先生と仲良く記念撮影
（2005.8.29） 

吹高文化祭ステージ部門優勝！2年2組の‘ソーラン節’（2005.9.17） 

第10回クリーンキャンペーン終えてハイポーズ（2005.10.25） 
 

ジュニア・オリンピック・カップ出場権を得た 
レスリング部1年の清水君（2006.1.10） 
全国大会にも出場が決まりました。 吹高見学会に276名の中学生がやってきました（2005.11.12） 

昭和28年当時の校舎と校章 
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稲
石
 
俊
輔 

先
生（
滋
賀
県
湖
南
市
） 

     ①
社
会
　
昭
和
27
年
4
月
〜
昭

和
49
年
3
月
（
22
年
間
）
 

②
夜
学
校
に
電
話
す
る
と
通
じ

な
い
。
電
話
局
に
問
合
せ
る

と
火
事
で
不
通
と
い
う
。
あ

わ
て
て
駆
け
つ
け
た
が
火
は

消
え
て
い
た
。
そ
の
頃
の
吹

高
は
田
ん
ぼ
の
真
中
だ
っ
た
。

前
に
エ
ビ
オ
ス
の
工
場
が
あ
り
、

校
庭
に
鉄
塔
が
あ
っ
た
。
そ

の
上
に
登
り
景
色
を
眺
望
し
た
。

校
門
を
入
っ
た
横
に
食
堂
が

あ
り
、
四
月
の
新
学
期
に
な

る
と
匂
い
が
た
だ
よ
っ
て
く
る
。

田
舎
の
香
水
だ
。
校
庭
横
の

畦
道
を
ズ
ボ
ン
の
裾
を
朝
露

に
濡
ら
し
て
登
校
し
た
。
あ

る
日
、
O
先
生
と
畦
道
に
か

か
る
と
突
然
姿
が
消
え
た
。

振
り
返
る
と
肥
溜
め
の
中
で

泳
い
で
い
る
。
す
ぐ
引
き
上
げ
、

校
門
横
の
防
火
水
槽
の
水
を

ぶ
っ
か
け
て
洗
っ
た
。
そ
の

臭
い
こ
と
田
舎
の
香
水
の
も

と
だ
け
あ
る
。
の
ど
か
な
田

園
風
景
の
中
、
楽
し
く
優
れ

た
先
生
方
や
、
フ
ォ
ー
ク
・

ダ
ン
ス
や
体
育
祭
の
あ
と
の

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
焼
い
た
や
ん

ち
ゃ
も
い
た
が
、
素
直
で
優

し
い
生
徒
た
ち
、
山
岳
部
の

生
徒
た
ち
と
日
本
ア
ル
プ
ス

や
鈴
鹿
の
山
を
歩
い
た
り
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
走
り
廻
っ

た
思
い
出
な
ど
昔
を
懐
か
し

ん
で
い
ま
す
。
 

③
一
昨
年
、
心
臓
手
術
を
受
け
、

大
動
脈
弁
置
換
、
動
脈
バ
イ

パ
ス
、
除
細
動
器
埋
め
込
み

で
三
ヶ
月
入
院
。
そ
の
後
月

二
回
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
、
喜
寿
に
な
り
元
気
に

し
て
い
ま
す
。
月
二
回
の
俳

画
の
会
や
散
歩
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
 

　
今
困
っ
て
い
る
の
が
蔵
書
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で

本
が
売
れ
な
く
て
古
本
屋
が

廃
業
し
て
い
く
の
で
買
っ
て

く
れ
な
い
の
で
す
。
 

 濱
田
　
俊
輔 

先
生（
茨
木
市
） 

     ①
国
語
　
昭
和
44
年
4
月
〜
平

成
11
年
3
月
（
計
30
年
間
）
 

②
30
才
か
ら
60
才
の
定
年
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
吹
田
高
校

は
、
私
に
と
っ
て
、
人
間
と

し
て
実
に
重
た
い
「
学
び
の

場
」
、
「
成
長
の
場
」
の
す

べ
て
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ

の
事
を
書
か
ず
に
は
お
れ
ま

せ
ん
。
転
勤
時
の
新
鮮
な
感

動
が
自
ら
の
”
生
ま
れ
変
わ

り
“
の
出
発
点
と
し
て
あ
っ

た
の
で
す
が
、
当
時
の
吹
田

高
校
の
先
生
方
（
小
生
と
同

年
輩
、
少
し
先
輩
の
方
々
が

多
く
居
ら
れ
た
）
の
、
自
ら

へ
の
誇
り
と
責
任
を
し
っ
か

り
持
し
、
民
主
的
、
協
力
的

な
姿
勢
を
失
わ
ず
、
生
徒
た

ち
の
学
力
を
向
上
さ
せ
つ
つ

何
よ
り
”
人
“
と
し
て
育
て

よ
う
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
、
楽
し
く
、
明
る
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
事
、
そ
の
事
が
新
鮮
な

感
動
と
し
て
私
の
魂
に
強
い

影
響
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
国
語
教
師
と
し
て
は
、
「
こ

と
ば
の
力
」
こ
そ
は
、
”深
く

感
じ
、
深
く
考
え
る
”
た
め
の
、

そ
し
て
　

”よ
り
よ
く
生
き
る
“
す

な
わ
ち
　

”楽
し
く
、
生
き
甲

斐
を
持
っ
て
生
き
る
“
た
め

の
根
源
の
「
力
」
で
あ
る
、

さ
ら
に
は
、
”生
き
る
“
事
は
 

　
”生
ま
れ
変
わ
り
つ
づ
け
る
“
事

で
あ
る
と
い
う
精
神
を
忘
れ

ぬ
人
間
を
育
て
た
い
と
い
う

意
識
を
強
く
持
っ
て
授
業
を

し
た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
 

③
日
本
の
伝
統
文
芸
「
俳
句
」

と
本
格
的
に
か
か
わ
り
は
じ

め
て
30
数
年
に
な
り
ま
す
が
、

懐
深
い
そ
の
世
界
の
魅
力
に

と
り
付
か
れ
、
お
か
げ
で
、

時
間
を
持
て
余
す
事
も
な
く
、

「
余
生
」
な
ど
と
い
う
こ
と

ば
と
も
無
縁
な
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
 

 美
見
　
昭
光 

先
生
 

（
島
根
県
安
来
市
） 

①
数
学
　
1
9
5
3
年
〜

1
9
8
5
年
　
32
年
間
吹
田

高
校
在
職
（
そ
の
間
9
年
間

は
府
立
高
校
教
職
員
組
合
在

籍
専
従
役
員
の
た
め
学
校
を

離
れ
て
い
た
）
 

②
「
理
学
部
を
出
て
も
就
職
は

な
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
代

に
大
学
を
出
て
吹
田
高
校
に

就
職
し
ま
し
た
。
今
に
し
て

思
え
ば
、
恥
多
い
未
熟
な
教

師
で
し
た
が
、
夢
と
情
熱
を

た
よ
り
に
、
生
徒
に
と
っ
て

今
何
が
大
事
か
を
考
え
続
け

た
32
年
で
し
た
。
温
か
い
優

れ
た
教
師
集
団
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
あ
る
生
徒
に
感
歎

し
な
が
ら
、
私
も
そ
の
中
で

少
し
は
成
長
し
た
の
で
し
ょ

う
か
？
赤
い
屋
根
の
、
壁
が

ク
リ
ー
ム
色
の
夢
の
よ
う
な

本
館
校
舎
が
、
あ
る
日
火
事

で
燃
え
ま
し
た
。
夏
休
み
、

放
送
部
の
生
徒
と
屋
根
裏
を

這
い
回
っ
て
電
気
配
線
ま
で

し
て
つ
く
っ
た
放
送
室
。
「
ま

さ
か
あ
の
配
線
が
シ
ョ
ー
ト
？
」

私
は
大
き
な
不
安
を
抱
い
て

学
校
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

焼
け
跡
で
、
多
く
の
生
徒
が

あ
ち
こ
ち
で
泣
い
て
い
ま
し
た
。

出
火
原
因
は
公
務
員
室
の
煙

突
の
加
熱
で
し
た
が
…
。
新

校
舎
に
は
放
送
ス
タ
ジ
オ
を

造
っ
て
も
ら
い
、
生
徒
と
一

緒
に
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
か
。
 

　
夏
休
み
の
日
直
の
時
、
「
エ

ラ
イ
コ
ッ
チ
ャ
」
誰
先
生
だ

っ
た
か
？
血
相
変
え
て
事
務

室
に
飛
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。

校
庭
に
と
ん
で
い
く
と
、
頭

蓋
の
割
れ
た
姿
で
生
徒
が
倒

れ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
マ
ー

投
げ
の
鉄
球
が
、
後
ろ
向
き

に
補
球
に
走
っ
た
野
球
部
員

を
直
撃
し
た
の
で
す
。
私
の

目
の
前
で
生
徒
が
死
ん
だ
。
 

           

①教科、在職期間　 
②在校時代の記憶に残っていること　 
③近況報告 

このコーナーでは吹田高校時代の懐かしい先生方の消息を
知りたいという多くの希望により、順次掲載させて頂きます。 
消息を知りたい先生のリクエストをお待ちします。 
今回、お願いした先生の中で「三宅芳弘先生（英語）」が
原稿の依頼に対し、ご逝去（2月1日）の知らせが返って
きました。残念ですがご冥福をお祈り致します。 

茶道具、花入れ、食器、クラフト 味舌隆司（18期 ） 

  
　陶芸教室会員募集中 

吹田市新芦屋下7-12 
　TEL06-6875-2884 
　FAX06-6877-3191

味 舌 陶 房  
家庭料理 

〒564-0062 
吹田市広芝町11-1-201 
TEL（06）6338-1109

よ し だ  
取締役　松清　満子（9期） 

（旧姓　中瀬古） 吉田みどり（9期） 〒564-0082　吹田市片山町3丁目31-17 
TEL（06）6387-3355 
FAX（06）6387-3363 
ace@sutv.zaq.ne.jp 

http://www.sutv.zaq.ne.jp/ace

（有）エース住研 
不動産仲介  

ナカ　セ　コ 
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〒564-0002　吹田市岸部中3-19-11 
TEL06-6387-1415 
FAX06-6387-1242

理事長  
小 谷 澄 信（8期） 

学校法人　敬愛学園 
社会福祉法人敬愛福祉会 

〒564-0071　吹田市西の庄町3-11
TEL　06-6388-0775　FAX　06-6387-5340

株式会社 ヤオウメ 
代表取締役　寺西　孝年 

代表取締役 
　寺西 孝年（5期） 
専務取締役 
　寺西 清（14期） 
　堤 政江（3期） 
　（旧姓　寺西 政江） 

甘藷・鶏卵・殺菌液卵・生液卵・卵黄・卵白 

土地・建物・貸家・マンション・アパート 

代表取締役　西本　勝（7期生） 
摂津市千里丘2丁目10番1-110 フォルテ摂津1F

http://www.sogo2103.com
1072-622-6072 （代）　FAX072-622-6678

大阪府知事免許（10）14147号 

売買・仲介・管理 

相互不動産株式会社 唐澤　八洲仁（14期 ） 

〒530-0047 大阪市北区西天満3丁目3番17号 
 ルアンジュ南森町502号 

106-6365-9002　FAX06-6365-9011

唐澤司法書士事務所 
司法書士 

古
稀
来
た
り
、
私
の
心
情
と
現
況 

1
期
生
　
松
田
　
弘
さ
ん
 

（
高
槻
市
在
住
） 

　
古
稀
を
迎
え
た
今
、
つ
ま
ら

ん
事
を
書
い
て
み
よ
う
。
 

私
の
俳
句
で
す
。
 

 

 

 生
い
立
ち
 

　
昭
和
9
年
吹
田
市
田
中
町
に

て
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
5

歳
の
と
き
、
父
親
の
転
勤
（
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
）
に
よ

り
満
州
国
奉
天
市
へ
転
宅
し
鉄

西
国
民
学
校
へ
入
学
し
た
。
昭

和
20
年
の
終
戦
に
よ
り
母
親
を

中
心
に
6
名
で
日
本
へ
引
き
あ

げ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
吹

田
市
西
ノ
庄
町
に
住
み
、
吹
田

第
二
国
民
学
校
へ
入
り
ま
し
た
。

そ
の
時
6
年
生
の
2
学
期
で
し

た
。
な
お
父
親
は
兵
隊
に
行
き

か
え
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
吹
田
第
一
中
学
校
を
卒
業
し

吹
田
高
等
学
校
を
卒
業
し
昭
和

28
年
銀
行
員
と
し
て
社
会
へ
出

ま
し
た
。
私
は
政
治
家
に
な
ろ

う
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
平

凡
な
会
社
員
と
な
り
ま
し
た
。
 

 生
活
態
度
・
考
え
方
 

　
今
ま
で
は
ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
ク

イ
ッ
ク
ク
イ
ッ
ク
の
生
活
を
し

て
き
ま
し
た
が
現
在
は
ス
ロ
ー

ス
ロ
ー
に
し
て
お
り
ま
す
。
歩

く
こ
と
、
話
し
方
、
食
事
、
自

転
車
の
速
度
等
の
ん
び
り
生
き

た
い
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
た
い
。

こ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
直
線
的
に
行
動
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
困
る
事
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
人
生
ど
ち
ら
に
偏
っ

て
も
い
け
な
い
。
こ
の
教
え
に

従
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
次
は
私
の

好
き
な
句
で
す
。
 

 

 

  友
達
・
待
ち
に
つ
い
て
 

　
国
民
学
校
時
代
の
友
と
は
年

2
回
の
親
睦
会
で
、
吹
高
の
時

の
友
と
は
鳳
志
会
鳳
一
会
グ
ル

メ
会
等
で
会
っ
て
お
り
、
職
場

の
友
と
は
高
槻
福
徳
会
で
会
い
、

カ
ラ
オ
ケ
の
友
は
カ
ラ
オ
ケ
喫

茶
等
で
会
い
、
多
く
の
人
と
付

き
合
っ
て
お
り
ま
す
。
友
を
増

や
す
方
法
と
し
て
は
喫
茶
店
、

散
歩
、
ハ
イ
キ
ン
グ
で
出
会
っ

た
人
に
一
声
か
け
て
お
り
、
先

日
公
園
で
会
っ
た
折
り
、
私
が

暑
い
で
す
ね
と
云
え
ば
相
手
は

笑
っ
て
「
今
日
は
」
と
言
う
て

く
れ
ま
し
た
。
女
性
で
す
よ
。

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
当
初

は
勇
気
が
要
り
ま
す
が
、
今
は

軽
く
話
せ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私

は
待
ち
に
弱

い
の
で
す
。

人
生
は
待
ち

だ
と
云
わ
れ
る
様
に
我
々
の
生

活
に
占
め
る
割
合
も
多
い
こ
と

で
す
。
私
の
場
合
は
早
く
次
長

に
な
り
ま
し
た
が
、
支
店
長
に

な
る
ま
で
は
待
ち
の
連
続
で
あ

り
ま
し
た
。
ダ
メ
で
し
た
が
、

病
院
で
の
待
ち
、
バ
ス
の
中
で

の
信
号
待
ち
、
カ
ラ
オ
ケ
で
の

順
番
の
待
ち
、
人
と
会
う
と
き

の
待
ち
、
こ
れ
か
ら
は
待
ち
に

冷
静
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。
 

 趣
味
に
つ
い
て
 

　
詩
吟
は
毎
週
月
曜
日
十
九
時

よ
り
二
十
一
時
迄
練
習
し
て
い

ま
す
。
会
員
は
8
名
お
り
発
表

会
に
四
回
出
場
し
吟
詠
は
中
庸

で
す
。
海
南
行
。
峨
眉
山
月
。

獄
中
作
。
現
在
三
級
初
段
を
目

指
し
て
努
力
中
。
 

　
カ
ラ
オ
ケ
は
入
っ
て
い
る
団

体
、
「
じ
ゃ
が
い
も
会
」
、
「
夢

灯
り
会
」
、
「
シ
ダ
ッ
ク
会
」

で
毎
月
発
表
会
を
し
て
お
り
ま

す
。
皆
が
新
曲
を
歌
う
の
で
練

習
費
用
が
大
変
で
す
が
先
頭
に

な
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。
最

近
は
女
歌
が
多
く
、
キ
ー
を
あ

げ
歌
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
歌
は

良
か
っ
た
で
す
ね
。
「
湯
の
町

エ
レ
ジ
ー
」
、
「
玄
海
ブ
ル
ー

ス
」
、
「
旅
笠
道
中
」
等
は
良

い
歌
で
す
。
 

　
ハ
イ
キ
ン
グ
は
高
槻
市
の
ハ

イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
十
キ
ロ

を
メ
ド
に
し
て
お
り
ま
す
。
公

園
を
歩
い
た
り
近
所
を
歩
い
て

お
り
ま
す
。
私
の
健
康
法
の
ひ

と
つ
で
す
。
又
、
常
連
の
喫
茶

店
を
五
軒
持
っ
て
お
り
順
番
に

行
き
一
日
コ
ー
ヒ
ー
を
三
回
位

飲
み
人
と
会
う
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
お
り
ま
す
。
 

 　
こ
の
よ
う
な
生
活
を
し
て

古
稀
を
迎
え
ま
し
た
。
年
寄

り
臭
い
の
が
嫌
い
で
す
。
歩

く
と
き
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と
は
せ

ず
に
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歩
く

こ
と
が
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
た
め
の
よ
い
こ
と
。
表
情

の
明
る
い
こ
と
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。
人
間
に
も
賞
味

期
限
が
あ
り
ま
す
。
切
れ
な

い
よ
う
に
生
き
て
お
り
ま
す
。

古
稀
に
当
た
り
つ
ま
ら
な
い

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
お
許

し
下
さ
い
。
お
互
い
に
元
気

に
明
る
く
生
活
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
鳳
志
会
の
会
員
の
み
な
さ

ん
ガ
ン
バ
ッ
て
下
さ
い
。
 

昭和48年に建立されたバックネット裏の慰霊碑 
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代表者　辻　隆信（19期） 
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10
　
胸
が
痛
み
ま
し
た
。
ほ
ん
と

に
学
校
は
い
つ
だ
っ
て
大
な

り
小
な
り
何
か
が
起
こ
る
の

で
す
。
そ
の
た
び
に
教
師
は

苦
悩
し
て
あ
た
ふ
た
も
す
る

の
で
す
が
、
今
も
多
く
の
生

徒
た
ち
と
の
喜
び
や
反
省
を

胸
に
抱
い
て
生
き
て
い
ま
す
。
 

③
54
歳
で
吹
田
高
校
を
退
職
。

福
祉
の
専
門
学
校
創
立
に
参
加
。
 

　
63
歳
の
時
「
島
根
総
合
福
祉

専
門
学
校
」
立
ち
上
げ
の
た

め
島
根
県
安
来
市
広
瀬
町
に

単
身
赴
任
、
そ
の
後
一
家
転

住
で
学
校
づ
く
り
。
学
校
は

も
ち
ろ
ん
今
も
健
在
で
す
。
 

　
70
才
で
公
職
を
退
き
、
よ
う

や
く
科
学
の
仕
事
に
専
念
し

て
い
ま
す
。
宍
道
湖
・
中
海

の
自
然
再
生
で
す
。
75
歳
の

今
に
な
っ
て
、
や
っ
と
ま
と

も
な
論
文
を
学
術
雑
誌
に
発

表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
筋
縄
で
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

で
も
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で

き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
、
年

一
度
。
私
は
戦
争
で
平
和
が

つ
く
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

米
国
の
教
員
と
戦
争
論
議
は

し
ま
せ
ん
。
米
国
の
教
員
も

教
育
で
は
苦
闘
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
彼
や
彼
女
ら
は
そ

れ
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
り
ま
す
。

今
は
畑
も
耕
し
て
い
ま
す
。

無
心
に
な
れ
る
一
時
で
す
。
 

 小
坂
　
稔 

先
生（
吹
田
市
） 

①
国
語（
現
代
文
、古
文
、漢
文
） 

　
昭
和
28
年
4
月
〜
昭
和
57
年

3
月
（
29
年
間
）
 

②
生
徒
会
顧
問
の
時
、
文
化
祭

の
準
備
で
毎
日
遅
く
ま
で
皆

さ
ん
と
過
ご
し
た
こ
と
。
 

　
ま
た
登
山
部
の
副
顧
問
と
し

て
後
立
山
連
峰
を
縦
走
し
た

こ
と
。
登
山
の
体
験
は
、
私

の
生
涯
の
一
面
を
形
成
す
る

役
割
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

崇
高
な
自
然
へ
の
畏
敬
と
憧
憬
、

登
頂
の
成
就
の
歓
喜
、
山
の

生
活
の
楽
し
さ
、
長
く
歩
い

て
忍
耐
す
る
こ
と
な
ど
。
 

　
国
語
の
授
業
で
は
素
朴
で
素

直
な
皆
さ
ん
は
よ
く
勉
強
な

さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
、
問
題
を
解
く
思
考
過

程
を
率
直
に
話
し
て
く
れ
る

の
を
注
視
し
て
は
、
私
自
身

が
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
「
考

え
る
過
程
」
こ
そ
大
切
な
の

だ
と
認
識
し
、
私
自
身
も
成

長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
、

幸
福
感
を
味
わ
っ
た
も
の
で
す
。
 

③
旅
の
一
生
を
送
っ
た
芭
蕉
が

理
想
。
私
の
現
実
は
、
で
き

る
だ
け
旅
行
を
す
る
こ
と
。

日
常
は
散
歩
と
読
書
。
よ
く

歩
い
て
い
ま
す
。
映
画
も
よ

く
見
ま
す
。
今
75
才
。
ま
た
、

短
歌
の
結
社
に
属
し
、
毎
月

歌
を
雑
誌
に
発
表
、
今
年
の

新
年
歌
会
で
出
し
た
の
は
次

の
歌
。
 

　
　
大
阿
蘇
の
 

　
　
寝
釈
迦
の
山
も
胸
元
に
 

　
　
む
ら
雲
た
め
て
 

　
　
秋
思
ひ
を
り
 

 越
智
　
マ
サ
子 

先
生（
東
淀
川
区
） 

①
保
健
　
昭
和
25
年
〜
昭
和
55

年
（
30
年
間
）
 

②
新
設
高
校
第
一
号
と
し
て
創

立
し
た
吹
高
の
校
庭
に
は
電

柱
の
鉄
塔
が
あ
り
、
農
地
で

あ
っ
た
た
め
、
体
育
授
業
や

運
動
部
の
部
活
動
に
は
外
傷

が
多
発
し
た
こ
と
、
修
学
旅

行
（
九
州
、
東
北
、
ス
キ
ー
）

野
外
活
動
（
臨
海
、
登
山
、

キ
ャ
ン
プ
）
等
の
生
徒
の
行

動
す
る
場
所
に
は
総
て
付
添
い
、

心
身
の
健
康
管
理
を
行
い
、

全
生
徒
の
担
任
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
過
ぎ
た
30
年
で

し
た
。
 

③
変
形
性
膝
関
節
炎
の
た
め
、

歩
行
困
難
と
な
り
、
杖
を
頼

り
に
生
活
し
な
が
ら
趣
味
の

手
作
業
を
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。
 

 本
多
　
康
男 

先
生（
宇
治
市
） 

     ①
人
文
地
理
。
昭
和
27
年
〜
昭

和
34
年
　
あ
だ
な
『
ポ
ン
タ
』
 

②
昭
和
27
年
3
月
31
日
付
け
で

文
部
省
か
ら
大
阪
府
に
就
職

を
命
ず
る
の
辞
令
を
貰
っ
て

吹
田
高
校
に
赴
任
。
昭
和
34

年
3
月
ま
で
7
年
間
。
最
初

の
生
徒
諸
君
と
の
出
会
い
は
、

辞
令
発
令
前
に
数
学
部
の
諸

君
と
仁
川
へ
の
飯
盒
炊
爨
。

最
初
の
給
料
は
三
千
五
百
円
。

月
二
回
の
支
払
い
で
し
た
。

最
初
の
年
の
授
業
は
一
期
生

の
三
年
生
五
ク
ラ
ス
の
内
三

ク
ラ
ス
。
二
年
生
は
一
ク
ラ
ス
。

合
計
週
二
十
時
間
受
持
つ
。

当
時
は
現
在
と
同
じ
五
日
制

で
金
曜
日
の
夜
か
ら
日
曜
日

に
か
け
て
、
二
年
生
の
有
志

と
小
豆
島
・
琴
平
へ
巡
検
に

出
か
け
て
い
ま
す
。
三
学
期

に
は
三
年
二
組
（
理
系
）
の

担
任
が
休
職
さ
れ
た
の
で
担

任
代
行
。
進
学
指
導
。
当
時

の
調
査
書
は
手
書
き
で
大
学

へ
提
出
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。

ま
た
、
五
期
生
の
三
年
生
の

希
望
者
と
夏
に
伊
吹
山
の
夜

間
登
山
に
も
一
緒
に
出
か
け

ま
し
た
。
 

　
修
学
旅
行
の
思
い
出
は
、
三

期
生
・
五
期
生
・
七
期
生
と

共
に
、
春
の
九
州
の
長
崎
・

雲
仙
・
阿
蘇
・
別
府
へ
出
か

け
ま
し
た
。
六
期
生
は
、
五

期
生
を
卒
業
さ
せ
た
直
後
に
、

突
然
に
藤
田
先
生
が
御
転
任

さ
れ
た
の
で
、
再
び
三
年
一

組
の
女
子
五
十
一
名
の
担
任

に
な
り
、
突
然
の
学
校
の
火

事
の
た
め
に
、
修
学
旅
行
は

急
遽
変
更
。
一
学
期
に
伊
豆

半
島
・
箱
根
に
出
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
藤
井
先

生
と
二
人
で
登
山
部
を
作
り
、

土
曜
日
の
夜
か
ら
日
曜
日
の

朝
に
か
け
て
、
ポ
ン
ポ
ン
山

の
夜
間
登
山
に
出
か
け
、
五

月
の
連
休
に
は
比
良
山
系
の

蓬
莱
山
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

夏
休
み
に
は
鳥
取
の
大
山
の

縦
走
に
。
三
十
三
年
の
夏
に
は
、

槍
ヶ
岳
へ
出
か
け
て
居
ま
す
。
 

③
吹
田
高
の
後
は
、
東
淀
川
高
・

三
島
高
・
島
本
高
・
大
手
前
高
・

長
尾
高
の
六
校
。
39
年
間
府

立
高
校
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
最
後

の
六
年
間
は
、
た
び
た
び
入

退
院
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、

今
は
何
と
か
体
調
は
安
定
し

て
い
ま
す
。
現
在
障
害
者
と

し
て
、
車
椅
子
な
ど
の
お
世

話
に
な
っ
て
生
活
を
致
し
て

居
り
ま
す
。
 

 馬
路
　
英
和 

先
生（
高
槻
市
） 

     ①
科
学
　
昭
和
46
年
4
月
〜
昭

和
56
年
3
月
ま
で
の
10
年
間
 

②
多
く
の
生
徒
た
ち
と
授
業
や

学
級
を
通
じ
て
交
流
し
、
苦

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
楽
し
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
私
自
身
若
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
毎
日
が
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
教
員
と
し
て
の
基
盤
づ

く
り
に
な
っ
た
学
校
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
務
め
た
最
初

の
年
の
卒
業
式
が
、
式
の
途

中
で
中
止
に
な
り
、
高
校
紛

争
の
最
後
に
な
っ
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。
 

③
三
年
前
に
大
阪
府
を
退
職
し
、

現
在
、
立
命
館
大
学
で
、
教

員
免
許
の
取
得
を
志
望
し
て

い
る
大
学
生
に
教
職
課
程
の

授
業
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
団
塊
世
代
の
教
員
が
退

職
し
て
い
き
、
大
量
採
用
の

時
代
が
到
来
す
る
た
め
、
少

し
で
も
質
の
高
い
教
員
養
成

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

”い
つ
も
懸
命
に
“が 
　
商
売
の
原
点 

8
期
生
　
筒
井
　
進
さ
ん
 

（
吹
田
市
在
住
） 

今
も
手
元
に
残
る
吹
田
高
校
 

放
送
部
時
代
の
録
音
テ
ー
プ
 

 　
私
は
吹
田
高
校
時
代
、
放
送

部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
思
い

出
深
い
の
は
、
私
た
ち
が
制
作

し
た
番
組
を
、
N
H
K
か
ら
放

送
で
き
た
こ
と
。
週
1
回
30
分

間
ほ
ど
、
確
か
セ
リ
フ
だ
け
の

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
的
な
番
組
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
そ
の

と
き
の
テ
ー
プ
を
今
も
ま
だ
持

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
N
H
K

か
ら
流
し
た
放
送
以
外
に
も
、

文
化
祭
で
披
露
し
た
放
送
劇
や

日
常
の
校
内
放
送
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
当
時
の
テ
ー

プ
と
い
え
ば
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
が
登
場
す
る
前
に
使
わ
れ
て

い
た
録
音
用
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー

ル
テ
ー
プ
。
こ
れ
は
吹
田
高
校

の
歴
史
史
料
と
し
て
、
と
て
も

貴
重
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
、
編
集
を
し
て

保
存
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 裸
一
貫
で
親
元
か
ら
独
立
 

吹
高
の
先
輩
に
支
え
ら
れ
た
 

　
高
校
卒
業
後
は
、
家
業
で
あ

る
畳
店
を
継
ぐ
た
め
、
畳
職
人

と
し
て
親
元
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
20
代
後
半
、
事
情

が
あ
っ
て
や
む
な
く
親
元
か
ら

独
立
。
資
金
も
な
く
、
ま
さ
に

裸
一
貫
で
商
売
を
始
め
た
ん
で

す
。
そ
ん
な
と
き
に
頼
っ
た
の

が
、
放
送
部
の
1
年
先
輩
で
、

不
動
産
会
社
を
興
し
て
い
た
西

本
さ
ん
。
仕
事
場
を
借
り
た
い

と
相
談
に
行
き
、
と
に
か
く
5

坪
ほ
ど
の
仕
事
場
を
貸
し
て
も

ら
え
ま
し
た
。
そ
の
後
も
西
本

さ
ん
や
吹
高
の
同
級
生
、
橋
本

君
に
は
、
賃
貸
物
件
や
借
家
の

畳
の
仕
事
を
紹
介
し
て
も
ら
う

な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
ね
。
当
時
は
、
朝
8
時
か

ら
夜
11
時
ま
で
働
き
通
し
。
「
ど

う
し
た
ら
商
売
が
繁
盛
す
る

か
」
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
思
い
つ
い
た
の

が
、
犬
へ
の
挨
拶
（
笑
）
。
犬

と
散
歩
を
し
て
い
る
人
を
見
た

ら
、
「
お
散
歩
か
、
か
わ
い
い

な
あ
」
と
犬
に
話
し
か
け
た
。

そ
し
た
ら
、
必
ず
飼
い
主
の
奥

さ
ん
の
ほ
う
が
返
事
し
て
く
れ

る
ん
で
す
。
す
か
さ
ず
「
畳
屋

で
す
。
ま
た
よ
ろ
し
ゅ
う
」
と

名
刺
を
渡
し
て
お
く
。
な
ん
と

か
、
顔
を
知
っ
て
も
ら
お
う
、

覚
え
て
も
ら
お
う
と
必
死
だ
っ

た
ん
で
す
よ
。
 

 忙
し
い
と
き
こ
そ
頑
張
る
 

順
調
な
と
き
ほ
ど
始
末
が
大
切
 

　
当
時
は
、
今
の
よ
う
な
フ
ロ

ー
リ
ン
グ
で
は
な
く
、
新

築
物
件
と
い
え
ば
ほ
と
ん

ど
が
畳
の
時
代
。
仕
事
に

恵
ま
れ
、
3
年
目
で
店
舗

を
借
り
、
5
年
目
に
今
の
店
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
商
売
が
軌
道
に
乗
っ
て
も
、

仕
事
一
筋
、
一
生
懸
命
で
し
た
。

忙
し
い
と
き
に
頑
張
ら
な
い
と
、

暇
な
と
き
は
頑
張
り
よ
う
が
な

い
で
す
か
ら
。
そ
し
て
、
儲
か

っ
て
い
る
と
き
こ
そ
始
末
す
る
。

お
金
の
な
い
と
き
は
、
始
末
せ

ざ
る
を
え
な
い
ん
で
す
か
ら
ね
。
 

ひ
と
昔
前
の
畳
は
藁
だ
け
を
使

っ
て
い
て
、
結
構
重
い
か
ら
、

運
ぶ
の
も
一
仕
事
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
「
嫌
や
な
」
と
担
い
だ

ら
、
嫌
な
汗
が
出
る
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
と
思
っ
て
軽
快
に
運

べ
ば
、
爽
や
か
な
汗
が
出
る
ん

で
す
。
 

　
家
業
を
継
い
で
い
た
ら
、

小
さ
な
仕
事
は
ば
か
に
し
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

独
立
し
て
「
畳
1
枚
の
仕
事

も
大
切
に
せ
な
あ
か
ん
」
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
私
が
あ
る
の
は
、
無
一

文
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、

そ
し
て
吹
田
高
校
の
先
輩
、

同
級
生
と
い
う
良
き
縁
に
支

え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
 

 　
 

評
議
委
員
を
組
織
化
し
て
 

吹
高
O
B
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

の
構
築
を
!
 

　
み
な
さ
ん
は
正
月
、
初
日
の

出
を
拝
み
ま
す
ね
。
私
は
大
晦

日
の
夕
日
を
拝
む
ほ
う
が
大
切

や
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
年

最
後
の
夕
日
に
、
1
年
間
の
お

礼
を
言
う
の
で
す
。
そ
し
て
吹

田
高
校
の
先
輩
、
同
級
生
は
じ

め
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

を
思
い
浮
か
べ
、
感
謝
し
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
私
の
経
験
か
ら
、
ひ

と
つ
提
案
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
吹
田
高
校
卒
業
生
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
固
に
し
、
も
っ

と
活
か
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
。
評
議
委
員
O
B
を
中
心

と
し
た
組
織
づ
く
り
を
推
し
進

め
、
卒
業
生
が
携
わ
る
そ
れ
ぞ

れ
の
業
界
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を

組
織
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

情
報
交
換
、
協
力
が
で
き
る
仕

組
み
を
作
れ
ば
、
お
互
い
の
仕

事
、
社
会
活
動
に
大
変
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。
ぜ

ひ
、
今
後
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
せ
ん
か
。
 

吹田市片山町1丁目20-12 
TEL　06-6388-6009　FAX　06-6388-0008

た　た　み 
筒井　進（8期） 

（株）筒 井 畳 店  

卒業生情報卒業生情報
黄綬褒章を受章 
寺西重博さん（6期生・写真下） 
現在、摂津水都信用金庫理事長を勤めておられる寺西重
博さんが永年の産業経済の発展及び公衆の利益への貢献
が認められ平成17年度秋の「黄綬褒章」を受章されまし
た。また大阪府信用金庫協会の会長、信金大阪共同事務
センター事業組合理事長にも就任されました。 

瑞宝単光章を受章 
川中和洋さん（3期生） 
「第4回危険業務従事者叙勲」で元茨
木市消防司令長の川中和洋さん（3期
生）が瑞宝単光章・消防功労を受賞
されました。 

卒業生情報募集 
このコーナーでは卒業生の 
活躍を紹介しています。 
自薦、他薦は問いません。 
情報お待ちしています。 

NHK朝の連続 テレビ小説「風のハルカ」に出演 
東村雅夫さん（24期生・吉本興業・まるむし商店） 
右近課長役で出演していた東村さんは24期の卒業生
です。現在吉本興業の漫才師として活躍中です。 

ボクシングのデビュー戦をKO勝ち 
山本敏充さん（51期生・野球部OB） 

スーパーバンタム級で2005年9月14日にデビュー。
見事1ラウンド、KOでデビュー戦を飾った。中国に
留学する予定を変更してプロの世界へ飛びこんだ山
本さん、将来の目標は中国で世界を戦いたいとの事。 



●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
 

　
3
年
生
引
退
後
、
部
員
6
人
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
少
し
ず
つ
で
す
が
チ
ー
ム

は
成
長
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

顧
問
　
奥
村
 

             ●
陸
上
競
技
部
 

部
員
数
　
13
名
 

担
当
先
生
　
山
口
　
一
行
 

主
将
名
　
川
西
　
友
里
絵
 

　
本
年
度
は
、
近
畿
大
会
に
2
名
の

選
手
が
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
、
岸
田
は
3
年
生
を
除
い
て

4
0
0
m
H
の
記
録
が
近
畿
で
現
在

2
番
目
の
記
録
に
あ
た
り
、
来
年
度
、

地
元
大
阪
で
行
わ
れ
る
全
国
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
の
出
場
が
濃
厚
に
な
っ
て
き

た
。
川
西
の
棒
高
跳
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
種
目
に
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
、
兵
庫
国
体
出

場
を
十
分
に
狙
え
る
力
を
つ
け
て
き

て
い
る
。
や
り
投
げ
の
山
村
、
田
島

も
岸
田
と
と
も
に
大
阪
高
体
連
の
強

化
選
手
に
選
ば
れ
て
お
り
、
近
畿
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
全

国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
視
野
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
る
。
 

上
記
4
名
以
外
の
部
員
も
こ
れ
か
ら

の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
練
習
次
第
で
は

来
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
が
楽
し
み
な
者

が
多
い
。
 

            ●
家
庭
科
部
 

　
今
年
度
は
1
年
生
7
名
　
3
年
生

8
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
18
年
7
／
27
〜
7
／
28
に
吹
田
の

メ
イ
シ
ア
タ
ー
で
「
全
国
高
校
家
庭

ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会
大
阪
大
会
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
で
吹

田
高
校
家
庭
科
部
の
生
徒
は
、
地
域

の
学
校
の
中
心
と
し
て
、
受
付
や
案

内
役
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
そ

の
下
見
に
2
名
の
ク
ラ
ブ
員
と
千
葉

大
会
を
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
、

養
護
学
校
で
の
夏
祭
り
や
運
動
会
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

こ
れ
を
ど
う
発
展
さ
せ
よ
う
か
思
案

し
て
い
ま
す
。
家
庭
科
技
術
検
定
で

は
、
3
年
生
が
食
物
一
級
で
7
名
合

格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
服
で
は
和

裁
、
洋
裁
の
講
師
の
先
生
に
来
て
い

た
だ
き
、
3
年
生
の
発
菜
奈
美
さ
ん
、

廣
瀬
麻
美
さ
ん
が
食
物
、
和
裁
、
洋

裁
1
級
に
合
格
し
、
三
冠
王
に
輝
き

ま
し
た
。
普
通
科
の
高
校
で
三
冠
王

を
と
る
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
で
、

大
阪
で
は
数
名
し
か
合
格
者
が
出
て

い
ま
せ
ん
。
二
人
と
も
夏
の
暑
い
時

期
か
ら
が
ん
ば
っ
て
計
画
的
に
取
り

組
み
、
和
裁
で
は
浴
衣
を
、
洋
裁
で

は
総
裏
付
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
完
成
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
和
裁
の
指
導
者

と
し
て
鳳
志
会
の
先
輩
で
あ
る
高
橋

さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、

二
人
に
と
っ
て
は
心
強
い
支
え
で
し

た
。
家
庭
科
部
は
、
個
人
の
技
術
習

得
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
保
育
園
な
ど
で
吹
高

生
を
ご
覧
に
な
っ
た
際
に
は
、
生
徒

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
先
輩
方

に
支
え
ら
れ
て
生
徒
は
よ
り
成
長
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
 

 ●
野
球
部
 

　
現
在
、
部
員
は
1
年
生
18
名
（
う

ち
、
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
3
名
）
、

2
年
生
14
名
の
総
勢
32
名
で
日
々
厳

し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
た
だ
い
た

全
て
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し
、
今
夏
こ

そ
大
声
で
校
歌
を
歌
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
全
員
野
球
で
ひ
と
つ
で
も
多

く
勝
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ご
声
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

部
長
　
大
橋
　
有
 

監
督
　
篠
原
　
弘
 

 ●
茶
道
部
 

　
現
在
の
茶
道
部
は
2
年
生
が
2
名

の
み
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
少

人
数
を
生
か
し
て
？
毎
週
の
活
動
は

和
や
か
に
熱
心
に
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。文
化
祭
で
は
、P
T
A
の
O
B
の

方
や
手
が
足
り
な
い
の
を
心
配
し
て

集
ま
っ
て
く
れ
た
教
職
員
の
方
々
と

共
に
例
年
通
り
60
名
ほ
ど
の
お
客
様

を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
員
は
ゆ
か
た
姿
で
薄
茶
の
お
点
前

を
披
露
し
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。
 

　
来
年
度
は
何
と
か
新
入
部
員
を
迎

え
て
、
身
に
つ
け
た
作
法
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
部
員
た
ち
は
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。
 

顧
問
　
小
山
 

 ●
サ
ッ
カ
ー
部
 

平
成
17
年
度
サ
ッ
カ
ー
部
 

活
動
結
果
報
告
 

部
員
数
　
1
年
生
　
8
名
　
2
年
生
　

4
名
　
合
計
12
名
 

顧
問
・
監
督
　
馬
場
裕
樹
 

コ
ー
チ
　
大
北
　
剛
 

主
将
　
山
本
　
和
輝
 

　
本
年
度
は
高
校
選
手
権
予
選
で
4

回
戦
ま
で
進
出
し
た
。し
か
し
、ま
だ

強
豪
校
と
は
大
き
な
力
の
差
を
感
じ
た
。

新
チ
ー
ム
に
な
り
、”ゲ
ー
ム
で
状
況
を

観
て
判
断
で
き
る
選
手
に
な
ろ
う
!
“を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
日
々
精
進
し
て
い
る
。朝

の
集
合
か
ら
部
活
動
の
終
わ
っ
た
後

の
あ
い
さ
つ
ま
で
、
学
校
生
活
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
部
活
動
と
位
置
づ

け
な
が
ら
公
式
大
会
に
挑
ん
で
い
る
。
 

　
平
成
18
年
度
は
、
そ
の
上
で
技
術
、

体
力
の
更
な
る
向
上
を
は
か
り
、
精

神
的
な
強
さ
を
身
に
つ
け
、
日
々
1

歩
ず
つ
前
進
す
る
部
活
動
で
あ
り
続

け
、
正
々
堂
々
強
豪
校
を
倒
し
、
公

式
大
会
ベ
ス
ト
32
進
出
を
目
指
し
て

い
る
。
 

 ●
美
術
部
 

　
部
員
は
現
在
2
年
生
が
3
名
で
、

ペ
ン
や
色
鉛
筆
を
使
っ
て
の
人
物
制

作
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
ク
リ
ル
・
ガ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て

の
風
景
画
も
夏
休
み
に
制
作
し
、
文

化
祭
に
展
示
し
ま
し
た
。
ペ
ン
や
色

鉛
筆
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
着

色
は
わ
り
と
慣
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
ア
ク
リ
ル
・
ガ
ッ
シ
ュ
を
使
っ

た
ぼ
か
し
や
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、

意
外
と
難
し
く
感
じ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
文
化
祭
後
は
、
油
絵
の
研
究

も
少
し
や
り
始
め
て
い
ま
す
。
す
こ

し
ず
つ
、
基
本
的
な
も
の
か
ら
描
い

て
技
法
な
ど
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
っ

て
く
れ
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

 ●
男
女
硬
式
テ
ニ
ス
部
 

　
本
戦
ア
ッ
プ
を
目
指
し
自
主
的
に

練
習
に
取
り
組
み
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
4
月
当
初
か
ら
、
練
習
前

に
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
2
キ
ロ
）
を
行
い
、

休
む
こ
と
な
く
続
け
、
基
礎
体
力
を

養
成
し
た
。
卒
業
し
た
3
年
生
で
は
、

川
崎
明
夫
く
ん
が
部
長
と
し
て
の
勤

め
を
果
た
し
ク
ラ
ブ
を
よ
く
ま
と
め
た
。

金
谷
基
弘
く
ん
は
、
高
い
目
標
を
持

っ
て
学
校
外
で
も
積
極
的
に
練
習
に

取
り
組
み
本
戦
ア
ッ
プ
の
実
力
を
身

に
つ
け
た
。
新
3
年
生
の
高
橋
く
ん

と
樋
口
く
ん
は
、
お
互
い
を
よ
き
ラ

イ
バ
ル
と
し
て
競
い
合
っ
て
い
る
。

山
本
く
ん
は
ボ
レ
ー
力
を
生
か
し
、

ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
目
指
し
て
い
る
。

板
垣
く
ん
は
パ
ワ
フ
ル
な
テ
ニ
ス
を

身
に
つ
け
つ
つ
あ
る
。
 

新
2
年
生
は
や
る
気
の
あ
る
生
徒
が

集
ま
り
、
今
後
の
向
上
が
大
い
に
期

待
で
き
る
。
 

顧
問
　
矢
野
 

                ●
男
子
バ
レ
ー
部
 

部
員
　
6
名
　
 

顧
問
　
大
高
　
忍
　
 

          ●
空
手
道
部
 

　
部
員
は
、
男
子
4
名
、
女
子
2
名

で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
少
な
い
部
員
で

あ
り
ま
す
が
、
4
月
の
公
立
高
校
大

会
と
6
月
の
高
校
空
手
道
選
手
権
大

会
に
向
け
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

人
数
が
少
な
い
の
で
休
日
に
は
吹

田
東
高
校
な
ど
に
行
き
合
同
練
習

を
行
い
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
は
目
標
公
立
大

会
ベ
ス
ト
8
で
す
。
 

          ●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
 

　
廃
部
の
危
機
か
ら
3
年
、
久
し
ぶ

り
に
卒
業
生
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
部
員
は
、
一
年
生
6
名
（
う

ち
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
1
名
）
、
2
年

生
6
名
（
う
ち
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
1

名
）
の
12
名
で
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
昨
年
よ
り
、
チ
ー
ム
内
で

5
対
5
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
笠
原
先
生
も
顧
問
に
加
わ
り
、

ま
す
ま
す
発
展
し
て
き
て
い
き
そ
う

な
予
感
が
し
ま
す
。
現
在
は
1
回
戦

に
勝
つ
の
も
や
っ
と
、
練
習
試
合
で

も
な
か
な
か
結
果
が
出
せ
ず
に
い
ま

す
。
し
か
し
、
個
人
の
持
つ
能
力
は

高
く
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
将
来
が
楽
し
み
な
チ
ー

ム
で
す
。
今
は
、
楽
し
い
だ
け
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
苦
し
い
け
れ
ど

楽
し
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
目
指
し
、
も

っ
と
も
っ
と
練
習
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
O
G
の
み
な
さ
ん
、

い
つ
で
も
練
習
に
来
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
か
わ
い
い
後
輩
た
ち
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

顧
問
　
下
本
　
隆
二
 

              ●
女
子
バ
レ
ー
部
 

　
現
在
部
員
は
2
年
生
8
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

 ●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
 

部
員
数
　
10
名
 

担
当
　
三
島
　
淳
 

主
将
名
　
豊
里
　
彩
 

　
2
年
5
名
（
女
子
の
み
）
、
1
年

生
5
名
（
女
子
2
名
・
男
子
3
名
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
週
2
回
（
水
・

金
）
体
育
館
で
、
そ
れ
以
外
は
外
練

を
し
て
い
ま
す
。
部
員
数
・
中
学
で

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
の
不
足
な
ど

に
よ
り
男
女
と
も
団
体
戦
に
は
参
加

で
き
ず
に
い
ま
す
が
、
高
体
連
の
大

会
は
勿
論
、
北
摂
高
校
大
会
、
市
長

杯
な
ど
に
シ
ン
グ
ル
、
ダ
ブ
ル
ス
戦

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

指
導
者
不
足
が
悩
み
の
タ
ネ
で
す
が
、

O
B
た
ち
が
よ
く
練
習
に
参
加
し
て

後
輩
の
指
導
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

新
入
生
を
勧
誘
し
、
練
習
を
重
ね
て

先
輩
た
ち
の
指
導
に
応
え
た
い
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
 

 ●
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
 

　
54
期
生
が
引
退
し
、
女
子
1
年
5

名
2
年
5
名
、
男
子
1
年
6
名
2
年

7
名
で
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

土
日
の
練
習
に
は
多
く
の
O
B
の
方
々

の
ご
指
導
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
は
技
術
が
向
上
し
て
喜
ぶ
生
徒

た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
戦
績
を
残
せ
る
よ
う
精

一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

顧
問
　
河
内
 

                  ●
レ
ス
リ
ン
グ
 

部
員
数
　
2
年
　
島
田
　
亮
　
仮
谷

　
翔
太
 

1
年
　
清
水
　
彬
寛
 

以
上
3
名
 

　
平
成
17
年
度
大
阪
府
で
行
わ
れ
た

大
阪
府
の
各
種
大
会
に
参
加
。
2
年

生
は
怪
我
な
ど
に
よ
り
戦
績
と
し
て

は
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
1
年
清

水
は
、
国
体
の
強
化
選
手
に
指
定
さ

れ
、
来
年
度
の
4
月
末
に
実
施
さ
れ

る
J
O
C
（
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
：
横
浜
市
開
催
）
に
出
場

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
い
つ

も
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

田
中
　
秀
和
 

 ●
パ
ソ
コ
ン
部
 

　
現
在
、
部
員
5
名
（
2
年
2
名
・

1
年
3
名
）
と
少
な
い
部
員
数
で
あ

る
が
、
放
課
後
の
ほ
ぼ
毎
日
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
・

C
G
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ

ク
ス
）
な
ど
が
活
動
の
中
心
で
あ
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
特
性
上
、
ど
う
し

て
も
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
活
動
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。
来
年
度
は
部
と
し
て

一
致
団
結
し
て
向
か
っ
て
い
け
る
目

標
を
定
め
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。
 

顧
問
　
植
森
・
田
中
・
角
倉
 

 ●
ダ
ン
ス
部
 

部
員
　
13
名
　
 

顧
問
　
田
原
　
 

主
将
　
金
澤
　
彩
 

　
現
在
2
年
生
10
名
（
チ
ー
ム
名
シ

ャ
ン
デ
リ
ア
ン
）、3
年
生
3
名
が
楽

し
く
笑
顔
で
を
を
モ
ッ
ト
ー
に
定
期

的
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
6
月
か
ら
本
格
的
に
活
動
を

再
開
し
、
吹
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

も
取
材
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
幼
稚

園
や
小
学
校
な
ど
で
ダ
ン
ス
を
通
じ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

一
年
間
の
ク
ラ
ブ
活
動
報
告 

高
校
時
代
の
3
年
間
は
生
涯
で
最
も
人
間
的
に
成
長
す
る
時
期
、特
に
ク

ラ
ブ
活
動
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
結
ば
れ
る
友
達
、先
輩
、後
輩
と
の
交
流

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
形
成
、成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま

す
。2
万
人
を
越
す
吹
田
高
校
卒
業
生
が
母
校
の
後
輩
の
活
動
を
注
目

し
、応
援
し
て
い
ま
す
。 
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〒564-0044　吹田市南金田2丁目15-6 
TEL（06）6385-3302 
FAX（06）6385-3314

有限会社 橋本　橋本薬店 

代表取締役　橋本 利彦（8期） 

〒660-0845　尼崎市西高洲町16番40号 
TEL　06-6419-8241　FAX　06-6419-5933 

メールアドレス　info@fancs.co.jp

株式会社 ファンクス 
代表取締役社長　上村　勝敏 
常務取締役　　　上村　秀輝（13期） 

グラフィック ＆ ビジュアルサイン 

〒660-0805　尼崎市西長洲町2丁目5番25号 
TEL　06-6401-0262　FAX　06-6489-3326 

メールアドレス　info@toho-np.co.jp

株式会社 トーホー 
代表取締役会長　上村　和輝（6期） 
代表取締役社長　上村　勝敏 
常務取締役　　　神田　賢一（8期） 

ネームプレート ＆ メタルサイン 

代表者　馬場　功（7期） 

〒565-0841　吹田市上山手町20番25号 
TEL（06）6389-2451 
FAX（06）6389-2146

寿功建設　株式会社 

〒567-0072　茨木市郡4丁目8-1 
TEL　（072 ）641-5935　FAX　 （072 ）641-5945

代表取締役　西 半 又 康（15期） 

生コンクリート製造・販売・運搬 

日本工業規格表示認定工場 

顧客に信頼される品質をモットー 

（有）西半生コン 

（
取
材
平
成
18
年
3
月
）
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代表者　辻　隆信（19期） 
〒564-0063　吹田市江坂町4-17 
TEL（06）6338-5151 
FAX（06）6338-5151

GOOD　WOOD　CARRIAGE
ウッド キャリッジ グッド 

営業内容 
車両買い取り・販売・車検・整備・鈑金塗装・
旧車レストア・パーツ販売・取り付け 

田中美香子（18期） 

〒564-0004　吹田市原町1-25-21 
TEL ＆FAX（06）6389-0739

保険のご相談 
　お気軽にどうぞ！ 

アフラック代理店 

〒564-0041　吹田市泉町5-11-18 
TEL　06-6387-5503　FAX　06-6387-7319

株式会社 藤倉商店 
代表取締役　清野　昌俊（7期） 

建築材料・金物・日曜大工・園芸用品 販売 

10
　
胸
が
痛
み
ま
し
た
。
ほ
ん
と

に
学
校
は
い
つ
だ
っ
て
大
な

り
小
な
り
何
か
が
起
こ
る
の

で
す
。
そ
の
た
び
に
教
師
は

苦
悩
し
て
あ
た
ふ
た
も
す
る

の
で
す
が
、
今
も
多
く
の
生

徒
た
ち
と
の
喜
び
や
反
省
を

胸
に
抱
い
て
生
き
て
い
ま
す
。
 

③
54
歳
で
吹
田
高
校
を
退
職
。

福
祉
の
専
門
学
校
創
立
に
参
加
。
 

　
63
歳
の
時
「
島
根
総
合
福
祉

専
門
学
校
」
立
ち
上
げ
の
た

め
島
根
県
安
来
市
広
瀬
町
に

単
身
赴
任
、
そ
の
後
一
家
転

住
で
学
校
づ
く
り
。
学
校
は

も
ち
ろ
ん
今
も
健
在
で
す
。
 

　
70
才
で
公
職
を
退
き
、
よ
う

や
く
科
学
の
仕
事
に
専
念
し

て
い
ま
す
。
宍
道
湖
・
中
海

の
自
然
再
生
で
す
。
75
歳
の

今
に
な
っ
て
、
や
っ
と
ま
と

も
な
論
文
を
学
術
雑
誌
に
発

表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
筋
縄
で
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

で
も
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で

き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
、
年

一
度
。
私
は
戦
争
で
平
和
が

つ
く
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

米
国
の
教
員
と
戦
争
論
議
は

し
ま
せ
ん
。
米
国
の
教
員
も

教
育
で
は
苦
闘
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
彼
や
彼
女
ら
は
そ

れ
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
り
ま
す
。

今
は
畑
も
耕
し
て
い
ま
す
。

無
心
に
な
れ
る
一
時
で
す
。
 

 小
坂
　
稔 

先
生（
吹
田
市
） 

①
国
語（
現
代
文
、古
文
、漢
文
） 

　
昭
和
28
年
4
月
〜
昭
和
57
年

3
月
（
29
年
間
）
 

②
生
徒
会
顧
問
の
時
、
文
化
祭

の
準
備
で
毎
日
遅
く
ま
で
皆

さ
ん
と
過
ご
し
た
こ
と
。
 

　
ま
た
登
山
部
の
副
顧
問
と
し

て
後
立
山
連
峰
を
縦
走
し
た

こ
と
。
登
山
の
体
験
は
、
私

の
生
涯
の
一
面
を
形
成
す
る

役
割
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

崇
高
な
自
然
へ
の
畏
敬
と
憧
憬
、

登
頂
の
成
就
の
歓
喜
、
山
の

生
活
の
楽
し
さ
、
長
く
歩
い

て
忍
耐
す
る
こ
と
な
ど
。
 

　
国
語
の
授
業
で
は
素
朴
で
素

直
な
皆
さ
ん
は
よ
く
勉
強
な

さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
、
問
題
を
解
く
思
考
過

程
を
率
直
に
話
し
て
く
れ
る

の
を
注
視
し
て
は
、
私
自
身

が
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
「
考

え
る
過
程
」
こ
そ
大
切
な
の

だ
と
認
識
し
、
私
自
身
も
成

長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
、

幸
福
感
を
味
わ
っ
た
も
の
で
す
。
 

③
旅
の
一
生
を
送
っ
た
芭
蕉
が

理
想
。
私
の
現
実
は
、
で
き

る
だ
け
旅
行
を
す
る
こ
と
。

日
常
は
散
歩
と
読
書
。
よ
く

歩
い
て
い
ま
す
。
映
画
も
よ

く
見
ま
す
。
今
75
才
。
ま
た
、

短
歌
の
結
社
に
属
し
、
毎
月

歌
を
雑
誌
に
発
表
、
今
年
の

新
年
歌
会
で
出
し
た
の
は
次

の
歌
。
 

　
　
大
阿
蘇
の
 

　
　
寝
釈
迦
の
山
も
胸
元
に
 

　
　
む
ら
雲
た
め
て
 

　
　
秋
思
ひ
を
り
 

 越
智
　
マ
サ
子 

先
生（
東
淀
川
区
） 

①
保
健
　
昭
和
25
年
〜
昭
和
55

年
（
30
年
間
）
 

②
新
設
高
校
第
一
号
と
し
て
創

立
し
た
吹
高
の
校
庭
に
は
電

柱
の
鉄
塔
が
あ
り
、
農
地
で

あ
っ
た
た
め
、
体
育
授
業
や

運
動
部
の
部
活
動
に
は
外
傷

が
多
発
し
た
こ
と
、
修
学
旅

行
（
九
州
、
東
北
、
ス
キ
ー
）

野
外
活
動
（
臨
海
、
登
山
、

キ
ャ
ン
プ
）
等
の
生
徒
の
行

動
す
る
場
所
に
は
総
て
付
添
い
、

心
身
の
健
康
管
理
を
行
い
、

全
生
徒
の
担
任
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
過
ぎ
た
30
年
で

し
た
。
 

③
変
形
性
膝
関
節
炎
の
た
め
、

歩
行
困
難
と
な
り
、
杖
を
頼

り
に
生
活
し
な
が
ら
趣
味
の

手
作
業
を
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。
 

 本
多
　
康
男 

先
生（
宇
治
市
） 

     ①
人
文
地
理
。
昭
和
27
年
〜
昭

和
34
年
　
あ
だ
な
『
ポ
ン
タ
』
 

②
昭
和
27
年
3
月
31
日
付
け
で

文
部
省
か
ら
大
阪
府
に
就
職

を
命
ず
る
の
辞
令
を
貰
っ
て

吹
田
高
校
に
赴
任
。
昭
和
34

年
3
月
ま
で
7
年
間
。
最
初

の
生
徒
諸
君
と
の
出
会
い
は
、

辞
令
発
令
前
に
数
学
部
の
諸

君
と
仁
川
へ
の
飯
盒
炊
爨
。

最
初
の
給
料
は
三
千
五
百
円
。

月
二
回
の
支
払
い
で
し
た
。

最
初
の
年
の
授
業
は
一
期
生

の
三
年
生
五
ク
ラ
ス
の
内
三

ク
ラ
ス
。
二
年
生
は
一
ク
ラ
ス
。

合
計
週
二
十
時
間
受
持
つ
。

当
時
は
現
在
と
同
じ
五
日
制

で
金
曜
日
の
夜
か
ら
日
曜
日

に
か
け
て
、
二
年
生
の
有
志

と
小
豆
島
・
琴
平
へ
巡
検
に

出
か
け
て
い
ま
す
。
三
学
期

に
は
三
年
二
組
（
理
系
）
の

担
任
が
休
職
さ
れ
た
の
で
担

任
代
行
。
進
学
指
導
。
当
時

の
調
査
書
は
手
書
き
で
大
学

へ
提
出
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。

ま
た
、
五
期
生
の
三
年
生
の

希
望
者
と
夏
に
伊
吹
山
の
夜

間
登
山
に
も
一
緒
に
出
か
け

ま
し
た
。
 

　
修
学
旅
行
の
思
い
出
は
、
三

期
生
・
五
期
生
・
七
期
生
と

共
に
、
春
の
九
州
の
長
崎
・

雲
仙
・
阿
蘇
・
別
府
へ
出
か

け
ま
し
た
。
六
期
生
は
、
五

期
生
を
卒
業
さ
せ
た
直
後
に
、

突
然
に
藤
田
先
生
が
御
転
任

さ
れ
た
の
で
、
再
び
三
年
一

組
の
女
子
五
十
一
名
の
担
任

に
な
り
、
突
然
の
学
校
の
火

事
の
た
め
に
、
修
学
旅
行
は

急
遽
変
更
。
一
学
期
に
伊
豆

半
島
・
箱
根
に
出
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
藤
井
先

生
と
二
人
で
登
山
部
を
作
り
、

土
曜
日
の
夜
か
ら
日
曜
日
の

朝
に
か
け
て
、
ポ
ン
ポ
ン
山

の
夜
間
登
山
に
出
か
け
、
五

月
の
連
休
に
は
比
良
山
系
の

蓬
莱
山
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

夏
休
み
に
は
鳥
取
の
大
山
の

縦
走
に
。
三
十
三
年
の
夏
に
は
、

槍
ヶ
岳
へ
出
か
け
て
居
ま
す
。
 

③
吹
田
高
の
後
は
、
東
淀
川
高
・

三
島
高
・
島
本
高
・
大
手
前
高
・

長
尾
高
の
六
校
。
39
年
間
府

立
高
校
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
最
後

の
六
年
間
は
、
た
び
た
び
入

退
院
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、

今
は
何
と
か
体
調
は
安
定
し

て
い
ま
す
。
現
在
障
害
者
と

し
て
、
車
椅
子
な
ど
の
お
世

話
に
な
っ
て
生
活
を
致
し
て

居
り
ま
す
。
 

 馬
路
　
英
和 

先
生（
高
槻
市
） 

     ①
科
学
　
昭
和
46
年
4
月
〜
昭

和
56
年
3
月
ま
で
の
10
年
間
 

②
多
く
の
生
徒
た
ち
と
授
業
や

学
級
を
通
じ
て
交
流
し
、
苦

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
楽
し
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
私
自
身
若
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
毎
日
が
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
教
員
と
し
て
の
基
盤
づ

く
り
に
な
っ
た
学
校
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
務
め
た
最
初

の
年
の
卒
業
式
が
、
式
の
途

中
で
中
止
に
な
り
、
高
校
紛

争
の
最
後
に
な
っ
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。
 

③
三
年
前
に
大
阪
府
を
退
職
し
、

現
在
、
立
命
館
大
学
で
、
教

員
免
許
の
取
得
を
志
望
し
て

い
る
大
学
生
に
教
職
課
程
の

授
業
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
団
塊
世
代
の
教
員
が
退

職
し
て
い
き
、
大
量
採
用
の

時
代
が
到
来
す
る
た
め
、
少

し
で
も
質
の
高
い
教
員
養
成

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

”い
つ
も
懸
命
に
“が 
　
商
売
の
原
点 

8
期
生
　
筒
井
　
進
さ
ん
 

（
吹
田
市
在
住
） 

今
も
手
元
に
残
る
吹
田
高
校
 

放
送
部
時
代
の
録
音
テ
ー
プ
 

 　
私
は
吹
田
高
校
時
代
、
放
送

部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
思
い

出
深
い
の
は
、
私
た
ち
が
制
作

し
た
番
組
を
、
N
H
K
か
ら
放

送
で
き
た
こ
と
。
週
1
回
30
分

間
ほ
ど
、
確
か
セ
リ
フ
だ
け
の

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
的
な
番
組
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
そ
の

と
き
の
テ
ー
プ
を
今
も
ま
だ
持

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
N
H
K

か
ら
流
し
た
放
送
以
外
に
も
、

文
化
祭
で
披
露
し
た
放
送
劇
や

日
常
の
校
内
放
送
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
当
時
の
テ
ー

プ
と
い
え
ば
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
が
登
場
す
る
前
に
使
わ
れ
て

い
た
録
音
用
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー

ル
テ
ー
プ
。
こ
れ
は
吹
田
高
校

の
歴
史
史
料
と
し
て
、
と
て
も

貴
重
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
、
編
集
を
し
て

保
存
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 裸
一
貫
で
親
元
か
ら
独
立
 

吹
高
の
先
輩
に
支
え
ら
れ
た
 

　
高
校
卒
業
後
は
、
家
業
で
あ

る
畳
店
を
継
ぐ
た
め
、
畳
職
人

と
し
て
親
元
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
20
代
後
半
、
事
情

が
あ
っ
て
や
む
な
く
親
元
か
ら

独
立
。
資
金
も
な
く
、
ま
さ
に

裸
一
貫
で
商
売
を
始
め
た
ん
で

す
。
そ
ん
な
と
き
に
頼
っ
た
の

が
、
放
送
部
の
1
年
先
輩
で
、

不
動
産
会
社
を
興
し
て
い
た
西

本
さ
ん
。
仕
事
場
を
借
り
た
い

と
相
談
に
行
き
、
と
に
か
く
5

坪
ほ
ど
の
仕
事
場
を
貸
し
て
も

ら
え
ま
し
た
。
そ
の
後
も
西
本

さ
ん
や
吹
高
の
同
級
生
、
橋
本

君
に
は
、
賃
貸
物
件
や
借
家
の

畳
の
仕
事
を
紹
介
し
て
も
ら
う

な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
ね
。
当
時
は
、
朝
8
時
か

ら
夜
11
時
ま
で
働
き
通
し
。
「
ど

う
し
た
ら
商
売
が
繁
盛
す
る

か
」
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
思
い
つ
い
た
の

が
、
犬
へ
の
挨
拶
（
笑
）
。
犬

と
散
歩
を
し
て
い
る
人
を
見
た

ら
、
「
お
散
歩
か
、
か
わ
い
い

な
あ
」
と
犬
に
話
し
か
け
た
。

そ
し
た
ら
、
必
ず
飼
い
主
の
奥

さ
ん
の
ほ
う
が
返
事
し
て
く
れ

る
ん
で
す
。
す
か
さ
ず
「
畳
屋

で
す
。
ま
た
よ
ろ
し
ゅ
う
」
と

名
刺
を
渡
し
て
お
く
。
な
ん
と

か
、
顔
を
知
っ
て
も
ら
お
う
、

覚
え
て
も
ら
お
う
と
必
死
だ
っ

た
ん
で
す
よ
。
 

 忙
し
い
と
き
こ
そ
頑
張
る
 

順
調
な
と
き
ほ
ど
始
末
が
大
切
 

　
当
時
は
、
今
の
よ
う
な
フ
ロ

ー
リ
ン
グ
で
は
な
く
、
新

築
物
件
と
い
え
ば
ほ
と
ん

ど
が
畳
の
時
代
。
仕
事
に

恵
ま
れ
、
3
年
目
で
店
舗

を
借
り
、
5
年
目
に
今
の
店
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
商
売
が
軌
道
に
乗
っ
て
も
、

仕
事
一
筋
、
一
生
懸
命
で
し
た
。

忙
し
い
と
き
に
頑
張
ら
な
い
と
、

暇
な
と
き
は
頑
張
り
よ
う
が
な

い
で
す
か
ら
。
そ
し
て
、
儲
か

っ
て
い
る
と
き
こ
そ
始
末
す
る
。

お
金
の
な
い
と
き
は
、
始
末
せ

ざ
る
を
え
な
い
ん
で
す
か
ら
ね
。
 

ひ
と
昔
前
の
畳
は
藁
だ
け
を
使

っ
て
い
て
、
結
構
重
い
か
ら
、

運
ぶ
の
も
一
仕
事
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
「
嫌
や
な
」
と
担
い
だ

ら
、
嫌
な
汗
が
出
る
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
と
思
っ
て
軽
快
に
運

べ
ば
、
爽
や
か
な
汗
が
出
る
ん

で
す
。
 

　
家
業
を
継
い
で
い
た
ら
、

小
さ
な
仕
事
は
ば
か
に
し
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

独
立
し
て
「
畳
1
枚
の
仕
事

も
大
切
に
せ
な
あ
か
ん
」
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
私
が
あ
る
の
は
、
無
一

文
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、

そ
し
て
吹
田
高
校
の
先
輩
、

同
級
生
と
い
う
良
き
縁
に
支

え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
 

 　
 

評
議
委
員
を
組
織
化
し
て
 

吹
高
O
B
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

の
構
築
を
!
 

　
み
な
さ
ん
は
正
月
、
初
日
の

出
を
拝
み
ま
す
ね
。
私
は
大
晦

日
の
夕
日
を
拝
む
ほ
う
が
大
切

や
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
年

最
後
の
夕
日
に
、
1
年
間
の
お

礼
を
言
う
の
で
す
。
そ
し
て
吹

田
高
校
の
先
輩
、
同
級
生
は
じ

め
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

を
思
い
浮
か
べ
、
感
謝
し
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
私
の
経
験
か
ら
、
ひ

と
つ
提
案
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
吹
田
高
校
卒
業
生
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
固
に
し
、
も
っ

と
活
か
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
。
評
議
委
員
O
B
を
中
心

と
し
た
組
織
づ
く
り
を
推
し
進

め
、
卒
業
生
が
携
わ
る
そ
れ
ぞ

れ
の
業
界
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を

組
織
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

情
報
交
換
、
協
力
が
で
き
る
仕

組
み
を
作
れ
ば
、
お
互
い
の
仕

事
、
社
会
活
動
に
大
変
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。
ぜ

ひ
、
今
後
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
せ
ん
か
。
 

吹田市片山町1丁目20-12 
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た　た　み 
筒井　進（8期） 

（株）筒 井 畳 店  

卒業生情報卒業生情報
黄綬褒章を受章 
寺西重博さん（6期生・写真下） 
現在、摂津水都信用金庫理事長を勤めておられる寺西重
博さんが永年の産業経済の発展及び公衆の利益への貢献
が認められ平成17年度秋の「黄綬褒章」を受章されまし
た。また大阪府信用金庫協会の会長、信金大阪共同事務
センター事業組合理事長にも就任されました。 

瑞宝単光章を受章 
川中和洋さん（3期生） 
「第4回危険業務従事者叙勲」で元茨
木市消防司令長の川中和洋さん（3期
生）が瑞宝単光章・消防功労を受賞
されました。 

卒業生情報募集 
このコーナーでは卒業生の 
活躍を紹介しています。 
自薦、他薦は問いません。 
情報お待ちしています。 

NHK朝の連続 テレビ小説「風のハルカ」に出演 
東村雅夫さん（24期生・吉本興業・まるむし商店） 
右近課長役で出演していた東村さんは24期の卒業生
です。現在吉本興業の漫才師として活躍中です。 

ボクシングのデビュー戦をKO勝ち 
山本敏充さん（51期生・野球部OB） 

スーパーバンタム級で2005年9月14日にデビュー。
見事1ラウンド、KOでデビュー戦を飾った。中国に
留学する予定を変更してプロの世界へ飛びこんだ山
本さん、将来の目標は中国で世界を戦いたいとの事。 

6
稲
石
 
俊
輔 

先
生（
滋
賀
県
湖
南
市
） 

     ①
社
会
　
昭
和
27
年
4
月
〜
昭

和
49
年
3
月
（
22
年
間
）
 

②
夜
学
校
に
電
話
す
る
と
通
じ

な
い
。
電
話
局
に
問
合
せ
る

と
火
事
で
不
通
と
い
う
。
あ

わ
て
て
駆
け
つ
け
た
が
火
は

消
え
て
い
た
。
そ
の
頃
の
吹

高
は
田
ん
ぼ
の
真
中
だ
っ
た
。

前
に
エ
ビ
オ
ス
の
工
場
が
あ
り
、

校
庭
に
鉄
塔
が
あ
っ
た
。
そ

の
上
に
登
り
景
色
を
眺
望
し
た
。

校
門
を
入
っ
た
横
に
食
堂
が

あ
り
、
四
月
の
新
学
期
に
な

る
と
匂
い
が
た
だ
よ
っ
て
く
る
。

田
舎
の
香
水
だ
。
校
庭
横
の

畦
道
を
ズ
ボ
ン
の
裾
を
朝
露

に
濡
ら
し
て
登
校
し
た
。
あ

る
日
、
O
先
生
と
畦
道
に
か

か
る
と
突
然
姿
が
消
え
た
。

振
り
返
る
と
肥
溜
め
の
中
で

泳
い
で
い
る
。
す
ぐ
引
き
上
げ
、

校
門
横
の
防
火
水
槽
の
水
を

ぶ
っ
か
け
て
洗
っ
た
。
そ
の

臭
い
こ
と
田
舎
の
香
水
の
も

と
だ
け
あ
る
。
の
ど
か
な
田

園
風
景
の
中
、
楽
し
く
優
れ

た
先
生
方
や
、
フ
ォ
ー
ク
・

ダ
ン
ス
や
体
育
祭
の
あ
と
の

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
焼
い
た
や
ん

ち
ゃ
も
い
た
が
、
素
直
で
優

し
い
生
徒
た
ち
、
山
岳
部
の

生
徒
た
ち
と
日
本
ア
ル
プ
ス

や
鈴
鹿
の
山
を
歩
い
た
り
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
走
り
廻
っ

た
思
い
出
な
ど
昔
を
懐
か
し

ん
で
い
ま
す
。
 

③
一
昨
年
、
心
臓
手
術
を
受
け
、

大
動
脈
弁
置
換
、
動
脈
バ
イ

パ
ス
、
除
細
動
器
埋
め
込
み

で
三
ヶ
月
入
院
。
そ
の
後
月

二
回
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
、
喜
寿
に
な
り
元
気
に

し
て
い
ま
す
。
月
二
回
の
俳

画
の
会
や
散
歩
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
 

　
今
困
っ
て
い
る
の
が
蔵
書
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で

本
が
売
れ
な
く
て
古
本
屋
が

廃
業
し
て
い
く
の
で
買
っ
て

く
れ
な
い
の
で
す
。
 

 濱
田
　
俊
輔 

先
生（
茨
木
市
） 

     ①
国
語
　
昭
和
44
年
4
月
〜
平

成
11
年
3
月
（
計
30
年
間
）
 

②
30
才
か
ら
60
才
の
定
年
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
吹
田
高
校

は
、
私
に
と
っ
て
、
人
間
と

し
て
実
に
重
た
い
「
学
び
の

場
」
、
「
成
長
の
場
」
の
す

べ
て
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ

の
事
を
書
か
ず
に
は
お
れ
ま

せ
ん
。
転
勤
時
の
新
鮮
な
感

動
が
自
ら
の
”
生
ま
れ
変
わ

り
“
の
出
発
点
と
し
て
あ
っ

た
の
で
す
が
、
当
時
の
吹
田

高
校
の
先
生
方
（
小
生
と
同

年
輩
、
少
し
先
輩
の
方
々
が

多
く
居
ら
れ
た
）
の
、
自
ら

へ
の
誇
り
と
責
任
を
し
っ
か

り
持
し
、
民
主
的
、
協
力
的

な
姿
勢
を
失
わ
ず
、
生
徒
た

ち
の
学
力
を
向
上
さ
せ
つ
つ

何
よ
り
”
人
“
と
し
て
育
て

よ
う
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
、
楽
し
く
、
明
る
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
事
、
そ
の
事
が
新
鮮
な

感
動
と
し
て
私
の
魂
に
強
い

影
響
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
国
語
教
師
と
し
て
は
、
「
こ

と
ば
の
力
」
こ
そ
は
、
”深
く

感
じ
、
深
く
考
え
る
”
た
め
の
、

そ
し
て
　

”よ
り
よ
く
生
き
る
“
す

な
わ
ち
　

”楽
し
く
、
生
き
甲

斐
を
持
っ
て
生
き
る
“
た
め

の
根
源
の
「
力
」
で
あ
る
、

さ
ら
に
は
、
”生
き
る
“
事
は
 

　
”生
ま
れ
変
わ
り
つ
づ
け
る
“
事

で
あ
る
と
い
う
精
神
を
忘
れ

ぬ
人
間
を
育
て
た
い
と
い
う

意
識
を
強
く
持
っ
て
授
業
を

し
た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
 

③
日
本
の
伝
統
文
芸
「
俳
句
」

と
本
格
的
に
か
か
わ
り
は
じ

め
て
30
数
年
に
な
り
ま
す
が
、

懐
深
い
そ
の
世
界
の
魅
力
に

と
り
付
か
れ
、
お
か
げ
で
、

時
間
を
持
て
余
す
事
も
な
く
、

「
余
生
」
な
ど
と
い
う
こ
と

ば
と
も
無
縁
な
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
 

 美
見
　
昭
光 

先
生
 

（
島
根
県
安
来
市
） 

①
数
学
　
1
9
5
3
年
〜

1
9
8
5
年
　
32
年
間
吹
田

高
校
在
職
（
そ
の
間
9
年
間

は
府
立
高
校
教
職
員
組
合
在

籍
専
従
役
員
の
た
め
学
校
を

離
れ
て
い
た
）
 

②
「
理
学
部
を
出
て
も
就
職
は

な
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
代

に
大
学
を
出
て
吹
田
高
校
に

就
職
し
ま
し
た
。
今
に
し
て

思
え
ば
、
恥
多
い
未
熟
な
教

師
で
し
た
が
、
夢
と
情
熱
を

た
よ
り
に
、
生
徒
に
と
っ
て

今
何
が
大
事
か
を
考
え
続
け

た
32
年
で
し
た
。
温
か
い
優

れ
た
教
師
集
団
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
あ
る
生
徒
に
感
歎

し
な
が
ら
、
私
も
そ
の
中
で

少
し
は
成
長
し
た
の
で
し
ょ

う
か
？
赤
い
屋
根
の
、
壁
が

ク
リ
ー
ム
色
の
夢
の
よ
う
な

本
館
校
舎
が
、
あ
る
日
火
事

で
燃
え
ま
し
た
。
夏
休
み
、

放
送
部
の
生
徒
と
屋
根
裏
を

這
い
回
っ
て
電
気
配
線
ま
で

し
て
つ
く
っ
た
放
送
室
。
「
ま

さ
か
あ
の
配
線
が
シ
ョ
ー
ト
？
」

私
は
大
き
な
不
安
を
抱
い
て

学
校
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

焼
け
跡
で
、
多
く
の
生
徒
が

あ
ち
こ
ち
で
泣
い
て
い
ま
し
た
。

出
火
原
因
は
公
務
員
室
の
煙

突
の
加
熱
で
し
た
が
…
。
新

校
舎
に
は
放
送
ス
タ
ジ
オ
を

造
っ
て
も
ら
い
、
生
徒
と
一

緒
に
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
か
。
 

　
夏
休
み
の
日
直
の
時
、
「
エ

ラ
イ
コ
ッ
チ
ャ
」
誰
先
生
だ

っ
た
か
？
血
相
変
え
て
事
務

室
に
飛
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。

校
庭
に
と
ん
で
い
く
と
、
頭

蓋
の
割
れ
た
姿
で
生
徒
が
倒

れ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
マ
ー

投
げ
の
鉄
球
が
、
後
ろ
向
き

に
補
球
に
走
っ
た
野
球
部
員

を
直
撃
し
た
の
で
す
。
私
の

目
の
前
で
生
徒
が
死
ん
だ
。
 

           

①教科、在職期間　 
②在校時代の記憶に残っていること　 
③近況報告 

このコーナーでは吹田高校時代の懐かしい先生方の消息を
知りたいという多くの希望により、順次掲載させて頂きます。 
消息を知りたい先生のリクエストをお待ちします。 
今回、お願いした先生の中で「三宅芳弘先生（英語）」が
原稿の依頼に対し、ご逝去（2月1日）の知らせが返って
きました。残念ですがご冥福をお祈り致します。 

茶道具、花入れ、食器、クラフト 味舌隆司（18期 ） 

  
　陶芸教室会員募集中 

吹田市新芦屋下7-12 
　TEL06-6875-2884 
　FAX06-6877-3191

味 舌 陶 房  
家庭料理 

〒564-0062 
吹田市広芝町11-1-201 
TEL（06）6338-1109

よ し だ  
取締役　松清　満子（9期） 

（旧姓　中瀬古） 吉田みどり（9期） 〒564-0082　吹田市片山町3丁目31-17 
TEL（06）6387-3355 
FAX（06）6387-3363 
ace@sutv.zaq.ne.jp 

http://www.sutv.zaq.ne.jp/ace

（有）エース住研 
不動産仲介  

ナカ　セ　コ 
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〒564-0002　吹田市岸部中3-19-11 
TEL06-6387-1415 
FAX06-6387-1242

理事長  
小 谷 澄 信（8期） 

学校法人　敬愛学園 
社会福祉法人敬愛福祉会 

〒564-0071　吹田市西の庄町3-11
TEL　06-6388-0775　FAX　06-6387-5340

株式会社 ヤオウメ 
代表取締役　寺西　孝年 

代表取締役 
　寺西 孝年（5期） 
専務取締役 
　寺西 清（14期） 
　堤 政江（3期） 
　（旧姓　寺西 政江） 

甘藷・鶏卵・殺菌液卵・生液卵・卵黄・卵白 

土地・建物・貸家・マンション・アパート 

代表取締役　西本　勝（7期生） 
摂津市千里丘2丁目10番1-110 フォルテ摂津1F

http://www.sogo2103.com
1072-622-6072 （代）　FAX072-622-6678

大阪府知事免許（10）14147号 

売買・仲介・管理 

相互不動産株式会社 唐澤　八洲仁（14期 ） 

〒530-0047 大阪市北区西天満3丁目3番17号 
 ルアンジュ南森町502号 

106-6365-9002　FAX06-6365-9011

唐澤司法書士事務所 
司法書士 

古
稀
来
た
り
、
私
の
心
情
と
現
況 

1
期
生
　
松
田
　
弘
さ
ん
 

（
高
槻
市
在
住
） 

　
古
稀
を
迎
え
た
今
、
つ
ま
ら

ん
事
を
書
い
て
み
よ
う
。
 

私
の
俳
句
で
す
。
 

 

 

 生
い
立
ち
 

　
昭
和
9
年
吹
田
市
田
中
町
に

て
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
5

歳
の
と
き
、
父
親
の
転
勤
（
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
）
に
よ

り
満
州
国
奉
天
市
へ
転
宅
し
鉄

西
国
民
学
校
へ
入
学
し
た
。
昭

和
20
年
の
終
戦
に
よ
り
母
親
を

中
心
に
6
名
で
日
本
へ
引
き
あ

げ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
吹

田
市
西
ノ
庄
町
に
住
み
、
吹
田

第
二
国
民
学
校
へ
入
り
ま
し
た
。

そ
の
時
6
年
生
の
2
学
期
で
し

た
。
な
お
父
親
は
兵
隊
に
行
き

か
え
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
吹
田
第
一
中
学
校
を
卒
業
し

吹
田
高
等
学
校
を
卒
業
し
昭
和

28
年
銀
行
員
と
し
て
社
会
へ
出

ま
し
た
。
私
は
政
治
家
に
な
ろ

う
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
平

凡
な
会
社
員
と
な
り
ま
し
た
。
 

 生
活
態
度
・
考
え
方
 

　
今
ま
で
は
ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
ク

イ
ッ
ク
ク
イ
ッ
ク
の
生
活
を
し

て
き
ま
し
た
が
現
在
は
ス
ロ
ー

ス
ロ
ー
に
し
て
お
り
ま
す
。
歩

く
こ
と
、
話
し
方
、
食
事
、
自

転
車
の
速
度
等
の
ん
び
り
生
き

た
い
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
た
い
。

こ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
直
線
的
に
行
動
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
困
る
事
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
人
生
ど
ち
ら
に
偏
っ

て
も
い
け
な
い
。
こ
の
教
え
に

従
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
次
は
私
の

好
き
な
句
で
す
。
 

 

 

  友
達
・
待
ち
に
つ
い
て
 

　
国
民
学
校
時
代
の
友
と
は
年

2
回
の
親
睦
会
で
、
吹
高
の
時

の
友
と
は
鳳
志
会
鳳
一
会
グ
ル

メ
会
等
で
会
っ
て
お
り
、
職
場

の
友
と
は
高
槻
福
徳
会
で
会
い
、

カ
ラ
オ
ケ
の
友
は
カ
ラ
オ
ケ
喫

茶
等
で
会
い
、
多
く
の
人
と
付

き
合
っ
て
お
り
ま
す
。
友
を
増

や
す
方
法
と
し
て
は
喫
茶
店
、

散
歩
、
ハ
イ
キ
ン
グ
で
出
会
っ

た
人
に
一
声
か
け
て
お
り
、
先

日
公
園
で
会
っ
た
折
り
、
私
が

暑
い
で
す
ね
と
云
え
ば
相
手
は

笑
っ
て
「
今
日
は
」
と
言
う
て

く
れ
ま
し
た
。
女
性
で
す
よ
。

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
当
初

は
勇
気
が
要
り
ま
す
が
、
今
は

軽
く
話
せ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私

は
待
ち
に
弱

い
の
で
す
。

人
生
は
待
ち

だ
と
云
わ
れ
る
様
に
我
々
の
生

活
に
占
め
る
割
合
も
多
い
こ
と

で
す
。
私
の
場
合
は
早
く
次
長

に
な
り
ま
し
た
が
、
支
店
長
に

な
る
ま
で
は
待
ち
の
連
続
で
あ

り
ま
し
た
。
ダ
メ
で
し
た
が
、

病
院
で
の
待
ち
、
バ
ス
の
中
で

の
信
号
待
ち
、
カ
ラ
オ
ケ
で
の

順
番
の
待
ち
、
人
と
会
う
と
き

の
待
ち
、
こ
れ
か
ら
は
待
ち
に

冷
静
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。
 

 趣
味
に
つ
い
て
 

　
詩
吟
は
毎
週
月
曜
日
十
九
時

よ
り
二
十
一
時
迄
練
習
し
て
い

ま
す
。
会
員
は
8
名
お
り
発
表

会
に
四
回
出
場
し
吟
詠
は
中
庸

で
す
。
海
南
行
。
峨
眉
山
月
。

獄
中
作
。
現
在
三
級
初
段
を
目

指
し
て
努
力
中
。
 

　
カ
ラ
オ
ケ
は
入
っ
て
い
る
団

体
、
「
じ
ゃ
が
い
も
会
」
、
「
夢

灯
り
会
」
、
「
シ
ダ
ッ
ク
会
」

で
毎
月
発
表
会
を
し
て
お
り
ま

す
。
皆
が
新
曲
を
歌
う
の
で
練

習
費
用
が
大
変
で
す
が
先
頭
に

な
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。
最

近
は
女
歌
が
多
く
、
キ
ー
を
あ

げ
歌
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
歌
は

良
か
っ
た
で
す
ね
。
「
湯
の
町

エ
レ
ジ
ー
」
、
「
玄
海
ブ
ル
ー

ス
」
、
「
旅
笠
道
中
」
等
は
良

い
歌
で
す
。
 

　
ハ
イ
キ
ン
グ
は
高
槻
市
の
ハ

イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
十
キ
ロ

を
メ
ド
に
し
て
お
り
ま
す
。
公

園
を
歩
い
た
り
近
所
を
歩
い
て

お
り
ま
す
。
私
の
健
康
法
の
ひ

と
つ
で
す
。
又
、
常
連
の
喫
茶

店
を
五
軒
持
っ
て
お
り
順
番
に

行
き
一
日
コ
ー
ヒ
ー
を
三
回
位

飲
み
人
と
会
う
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
お
り
ま
す
。
 

 　
こ
の
よ
う
な
生
活
を
し
て

古
稀
を
迎
え
ま
し
た
。
年
寄

り
臭
い
の
が
嫌
い
で
す
。
歩

く
と
き
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と
は
せ

ず
に
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歩
く

こ
と
が
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
た
め
の
よ
い
こ
と
。
表
情

の
明
る
い
こ
と
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。
人
間
に
も
賞
味

期
限
が
あ
り
ま
す
。
切
れ
な

い
よ
う
に
生
き
て
お
り
ま
す
。

古
稀
に
当
た
り
つ
ま
ら
な
い

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
お
許

し
下
さ
い
。
お
互
い
に
元
気

に
明
る
く
生
活
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
鳳
志
会
の
会
員
の
み
な
さ

ん
ガ
ン
バ
ッ
て
下
さ
い
。
 

昭和48年に建立されたバックネット裏の慰霊碑 
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校　長 
西島多枝子先生 

　
本
校
の
校
章
は
荘
子
の
逍

遥
遊
篇
に
で
て
く
る
巨
鳥
で

あ
る
鵬
の
翼
と
ペ
ン
を
あ
し

ら
っ
て
お
り
、
鵬
の
翼
は
青

年
の
雄
飛
発
展
を
象
徴
し
、

ペ
ン
は
学
問
と
「
ペ
ン
は
剣

よ
り
強
し
」
か
ら
平
和
を
象

徴
し
て
い
ま
す
。
校
章
に
こ

め
ら
れ
た
願
い
こ
そ
が
吹
田

高
校
を
未
来
へ
と
つ
む
ぐ
た

め
の
座
標
軸
で
あ
る
と
確
信

し
た
一
年
で
し
た
。
い
か
な

る
時
代
、
社
会
に
お
い
て
も

不
易
な
る
も
の
と
流
行
と
が

存
在
し
ま
す
。
と
も
す
れ
ば

流
行
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
が
、
不
易
な
る
部

分
を
見
失
っ
て
は
い
け
な
い

と
自
分
を
戒
め
て
お
り
ま
す
。

吹
田
高
校
に
お
け
る
不
易
な

も
の
と
は
、
生

徒
の
学
び
に
対

す
る
興
味
・
関

心
を
高
め
、
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
あ
る
人
を

育
成
す
る
と
い

う
こ
と
、
地
域

社
会
で
地
道
に

活
躍
し
、
豊
か

な
人
権
感
覚
を

持
つ
生
徒
を
育

成
す
る
こ
と
、

そ
し
て
新
し
い

時
代
に
踏
み
出

す
こ
と
の
で
き

る
勇
気
あ
る
若

者
を
育
て
る
こ

と
だ
と
思
い
ま

す
。
 

　
本
校
は
平
成

十
七
年
度
か
ら

三
年
間
、
大
阪
府
の
「
学
校

経
営
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
の
指
定
を
受
け
て
、
生

徒
の
学
力
向
上
と
希
望
進
路

の
実
現
を
め
ざ
し
、
学
校
の

持
つ
総
合
的
な
教
育
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
明
確
な
目

標
設
定
に
基
づ
く
創
意
工
夫

に
富
む
教
育
実
践
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
1
年
目
は
、

自
ら
学
び
、
自
ら
習
う
生
徒

を
支
援
す
る
た
め
の
ス
タ
デ

ィ
ル
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

教
室
に
は
学
習
ソ
フ
ト
や
教

材
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
置
き
、
生
徒

が
自
由
に
学
習
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

招
き
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
空

調
設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
50

周
年
事
業
基
金
の
一
部
で
整

備
し
て
い
た
だ
き
、
快
適
な

条
件
の
も
と
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
関
係
の
皆
様
に
は

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

2
年
目
に
は
学
び
へ
の
関
心

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
各

分
野
の
専
門
家
や
大
学
関
係

者
に
よ
る
講
座
を
考
え
て
い

ま
す
。
 

　
3
月
に
は
卒
業
生
2
4
4

名
が
鳳
志
会
へ
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

4
月
に
は
2
8
0
名
の
新
入

生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
鳳
志
会
会
員
の
皆
様

方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
、
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
本
校
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

伝
統
を
受
け
継
ぎ
未
来
へ
つ
む
ぐ
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●益々の発展、広域に亘る充実、嬉しく思
います。各々にお互いの連携、明るい和
みを希望します。｢日本一の会にしよう｣を
合言葉に明日に前進あれ。社会はコミニ
ケーションです。話し合うことが第一です
が言葉だけでなく脚で、体で、話し合って
ゆくことも大事にしたいものです。 

　旧職員 H.Y 
 
●昭和37年～42年の5年間国語科教員と
して在職しました。その後関西大学文学
部に教授として在職。昨年3月末で退職
しました。吹校は思い出深い高校で、特
に38年～40年演劇部顧問としていくつ
か上演しました。　旧職員 S.Y 

 
●今年も又立派な会報をお送り下さりあり
がとうございました。貴重な時間をさいて
役員の皆様のご努力に頭が下がります。
おかげさまで懐かしい母校の様子がよく
わかり又一度機会があれば訪ねてみた
い気がしております。本当にありがとうご
ざいました。　1期生 K.F（滋賀県より） 
 
●お世話してくださる方々のお陰で10代に
もどることができます。どれだけありがたい
ことか。今回は恩師の近況を知ることが
出来その頃の先生方の姿が甦ります。個
性の強い先生が多かったような気がします。
懐かしいと同時に先生方がお元気に今
も活躍なさっていることに安心しました。
有難うございます。　3期生 K.M 

 
●メッセージボードには投稿者の氏名、卒業
期、居住を明記した方が良いと思います。
これによりお互いの消息が一層良く判る
と思います。賛助金はむしろ年度会費と

した方がベターと思いますがどうでしょうか。
もっとも終身会費の金額とのバランスが
難しいとも思いますが、納入率向上の工
夫が必要のようですね。　4期生 S.T 

 
●結婚と同時に横須賀に住んで42年、短
大時代の便りはあるのですが吹高のそれ
はなく、主人と息子2人は同じ横須賀高
校なのでいつも楽しそうに話をしているの
が淋しかった。2号で恩師からの便りを読
み、松尾先生、増田先生が大変なつかし
くお元気でおられる様子をうれしく思って
います。5期の進学クラスで数学の特別
補習を朝早くしていただき理数系の苦手
だった私としては非常に勉強になりました。
ありがとうございました。又来年を楽しみ
にしております。　5期生 K.T 

 
●なかなか立派な編集だと感心しています。
編集者の皆様は大変だとおもいますがこ
れからも頑張って下さい。校区内の史跡
やスポット、著名な建造物などシリーズで
紹介されてはどうでしょうか。　7期生 H.T 

 
●初めて「プレス」を送付頂きなつかしく拝
見し、先生方のお元気なコメントを拝読し、
ガンバラなくてはと改めて思いました。卒
業後何度となく転宅し住所不明者にな
っていたのにご案内を頂き感謝します。 
　10期生 Y.H 
 
●良き先生達に恵まれ楽しい学生生活を
送らせていただいて懐かしい。恩師の便
りはうれしかった。又、現状の学校の様
子なども知る事ができたことは良かったと
思います。今後も楽しみです。 

　13期生 M.Y 

●宝塚フアンの私にとって汝鳥 怜さんが
同窓生と知りより、親しみを感じることが
できました。　14期生 O.M 

 
●私の幼稚園の恩師が1期生で先輩だっ
たと初めて知り懐かしくうれしく思いました。
15期生 K.Y 

 
●すっかり過去となっていた高校時代を思
い出し又恩師からの便りに懐かしい先生
の名を見つけたり、広告に同級生の名が
あったりととても温かい気持ちにさせて戴
きました。　15期生 B.M 
 
●｢鳳志会プレス｣第2号楽しく拝見させて
いただきました。表紙右下の現役生のラ
ンチタイムのスナップ写真が懐かしさを
盛り上げてくれました。｢恩師からの便り｣
‘ジャガイモ’の綱島先生、家庭科の今
井先生のお顔が思い出されます。お元
気で何よりです。賛助金を振り込みます。
16期生 N.K 

 
●懐かしく又楽しく読ませて頂きました。一
度吹高へ訪ねたいと思いました。恩師の
便りも少しずつ記憶が戻りました。OBも
参加できる学校行事の情報をお願いしま
す。（文化祭、体育祭等）　17期生 M.K 

 
●いつも楽しみにしています。私の卒業年
度は、同窓会が無く、時々皆はどうしてい
るのか会いたくなります。会報に伝言ペ
ージがあればいいのに…と思います。 

　23期生 W.E 
 
●初めて届き何度も読ませていただきました。
息子の友人が何名か吹高に通っています。

ますますの吹高の発展をお祈り致します。
24期生 N.K 

 
●舞台も拝見したことのある汝鳥 怜さんが
OBだとは驚きました。天野先生や関先
生のお便りは、なつかしかったです。また、
他の先生の近況も聞きたいです。 

　24期生 S.M 
 
●仕事に子育てにとまっ只中におり、時間
的にも同窓会に出席する余裕が持てな
い世代ですが、プレスを頂く事によってし
ばし学生時代を思い出し母校との繋がり
を再確認しています。　27期生 O.H 
 
●いつも楽しみにしています。要望として、
同期の方の近況も気になりますので近
況報告等を紹介するコーナーがあればも
っと楽しみになります。　39期生 N.M 
 
●私は宝塚フアン。先輩の｢汝鳥　伶｣さ
んが吹高卒だと知った時はとても親近感
が沸きました。今回その汝鳥さんの手記
を読んで感激、共感しました。いくつにな
っても夢を見つづけることは幸せな人生
への歩みだと。　43期生 I.Y 

 
●自分が所属していました部の後輩達に
とって部の活動が夢につながったという
報告がとても嬉しかったです。 

　50期生 N.K 
 
●現在、住吉の府立病院に膵臓ガンの為
に入院中です。残念ですが余命も幾ら
も無い旨告知されて居る有様です。過
去の御礼を皆様に宜しくお願いします。 

　6期生 M.K

鳳志会プレス第2号の発行に多くの卒業生の皆さんから色々なメッ
セージを頂きました。その一部ですが掲載させて頂きました。皆様
の温かいメッセージで編集委員も励まされます。今後も充実したプ
レスにしていきたく思います。 

スペック
 

フィット
ネスクラ

ブ スペック
 

フィット
ネスクラ

ブ 

●スイミン
グプール●

トレーニン
グジム●エ

アロビクス
スタジオ 

気軽に楽しく健康づくり 

 

会員募集中！ 

■営業時間/月～金　10：00～22 ：30 
　　　　　/土曜日　10：00～20 ：00 
　　　　　/祝祭日　10：00～19 ：00 
■休 業 日/毎週日曜日・お盆・年末 
　　　　　 年始・その他（施設点検日等） 

スイミング・器械体操・サッカークラブ 
〒533-0004　大阪市東淀川区小松1丁目5番3号 
　　　　　　　　阪急上新庄駅より徒歩3分 
お問い合わせは 106-6326-5577

同時募集中！ 

伊倉　嘉春（3期） 

〒558-0004　大阪市住吉区長居東2-11-21 
TEL ＆FAX（06）6691-9425

処方せんと介護のことなら 

マルテン薬局 

吹田市元町7番11号　旭通り商店街中央 
TEL　06-6381-1983（代） 
FAX　06-6383-2522

タニモトスポーツ 
代表取締役　谷本　英洋（9期） 

総合スポーツ用品専門店 
各種スポーツ用品全般・体育服装・体育器具 

 

製鋼原料 

大舞金属株式会社 
 

代表取締役 
大原　勝英（19期） 

 
〒555-0043　大阪市西淀川区大野1-10-11 
 TEL 06-6473-7260 
 FAX 06-6473-7261

株式会社トリム 
代表取締役　村田　守（14期） 
〒564-0045　吹田市金田町5番47号 

TEL 06-6337-7796　FAX 06-6337-7801　ktrm.co@d5.dion.ne.jp

理事長　寺 西 重 博  （6期） 

いい人　いい街　いい笑顔 

〒567-8651　茨木市西駅前町 ９番３２号 
TEL. ０７２-６２３-４９８１　FAX.０７２-６２２-１５７７ 

ホームページ　http://www.settsu-suito.jp

トっても良い物件　リッチないい物件　ムっちゃいい物件 
ご用意しています 

人間環境学部・経営学部・経済学部 
工学部・短期大学部 

大阪府大東市中垣内3-1-1 
TEL.072-875-3001 

URL　http：//www.osaka-sandai .ac . jp

結 果 が 出 る 大 学  

大 阪 産 業 大 学  
設置 
学部 

◆情報科 
ワープロ実務検定試験について 
吹高では、生徒ひとりひとりの自己実現の糧と
なるよう、資格取得を奨励しております。その一
環として情報科でも、2000年11月より、ワープロ
実務検定（財団法人全国商業高等学校協会
主催）の受験を奨励し、合格者は現在のべ
1087名にのぼっております。生徒の技術も年々
レベルアップしており、2005年度は1級に計6名
が合格するという大変喜ばしい結果となりました。 

被服製作洋服、和服、食物調理で見事一級を取得！ 
三冠王の廣瀬麻美さん、発菜奈美さん。指導担当
の中島教諭と。（2006.2.2） 

小笠原君のチャリティーコンサートに本校卒業生であ
る麒麟（田村君46期生・写真左）が来てくれました！ 
西島校長先生、武田前教頭先生と仲良く記念撮影
（2005.8.29） 

吹高文化祭ステージ部門優勝！2年2組の‘ソーラン節’（2005.9.17） 

第10回クリーンキャンペーン終えてハイポーズ（2005.10.25） 
 

ジュニア・オリンピック・カップ出場権を得た 
レスリング部1年の清水君（2006.1.10） 
全国大会にも出場が決まりました。 吹高見学会に276名の中学生がやってきました（2005.11.12） 

昭和28年当時の校舎と校章 

4
　
開
校
間
も
な
い
草
創
期
の
あ

の
頃
、
吹
田
高
等
学
校
の
立
地

状
況
か
ら
の
景
観
は
、
千
里
丘

陵
の
東
端
、
背
後
に
は
竹
や
雑

木
の
藪
沢
が
あ
り
、
田
園
の
中

に
あ
っ
て
、
東
面
す
れ
ば
、
国

鉄
（
現
J
R
）
の
操
車
場
を
近

景
と
し
て
、
大
阪
平
野
の
彼
方

に
は
生
駒
山
脈
が
遙
か
に
眺
望

で
き
、
大
空
が
展
開
し
て
、
気

宇
を
壮
大
に
さ
せ
る
も
の
が
あ

っ
た
。
 

　
初
め
て
校
章
を
見
た
時
、
翻

え
る
翼
の
し
る
し
に
は
、
ク
ラ

シ
カ
ル
で
重
厚
な
印
象
を
持
ち
、

既
に
伝
統
と
い
う
も
の
が
感
じ

ら
れ
る
ほ
ど
の
趣
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
初
代
校
長
の
意
向
を
受

け
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
、

と
は
後
に
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
典
拠
は
、
中
国
の
古
典
「
荘

子
」
の
巻
頭
、
第
一
編
「
逍
遥
遊
」

の
書
き
始
め
に
載
る
、
想
像
上

の
大
鳥
「
鵬
」
（
鳳
の
旧
字
）

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
北
の
海
に
計
り
知
れ
な

い
巨
大
な
、
『
鯤
』
と
い
う
名

の
魚
の
卵
が
、
孵
化
し
て
『
鵬
』

と
い
う
名
の
大
鳥
に
な
っ
た
。

背
丈
は
幾
千
里
あ
る
か
分
か
ら
ず
、

飛
び
立
て
ば
翼
は
空
を
覆
っ
て

雲
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
海
が
荒

れ
て
波
風
が
起
り
、
そ
の
大
風

に
乗
っ
て
九
万
里
も
の
上
空
へ

昇
っ
て
か
ら
、
六
ヶ
月
も
の
時

を
か
け
て
南
の
空
へ
至
り
息
む
」

と
あ
る
。
 

　
こ
の
学
校
で
学
び
、
巣
立
っ

て
行
く
者
へ
、
逍
遥
し
て
遊
べ

る
憩
い
の
地
、
南
の
海
を
目
差

し
て
大
き
く
羽
ば
た
け
よ
、
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
エ

ー
ル
を
贈
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
想
わ
れ
る
。
「
荘
子
」

に
説
か
れ
る
こ
と
の
一
端
に
つ

い
て
、
も
の
の
本
に
解
か
れ
て

あ
る
、
著
者
（
荘
周
）
の
思
想

を
端
的
に
表
現
し
て
「
完
全
自

由
の
境
地
を
求
め
る
」
（
新
釈

漢
文
大
系
　
市
川
安
司
・
遠
藤

哲
夫
）
を
参
考
に
私
見
を
述
べ

れ
ば
、
次
の
よ
う
に
も
考
え
ら

れ
る
。
 

　
自
由
な
心
境
と
は
、
束
縛
か

ら
解
放
さ
れ
た
境
涯
で
あ
ろ
う
。

人
を
し
て
不
自
由
を
感
じ
さ
せ

る
原
因
と
な
る
も
の
は
、
自
己

に
内
在
す
る
欲
望
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
れ
と
色
々
な
事
象
と

の
相
克
に
よ
る
軋
轢
が
齎
す
懊
悩
。

こ
れ
に
よ
り
心
身
に
苦
し
み
が

生
じ
、
耐
え
得
ず
に
抜
苦
与
楽

を
希
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
仏

典
で
は
屡
散
見
す
る
言
葉
「
涅

槃
」
（
ニ
ル
バ
ー
ナ=

煩
悩
の
炎

を
吹
き
消
す
）
を
祈
り
、
安
寧

を
願
う
、
そ
こ
に
至
れ
ば
自
由

が
得
ら
れ
、
逍
遥
の
世
界
が
展

が
る
。
心
に
相
対
世
界
の
放
逐

を
促
し
て
い
る
。
 

　
「
荘
子
」
に
数
あ
る
寓
話
の

内
の
一
つ
、
「
胡
蝶
の
夢
」
で

知
ら
れ
る
挿
話
が
あ
る
。
そ
れ

は
荘
周
が
夢
の
中
で
蝶
と
な
り
、

楽
し
い
気
分
で
遊
び
戯
れ
、
我

を
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

醒
め
て
み
れ
ば
元
の
自
分
が
そ

こ
に
居
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

そ
れ
で
夢
の
中
で
蝶
に
な
っ
て

い
た
の
か
、
蝶
が
荘
周
を
夢
と

見
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。

普
通
一
般
に
は
現
実
と
夢
を
峻

別
し
て
、
意
義
を
見
出
そ
う
と

す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
二

者
を
区
別
す
る
こ
と
を
超
え
た

世
界
に
遊
ぶ
、
即
ち
「
大
覚
」

と
言
う
も
の
を
体
現
す
る
こ
と

に
目
標
軸
を
据
え
て
、
心
の
解

放
を
計
ろ
う
と
、
荘
周
は
意
図

す
る
。
そ
う
し
て
価
値
観
、
人

生
観
の
転
換
を
迫
る
の
で
あ
る
。
 

　
こ
の
寓
話
を
卑
近
な
例
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
ス
ク
リ
ー
ン
の

映
像
で
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
、

ド
ラ
マ
の
役
に
成
り
切
っ
て
い

る
か
、
観
者
の
立
場
に
あ
る
か

の
関
係
と
し
て
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
こ
で
投
影
機
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
れ
ば
、
「
胡
蝶
の
夢
」

に
似
た
混
乱
が
生
じ
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
館
外
に

出
れ
ば
、
明
々
白
々
、

青
天
の
下
に
自
由
人

と
し
て
の
境
涯
が
得

ら
れ
る
。
暗
い
所
で

ド
ラ
マ
に
酔
い
痴
れ

て
い
た
現
実
の
自
分

か
ら
も
覚
醒
し
た
人
間
、

こ
れ
を
「
荘
子
」
で
は
、

「
至
人
」
、
「
真
人
」
、

「
神
人
」
と
称
し
て
、

志
向
し
、
励
む
こ
と

を
薦
め
て
い
る
。
 

　
本
然
の
自
己
の
確
立
、
南
の

海
に
あ
っ
て
何
も
の
に
も
と
ら

わ
れ
な
い
、
自
由
で
気
の
赴
む

く
ま
ま
に
遊
ぶ
心
境
、
こ
れ
を

目
差
し
て
行
く
こ
と
を
、
推
奨

し
て
い
る
こ
と
が
「
荘
子
」
に

は
読
め
る
。
 

　
内
面
に
、
絶
対
の
境
地
を
拓
け
、

と
の
示
唆
で
も
あ
ろ
う
か
。
 

 

※
志
操
と
は
自
分
の
主
義
や
主
張
な
ど
を

固
く
守
っ
て
変
え
な
い
心
 

経　歴 
経歴 
1956年　吹田高等学校卒業 
1960年　京都市立美術大学卒業 
1962年　同専攻科終了 
1962年　同非常勤講師 
1964年　兵庫県立姫路短期大学講師 
1974年　同助教授 
1980年　同教授 
1990年～92年　同付属幼稚園長兼務 
1998年　兵庫県立姫路工業大学教授 
2003年　同定年退職 
2003年　同名誉教授 

苦
難
と
希
望
の
道
を
歩
ん
で 

13
期
生
　
神
保
　
一
彦
 

鳳
の
志
操 

4
期
生
　
笠
置
　
誠
三
 

     

 

「
一
番
星
見
ー
つ
け
た
、
お
父

さ
ん
星
、
二
番
星
見
ー
つ
け
た
、

お
母
さ
ん
星
・
・
・
」
と
幼
年

時
代
、
銭
湯
に
通
う
道
、
夜
空

の
星
を
眺
め
な
が
ら
自
然
と
言

葉
と
し
て
溢
れ
て
き
ま
し
た
。

　
吹
田
高
校
に
入
学
し
て
す
ぐ

の
15
歳
の
時
、
そ
の
優
し
か
っ
た
、

可
愛
が
っ
て
く
れ
た
一
番
星
の

父
が
他
界
し
、
そ
れ
以
来
私
は

殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
い
無

口
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
の
兄
と
姉
の
結
婚
、

そ
し
て
父
の
死
と
あ
っ
と
い
う

間
に
6
人
家
族
か
ら
3
人
家
族

に
な
り
、
こ
こ
ろ
に
ぽ
っ
か
り

と
穴
が
あ
き
、
淋
し
い
、
や
る

せ
無
い
気
持
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

忌
引
で
何
日
か
休
ん
で
い
た
時
、

「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
学
校
へ
出
て

お
い
で
と
先
生
が
言
っ
て
い
る
よ
」

と
友
達
が
家
に
言
い
に
来
て
、

は
っ
と
し
、
今
か
ら
思
え
ば
あ

の
時
の
誘
い
の
言
葉
に
助
け
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
は
学
校
へ
通
い
始
め
ま

し
た
。
吹
高
は
優
秀
な
先
生
が

多
く
、
の
ど
か
で
、
穏
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
で
育
っ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
人

と
あ
ま
り
よ
く
喋
ら
な
い
無
口

な
青
年
で
し
た
が
、
大
学
に
入

学
し
て
か
ら
は
一
変
し
て
よ
く

喋
る
よ
う
に
な
り
、
慈
母
観
音

の
よ
う
な
人
と
の
出
会
い
、
人

の
気
持
を
汲
ん
で
く
れ
る
先
生

方
と
の
出
会
い
の
な
か
で
、
次

第
に
元
気
を
と
り
も
ど
し
て
行

き
ま
し
た
。
 

　
養
老
孟
司
先
生
が
死
に
つ
い
て
、

親
子
で
あ
る
と
か
、
夫
婦
で
あ

る
と
か
、
ご
く
親
し
い
人
の
死

体
は
通
常
な
か
な
か
死
体
に
な

ら
な
い
「
死
体
で
な
い
死
体
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
彼

自
身
同
様
、
私
も
随
分
長
い
間

考
え
悩
み
ま
し
た
。
 

　
上
智
大
学
で
は
心
理
学
を
専

攻
し
、
著
名
な
先
生
か
ら
臨
床

心
理
学
、
犯
罪
心
理
学
等
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
医
学
部
精
神
神
経
科

で
客
員
研
究
員
と
し
て
、
「
開

眼
時
の
眼
球
運
動
」
の
研
究
を

教
授
指
導
の
下
、
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
絵
を
見
せ
て
、

ど
こ
を
ど
の
様
に
ど
の
位
み
て

い
る
か
と
い
う
実
験
で
論
文
、

本
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
就
職
し
て
病
院
臨
床
（
心

理
査
定
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
一
方

で
独
協
医
科
大
学
精
神
神
経
科
で
、

厚
生
省
老
人
保
健
綜
合
研
究
、

文
部
省
科
学
研
究
依
頼
で
「
痴
呆
」

の
研
究
（
臨
床
心
理
学
部
門
）

に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
簡

単
な
図
を
模
写
さ
せ
た
り
、
日

常
生
活
動
作
能
力
の
程
度
、
簡

単
な
知
能
評
価
ス
ケ
ー
ル
を
用

い
て
生
命
的
予
後
と
の
関
係
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
他
に
、

司
法
鑑
定
、
大
学
で
の
講
義
と

充
実
し
た
日
々
を
送
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
 

　
現
在
は
学
校
臨
床
に
携
わ
り
、

育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
、
臨
床

教
育
学
の
必
要
性
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
私
自
身
、
す
ば
ら

し
い
人
間
関
係
の
な
か
で
、
興

味
あ
る
研
究
に
従
事
出
来
、
夢

と
希
望
を
も
っ
て
歩
み
、
ど
ん

な
に
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

挫
け
ず
、
努
力
し
た
こ
と
が
報

わ
れ
、
糧
に
な
っ
た
と
信
じ
て

い
ま
す
。
感
動
を
自
分
の
手
で

掴
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
っ
と

感
激
の
涙
に
満
ち
溢
れ
る
で
し

ょ
う
。
 

　
最
後
に
、
吹
田
高
校
の
今
後

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
 

経　歴 
昭和40年　吹田高校卒業（13期生）、
上智大学文学部卒業、東京医科歯
科大学医学部客員研究員、病院臨
床（30年）、文京学院大学（15年） 
現在、学校臨床、教育委員会スーパ
ーバイザー、臨床心理士 
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順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 

16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 

31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45

期 
7 
9 
9 
11 
7 
11 
11 
16 
10 
9 
19 
24 
10 
10 
11 

25 
4 
4 
24 
4 
11 
7 
2 
10 
13 
4 
10 
9 
9 
9 

16 
後援会 
9 
9 
7 
9 
8 
9 
9 
8 
9 
8 
9 
9 
9

名　　前 
清 野 　 昌 俊  
松 倉 　 寿 男  
由 上 　 充 男  
奥 川 　 富 夫  
湯 浅 　 　 博  
藤 原 　 晃 一  
村 中 　 重 夫  
金 子 　 　 茂  
中 尾 　 　 昇  
五 十 嵐 礼 子  
辻 　 　 隆 信  
孫 田 　 隆 信  
阪 本 　 展 暉  
北 本 　 冨 康  
玉 置 　 　 光  

明石　真由美 
高 瀬 　 敏 男  
西 野 　 一 鋪  
大 橋 　 　 有  
村 中 　 重 博  
玉 置 　 康 夫  
馬 場 　 　 功  
中 村 　 　 寛  
下 岡 　 　 勉  
常 深 嘉 一 郎  
赤瀬川　彰一 
林 　 省 之 介  
尾 崎 　 千 紘  
山 神 　 久 友  
佐 藤 　 雄 久  

岡 本 　 　 實  
瀧 川 美 智 子  
川 中 　 一 正  
寺 脇 　 康 雄  
田 中 　 　 洋  
清 水 　 　 功  
小 西 　 　 徹  
前 田 　 正 利  
林 　 幸 子  
神 田 　 賢 一  
井 上 　 武 彦  
森 口 　 　 隆  
吉 田　みどり 
岡 野 　 麗 子  
下 村 　 　 努  

クラブ名 
剣　道 
野　球 
一　般 
野　球 

バレーボール 
野　球 
テニス 
ラグビー 
野　球 

ソフトボール 
バレーボール 
テニス 
剣　道 
剣　道 
テニス 

一　般 
野　球 
ラグビー 
野　球 
テニス 

バレーボール 
剣　道 
一　般 
柔　道 
陸　上 

バレーボール 
応援団 
一　般 
陸　上 
 登　山 

体　操 
一　般 
ラグビー 
卓　球 
野　球 
野　球 

バレーボール 
一　般 
一　般 

バレーボール 
柔　道 
一　般 

ソフトボール 
一　般 
卓　球 

グロス 
89 
79 
89 
92 
98 
85 
90 
88 
104 
97 
95 
88 
93 
95 
99 

99 
105 
109 
90 
96 
100 
100 
104 
103 
103 
102 
112 
93 
91 
103 

104 
115 
108 
101 
100 
112 
107 
121 
102 
119 
117 
126 
130 
134 
134

ハンディ 
18 
7.2 
16.8 
19.2 
25.2 
12 
16.8 
14.4 
30 
22.8 
20.4 
13.2 
18 
19.2 
22.8 

22.8 
28.8 
32.4 
13.2 
19.2 
22.8 
22.8 
26.4 
25.2 
25.2 
24 
33.6 
14.4 
12 
24 

24 
34.8 
27.6 
20.4 
19.2 
31.2 
25.2 
38.4 
18 
34.8 
32.4 
40 
40 
40 
40

NET 
71 
71.8 
72.2 
72.8 
72.8 
73 
73.2 
73.6 
74 
74.2 
74.6 
74.8 
75 
75.8 
76.2 

76.2 
76.2 
76.6 
76.8 
76.8 
77.2 
77.2 
77.6 
77.8 
77.8 
78 
78.4 
78.6 
79 
79 

80 
80.2 
80.4 
80.6 
80.8 
80.8 
81.8 
82.6 
84 
84.2 
84.6 
86 
90 
94 
94

鳳志会ゴルフ愛好会事務局　　9期生　清水　功 
〒564-0001 吹田市岸部北 1-11-2 
Tel　06-6330-4031　Fax　06-6330-4032　E-Mail　i_simizu@qj8.so-net.ne.jp

第3回鳳志会ゴルフコンペ　成績表 

開催日：平成17年5月19日　会場：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし） 

開催日：平成17年10月19日　会場：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし） 

同窓会開催予定 
9期生（昭和36年卒業生 ）へ 
卒業45周年 を迎え、同窓会を計画しています。 
日　時：平成18年10月29日（日）　12時～ 
会　場：ホテル阪急インターナショナル（北区・茶屋町） 
会　費：10,000円 
幹　事：5組　井上武彦　6組　松倉寿男　 
　　　　8組　天野和彦 
世話人：①岡野麗子　①吉田みどり　③林　幸子 
④松清満子　⑤吉見百合子　⑤東野光子　⑥佐藤雄久 
⑥玉置康夫　⑦由上充男　⑧多田嘉通雄　 
事務局：③清水功　  TEL.06-6330-4031

24期生同窓会 
 卒業30周年 を記念して、24期生 の学年同窓会を2006年2
月19 日（日）ホテルグランヴィア大阪にて開催しました。117
名の卒業生と8名の恩師に出席していただき、30年 ぶりの再
会を楽しみました。下記の写真は、1組の出席者と恩師の先生
方です。また、会費収入の残金は15,395円 でしたが、全額鳳
志会に寄付させていただきました。 

 平成17年（2005年 ）9月3日、千里阪急ホテルに
おいて吹三会（吹田高校三期生の同窓会）の卒業
50周年同窓会 を開催しました。倉靖先生、広田恒一
先生、本多康男先生を迎え、106名 の参加を得て、
盛大に挙行出来ました。卒業して初めての顔、なつ
かしい顔々で話が弾み、時を忘れる位で、最後に先
生方をはさんでクラス単位の写真を撮り、無事終了。
3年後の2008年 に吹三会を開くことに決まりました。
次回も盛大に開かれることを期待しています。 

19期生（S46年卒業生 ）へ 
　卒業35周年 を記念して全クラス合同の同窓会を開催
します。前回は5年前に開催し、150名 の同窓生が集まり
ました。同級生をお誘い合わせの上、奮って参加下さい。 
日　時：平成18年6月25日（日）12時～17時 
会　場：江坂東急インホテル 
会　費：10,000円 
　問　：TEL06-6338-0640（木戸） 

第5回　鳳志会ゴルフコンペの開催案内 

第4回参加者（総数50名） 参加希望者は、事務局迄ご連絡下さい。 

順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 

18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 

35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50

期 
7 
7 
11 
11 
11 
16 
2 
19 
9 
10 
9 
13 
24 
9 
6 
4 
9 

4 
9 
4 
11 
4 
7 
10 
6 
9 
10 
6 
9 
16 
11 
10 
16 
10 

9 
10 
8 
13 
10 
10 
10 
8 
9 
9 
9 
9 
9 
18 
6 
9

名　　前 
馬 場 　 　 功  
清 野 　 昌 俊  
藤 原 　 晃 一  
村 中 　 重 夫  
奥 川 　 富 夫  
金 子 　 　 茂  
中 村 　 　 寛  
辻 　 　 隆 信  
山 神 　 久 友  
北 本 　 冨 康  
林 　 幸 子  
常 深 嘉 一 郎  
大 橋 　 　 有  
駒 井 　 正 之  
荒 川 　 洋 一  
岡 田 　 良 一  
松 倉 　 寿 男  

高 瀬 　 敏 男  
寺 脇 　 康 雄  
赤瀬川　彰一 
玉 置 　 　 光  
西 野 　 一 鋪  
湯 浅 　 　 博  
中 尾 　 　 昇  
前 田 　 　 宏  
佐 藤 　 雄 久  
三 浦 　 　 眞  
田 中 　 　 洋  
天 野 　 和 彦  
岡 本 　 　 實  
西 川 　 克 弘  
阪 本 　 展 暉  
櫛 田 　 　 豊  
林 　 省 之 介  

由 上 　 充 男  
嶋 田 　 隆 夫  
武 長 　 　 勝  
中 村 　 充 隆  
久喜　由美子 
神藤　加代子 
下 岡 　 　 勉  
小 西 　 　 徹  
尾 崎 　 千 紘  
清 水 　 　 功  
前 田 　 正 利  
下 村 　 　 努  
吉見　百合子 
藤 本 　 順 子  
上 村 　 和 輝  
岡 野 　 麗 子  

クラブ名 
剣　道 
剣　道 
野　球 
テニス 

バレーボール 
　ラグビー 
一　般 

バレーボール 
陸　上 
剣　道 
一　般 
陸　上 
野　球 
柔　道 
テニス 
野　球 
野　球 

野　球 
卓　球 

バレーボール 
テニス 
ラグビー 
バレーボール 
野　球 
一　般 
 登　山 
一　般 
野　球 
ラグビー 
体　操 
野　球 
剣　道 
ラグビー 
応援団 

一　般 
陸　上 
放　送 
体　操 
バスケット 
放　送 
柔　道 

バレーボール 
一　般 
野　球 
一　般 
卓　球 
バスケット 
バレーボール 
バレーボール 
一　般 

グロス 
98 
85 
80 
91 
95 
95 
101 
99 
99 
91 
97 
102 
89 
107 
94 
100 
102 

95 
107 
104 
104 
110 
102 
102 
107 
106 
98 
102 
108 
101 
99 
98 
95 
101 

100 
118 
117 
116 
112 
118 
108 
116 
106 
112 
120 
126 
131 
131 
128 
148

ハンディ 
25.2 
12 
6 
16.8 
20.4 
19.2 
25.2 
22.8 
22.8 
14.4 
20.4 
25.2 
12 
30 
16.8 
22.8 
24 

16.8 
28.8 
25.2 
25.2 
31.2 
22.8 
22.8 
27.6 
26.4 
18 
21.6 
27.6 
20.4 
18 
16.8 
13.2 
19.2 

18 
36 
34.8 
33.6 
28.8 
34.8 
24 
28.8 
18 
24 
31.2 
36 
40 
40 
36 
40

NET 
72.8 
73 
74 
74.2 
74.6 
75.8 
75.8 
76.2 
76.2 
76.6 
76.6 
76.8 
77 
77 
77.2 
77.2 
78 

78.2 
78.2 
78.8 
78.8 
78.8 
79.2 
79.2 
79.4 
79.6 
80 
80.4 
80.4 
80.6 
81 
81.2 
81.8 
81.8 

82 
82 
82.2 
82.4 
83.2 
83.2 
84 
87.2 
88 
88 
88.8 
90 
91 
91 
92 
108

第4回鳳志会ゴルフコンペ　成績表 
順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

　鳳志会活動の一環として平成17年5月 と10月 にゴルフコンペを開
催しました。多くの方のご参加をいただきました。 
第4回表彰式後49期生小笠原君 の心臓移植手術の支援金・募金をお
願いしました。￥88,613― が集まり小笠原君を救う会に寄付しました。 
本年度も5月と10月 に開催致します。 

●開催日　平成18年5月 18 日（木） 
●会　場　茨木高原CC 
●予定数　16組　64名予定 

〈第5回　鳳志会 ゴルフコンペ〉 

同窓会情報をお知らせください。各学年単位で同窓会
をされている場合通信費の一部として鳳志会から援助さ
せて頂いております。鳳志会までご連絡ください。 

連絡先　吹田高校内「鳳志会事務局」 
TEL06-6387-6651　FAX06-6387-6567

ソフトテニス部O・B会のご案内 
　ソフトテニス部O・B諸兄姉には、お元気にご活躍のこ
とと、お喜び申し上げます。日頃は、O・B会並びに現役生
に、多大なるご支援を賜り、有難うございます。毎年9月
の第一日曜日に、母校にてO・B会（テニス大会）を開催致
しております。今年も下記の通り開催致しますので、皆様
お誘い合わせの上、ご参加下さいます様、ご案内致します。 
日　時：平成18年9月3日（日）雨天中止 
　　　　9時～17時　正午よりO・B会総会 
場　所：吹田高校テニスコート 
会　費：3,000円（昼食代を含む） 
幹　事：13期生　西村　義雄 
　　　　TEL.06-6388-7923

19期生新年会 
毎年1月の中頃、新年会を開催しています。 
今年は20人ほ ど集まりました。 
お知らせは下記のホームページでご覧いただけます。 
19期生 の皆さんの参加をお待ちしています。 
http：//wwwa.dcns.ne.jp/̃mr-joker/index.html

吹三会50周年同窓会 



高
き
に
登
り
遠
く
を
見
よ
 

1
期
生
　
工
学
博
士
　

山
本
　
史
 

夢
見
る
六
十
九
歳 

3
期
生
　
城
　
隆
嗣
 

1953（昭和28年）吹田高校卒業（1期生）、
立命館大学理工学部化学科卒業、同年教
授推薦により立命館大学理工学部化学科
助手、同助教授、同教授、同大学院理工学
研究科特別任用教授 
　工学博士（京都大学）：1973年、立命館
大学理工学部海外研究派遣員としてフラン
ス・ボルドー第1大学内：国立科学研究セン
ター（CNRS ）へ留学（1981年4月～1982
年3月）、京都発明協会新工業材料ゼミナ
ール顧問（1987年～2004年） 
　電気化学会関西支部顧問、株式会社和
気研究開発部技術顧問　科学技術庁注
目発明賞を科学技術庁長官山東昭子氏よ
り授与（1991年）　著書　新世代工学シリ
ーズ　電気化学（共著）　オーム社（2000年） 

経　歴 

昭和12年1月4日生（69歳） 
学歴　昭和37年3月　同志社大学　法学部卒 
職歴　（株）ユニ・エンジニアリング 
昭和44年10月～平成9年5月 代表取締役社長 
平成9年5月～現在に至る 取締役　会長 
団体経歴 
平成1年5月～現在に至る 
　　　（社）大阪府高圧ガス安全協会理事 
平成3年5月～現在に至る 
　　　（社）日本エルピーガスプラント協会理事 
・平成16年7月1日 
　内閣総理大臣　産業安全功労賞　その他 
山岳歴 国内 昭和30年から剣岳中心に 
  山行をし現在に至る 
 海外 ネパール　ヒマラヤ（6000m 
  以上）　8回 
 15年春季　フンチ峰（7036m）初登頂（隊長） 
団体経歴 昭和63年4月　大阪府山岳連盟　副会長 
 平成10年4月　大阪府山岳連盟　会長 
・平成17年10月10日　 
　大阪府知事　スポーツ功労賞　その他 

経　歴 
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こ
の
た
び
鳳
志
会
会
報
原
稿

の
依
頼
を
受
け
、
卒
業
以
来
ほ

と
ん
ど
接
点
が
な
か
っ
た
僕
に
「
な

ん
で
？
」
と
、
素
朴
な
疑
問
が

湧
き
ま
し
た
。
僕
は
、
学
生
時

代
ま
っ
た
く
目
立
た
な
い
、
そ

し
て
隠
れ
て
ス
キ
ー
に
ス
ケ
ー
ト
、

は
た
ま
た
学
校
を
さ
ぼ
っ
て
は

図
書
館
で
伝
記
物
を
読
ん
で
「
馬

鹿
も
そ
の
う
ち
大
成
す
る
わ
い
」

と
自
分
で
納
得
し
て
い
る
学
生

で
し
た
。
そ
ん
な
僕
に
と
っ
て

こ
の
依
頼
は
50
年
も
過
ぎ
て
馬

鹿
の
上
塗
り
を
し
て
し
ま
う
結

果
と
な
る
こ
と
は
見
え
透
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
現
在
の
僕
自
体
、

単
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
 

　
現
在
の
僕
は
40
数
年
来
高
圧

ガ
ス
関
係
の
仕
事
を
続
け
て
お
り
、

そ
の
う
え
関
係
業
界
、
登
山
関

係
（
日
本
山
岳
協
会
、
大
阪
府

山
岳
連
盟
）
と
三
足
の
ワ
ラ
ジ

を
は
い
て
お
り
、
そ
の
関
係
で

月
に
4
回
以
上
も
東
京
に
出
張

が
あ
り
ド
タ
バ
タ
の
生
活
を
し

い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
そ
ん
な
僕
も
年
に
1
回
、
2

ヶ
月
間
の
休
暇
を
取
り
、
ネ
パ

ー
ル
の
山
に
、
チ
ベ
ッ
ト
に
と

好
き
な
登
山
を
し
て
息
を
抜
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
チ

ベ
ッ
ト
に
行
き
、
遊
牧
民
の
テ

ン
ト
に
、
現
地
で
泊
り
込
み
、

実
際
の
生
活
を
体
験
し
て
み
た

く
計
画
し
て
お
り
、
そ
ん
な
中

で
「
鳥
葬
」
の
現
場
に
で
も
出

く
わ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
過
去
の
登
山
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
2
0
0
3
年
4

月
19
日
に
ネ
パ
ー
ル
・
ク
ン
ブ

地
方
の
フ
ン
チ
峰
（
7
0
3
6
m
）

に
隊
長
と
し
て
初
登
頂
を
し
た

事
で
す
。
こ
の
山
は
エ
ベ
レ
ス

ト
の
西
約
20
キ
ロ
に
有
り
、
ク

ン
ブ
地
方
で
7
千
メ
ー
ト
ル
以

上
の
最
後
の
未
踏
峰
で
し
た
。

最
初
の
偵
察
山
行
か
ら
5
回
目
、

6
年
か
け
て
登
頂
に
成
功
し
ま

し
た
。
山
岳
関
係
者
か
ら
は
執

念
の
登
山
と
言
わ
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。
 

　
来
る
年
も
、
来
る
年
も
失
敗

を
繰
り
返
し
、
そ
の
度
に
何
故

失
敗
し
た
か
を
考
え
、
今
年
こ

そ
と
意
気
込
ん
で
行
き
ま
し
た

が
6
年
も
か
か
り
ま
し
た
。
 

　
山
登
り
は
19
歳
か
ら
始
め
50

年
近
く
に
な
り
ま
す
。
何
故
こ

れ
程
ま
で
に
続
け
ら
れ
た
の
か
、

考
え
て
み
ま
す
と
自
分
の
力
ば

か
り
で
は
な
く
、
周
り
の
人
に

助
け
ら
れ
、
支
え
ら
れ
た
点
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
登
山
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
時
、

そ
の
時
で
条
件
が
変
わ
り
、
同

じ
ル
ー
ト
で
あ
っ
て
も
雪
や
雨
、

そ
れ
も
堅
い
雪
、
柔
ら
か
い
雪
、

激
し
い
雨
、
し
と
し
と
降
る
雨
、

そ
れ
ぞ
れ
で
登
山
方
法
も
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
飽
き
る

事
な
く
続
け
ら
れ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
 

　
こ
れ
か
ら
自
分
の
体
力
は
落
ち

る
で
し
ょ
う
が
後
輩
に
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
、
登
山
の
楽
し
さ
を

教
え
る
事
、
そ
れ
と
共
に
自
分
で

も
研
鑽
し
、
後
10
年
位
は
楽
し
み

た
い
と
夢
み
て
い
ま
す
。
 

　
昭
和
25
年
吹
田
高
校
に
入
学
し

た
時
は
、
旧
制
高
女
跡
、
関
西
大

学
の
西
北
部
に
位
置
す
る
丘
陵
に
、

仮
校
舎
が
あ
っ
た
。
小
ぢ
ん
ま
り

と
し
て
い
た
も
の
の
、
諸
設
備
が

完
備
し
た
、
南
面
に
運
動
場
も
あ

っ
た
。
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
も
、

大
半
が
大
手
前
高
校
と
北
野
高
校

か
ら
の
転
学
教
員
で
、
運
動
会
等

の
行
事
も
、
大
手
前
高
校
の
テ
ン

ト
を
借
り
て
の
催
し
で
あ
っ
た
。

こ
の
閑
静
な
千
里
山
の
学
舎
で
、

優
秀
な
教
員
の
指
導
下
、
各
科
目

の
基
礎
を
じ
っ
く
り
と
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
短
く
は
あ
っ
た
が
、

勉
学
に
集
中
し
て
と
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
。
 

　
さ
て
、
そ
の
次
は
新
学
舎
へ
の

移
転
作
業
で
あ
っ
た
。
教
員
・
学

生
の
総
動
員
体
制
で
、
千
里
山
か

ら
原
の
土
地
へ
、
机
・
椅
子
等
の

大
移
動
で
あ
っ
た
。
 

　
移
転
し
た
新
学
舎
の
周
り
は
、

田
ん
ぼ
の
真
中
に
位
置
し
て
、
新

学
舎
が
ポ
ツ
ン
と
建
て
ら
れ
て
い

た
。
南
面
に
広
々
と
し
た
運
動
場

が
あ
り
今
も
同
じ
。
 

　
放
課
後
な
ど
は
、
本
館
の
前
の

草
む
ら
に
座
り
、
運
動
場
を
見
下

し
な
が
ら
、
先
生
を
囲
み
、
或
い

は
親
し
い
者
同
志
で
、
皆
明
る
く

雑
談
等
に
興
じ
て
い
た
。
そ
れ
故
、

交
流
（
友
）
の
輪
は
、
一
段
と
大

き
く
な
っ
た
。
 

　
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
私
が

生
涯
持
ち
つ
づ
け
、
常
に
心
の

支
え
と
な
っ
た
、
「
名
言
」
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
漢
文
の
西

川
先
生
（
京
大
卒
）
の
教
え
で
、

「
高
き
に
登
り
、
遠
く
を
見
よ
」
、

こ
の
一
言
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
気
持
で
、
生
涯
を
送
れ
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

　
吹
田
高
校
で
の
青
春
時
代
に
、

学
問
の
み
な
ら
ず
、
「
人
生
の
生

き
方
」
そ
の
も
の
を
優
秀
な
先
生

方
か
ら
、
教
わ
っ
た
深
い
感
銘
は
、

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
吹
田
高
校
で

学
べ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
 

　
ま
た
、
一
期
生
と
い
う
こ
と
か

ら
、
続
く
後
輩
に
も
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
い
う
気
持
は
当
然
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
自
分

自
身
が
し
っ
か
り
頑
張
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
が
、

常
に
頭
の
片
隅
に
あ
っ
た
。
前
述

の
名
言
と
と
も
に
、
こ
の
二
点
が

私
の
長
い
研
究
生
活
に
専
念
す
る

た
め
の
「
生
き
が
い
」
で
も
あ
っ

た
。
 

　
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
正
月

の
元
旦
に
、
朝
早
く
お
ぞ
う
に
を

そ
そ
く
さ
と
祝
い
、
す
ぐ
大
学
へ

向
か
っ
た
。
正
月
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
館
閉
ま
っ
て
い
る
。
守
衛

さ
ん
に
鍵
を
も
ら
い
に
行
く
と
、

「
あ
ん
た
、
今
日
は
元
旦
や
で
」

と
云
わ
れ
た
。
私
は
「
今
の
自
分

に
と
っ
て
は
、
元
旦
ど
こ
ろ
で
な

い
」
と
云
っ
て
、
研
究
室
へ
一
目

散
に
向
っ
た
。
折
り
し
も
博
士
論

文
の
総
仕
上
げ
の
時
で
あ
っ
た
。
 

　
何
事
に
お
い
て
も
、
一
つ
の

こ
と
を
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、

そ
れ
な
り
の
苦
労
と
努
力
無
し

に
は
、
成
し
と
げ
ら
れ
な
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
獲
得

も
そ
う
、
そ
の
裏
側
に
は
、
人

に
も
云
え
な
い
大
変
な
苦
労
と

努
力
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
 

　
立
命
館
大
学
理
工
学
部
海
外

研
究
派
遣
員
と
し
て
の
フ
ァ
ン

ド
（
留
学
資
金
）
が
、
教
授
会

で
決
定
し
た
と
き
、
京
大
の
学

位
論
文
の
副
査
を
し
て
い
た
だ

い
た
教
授
の
下
に
相
談
に
行
っ
た
。
 

　
そ
の
教
授
い
わ
く
、
留
学
と

云
え
ば
や
た
ら
と
ア
メ
リ
カ
へ

行
く
。
お
前
は
苦
労
す
る
だ
ろ

う
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
（
C
N
R
S
）
へ

行
け
、
所
長
に
手
紙
を
出
し
て

や
る
と
云
わ
れ
た
。
 

　
当
時
、
私
た
ち
理
・
工
・
医
の

第
二
外
国
語
は
「
ド
イ
ツ
語
」
の

み
で
あ
っ
た
。
さ
あ
大
変
!
す
ぐ

に
京
都
の
日
佛
会
館
へ
五
ヶ
月
通

い
、
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
っ
た
次
第
。

案
の
定
、
そ
の
時
々
の
苦
労
は
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
思
え
ば
フ

ラ
ン
ス
へ
行
っ
て
良

か
っ
た
と
、
し
み
じ

み
思
う
次
第
で
あ
る
。

ボ
ル
ド
ー
の
地
故
、

土
・
日
は
パ
リ
へ
行

っ
た
。
お
蔭
で
後
述

の
本
も
書
く
こ
と
が

で
き
た
。
 

　
ど
う
か
後
輩
諸
君
、

諸
君
達
に
と
っ
て
は
、

今
か
ら
で
も
遅
く

な
い
!
。
苦
労
と

努
力
を
お
し
ま
ず
、

頑
張
っ
て
欲
し
い
。

必
ず
将
来
「
吉
」
と
な
っ
て
還

っ
て
く
る
。
 

　
最
後
に
、
こ
の
度
、
一
般
教
養

書
兼
教
科
書
（
大
学
教
養
課
程
、

女
子
大
、
短
大
、
工
専
）
と
し
て
、

理
・
工
・
医
（
息
子
：
テ
キ
サ
ス

大
学
）
の
立
場
か
ら
、
化
学
を
中

心
に
、
健
康
と
病
気
に
関
す
る
「
私

の
健
康
手
帳
（
仮
題
）」
を
、
東

京
オ
ー
ム
社
よ
り
、
五
月
頃
出
版

予
定
で
す
。
誰
も
が
楽
し
く
読
め
、

イ
ラ
ス
ト
50
カ
ッ
ト
入
っ
て
い
る
。
 

〔1期生 〕10,000円：伊澤（平松）初美、関（木田）和夫、中村（梶）梅代、納屋洋子、片山章　2,000円：加藤（福富）久子、乾光子、小山（岩本）富美子、小林弘一、松
田弘　〔2期生 〕10,000円：小川財弘、曽我隆子　6,000円：芳賀修　5,000円：熊田（山向）年子、鳥野（平松）弘　3,000円：横田隆介　2,000円：川井　夫、中村
寛　〔3期生 〕10,000円：金子（南）ヤス　6,000円：清岡（今尾）壬名子　5,000円：森勝美、村田孝、田中（名越）章子、白岩武志人　3,000円：岡田（長島）妙子、宮
本正博、高田節雄、松本（安尾）央子、畑（北田）幸子、澤田光鷹　2,000円：加藤（松阪）敦子、吉田（越智）恭子、高橋政子、中谷（甲角）聡子、中畑栄蔵、梅本泰男、
北浦（清水）周子　〔4期生 〕10,000円：峰下哲　5,000円：井上富雄、加賀山（辻）幸子、泉（神田）幸子、辰巳彰、田中嘉昭、田中（岡本）幸子　3,000円：阿部（谷
口）久子、山下晋、前田政雄　2,000円：下野博信、新谷（山本）正、田中（木村）恭子、島田立彦、湯川泰昌、藤田（中山）三代、武藤憲章　〔5期生 〕10,000円：椿野
武博　5,000円：秋山輝子、小見川（山崎）千津子、西川（上）房枝、畑（渋谷） 則子、福島（岩田）房枝　4,000円：小坂田 琢也　3,000円：河野（堀）房子、松井（小
澤）喜久子、森田（三矢田）津多子、中塚千代子、末井（見沢）典子　2,000円：五老海（八木）明美、森田（中川）和子、西川民夫、和多利英　〔6期生 〕50,000円：上
村和輝　30,000円：千代せつ子　5,000円：荒川洋一、寺辻健治　4,000円：奥田（山辺）恵子　2,000円：河野欣明、小倉（池上）利子、田中護、松本尭　〔7期生 〕
5,000円：古市（奥）和美、三木（三島）正子、秋田宰、西本（山本）紀子、湯浅博、樋口正義　4,000円：佐々木辰夫　3,000円：宮野禎三、田中洋　2,000円：亀島（安
田）幸子、江草（寺井）恵子、三宅（中山）幸子、寺西信夫、中嶋紀雄　〔8期生 〕10,000円：神田賢一　5,000円：田中健一、湯原（白石）醇子、武長勝　2,000円：阿
部信彦、井上（金谷）美知子　〔9期生 〕10,000円：川中一正、中嶋一郎、飯田隆　5,000円：駒井正之、松倉寿男、清水功　4,000円：五味（植田）恵美子、寺脇康雄、
林（水野） 幸子　3,000円：真田幸隆、西島（後藤）経子、東野光子　2,000円：井上武彦、山中（岸下）泰子、松本（大門）久子、秦（坪田）牧子、前田（金川）智子、天
野和彦、堀田信之　〔10期生 〕10,000円：乾 明三、木田雅子　6,000円：林省之介　5,000円：川上治　3,000円：蒲田弘　2,000円：相馬昭義　〔11期生 〕
10,000円：飯村勝之　5,000円：藤原晃一　3,000円：久国（山縣）節子　2,000円：音堂（音堂）育子、上田征夫、吹田（吉田）久子、大塚（中村）昌子　〔12期生 〕
4,000円：青木功　3,000円：中村清　2,000円：大田英明、大東靖子、藤岡（堀之内）万里子　〔13期生 〕5,000円：常深嘉一郎　2,000円：今尾充彦、坂口広一　
〔14期生 〕10,000円：鳥居（中村）和美、唐沢八洲仁、浜口好一　7,000円：久次米克也　5,000円：藤田剛　2,000円：笹川康博　〔15期生 〕4,000円：藤浦（浅
野）健二　2,000円：樋口（黒川）鈴子　〔16期生 〕2,000円：河内信子、西村（吉田）和子、田中（猪飼）佐代子、堀川（国藤）淑子　〔17期生 〕5,000円：常深勲、土
井実　3,000円：笹川（樋口）喜美江　〔18期生 〕3,000円：味下隆司　2,000円：田中（松本）美香子、藤本順子、入沢（中西）敏子　〔19期生 〕5,000円：速水克
己、池谷綱記　2,000円：西川雅博、村田和人、大原勝英、仲地盛和、湊（古木）英子　〔20期生 〕2,500円：小寺政治　2,000円：崎 章浩、西田茂、副島（杉内）由美
　〔21期生 〕3,000円：荻野正晴　〔22期生 〕2,000円：今西（柚子）正一、三宅眞嗣　〔24期生 〕2,000円：U/S（匿名）（T/S）　〔25期生 〕6,000円：荒木（寺田）
加代子　2,500円：小寺（上田）博子　2,000円：若柳勝明　〔30期生 〕2,000円：伊勢孝司　〔35期生 〕2,000円：梁木俊秀　〔37期生 〕2,000円：神田和也　〔40
期生〕3,000円：吉田（見辺）るみこ　2,000円：神田英子　〔43期生 〕2,000円：今井（上田）ゆかり、加藤久士　〔49期生 〕2,000円：国尾英樹　〔先生〕6,000円：
井上（斉藤）博子、長谷康富　5,000円：江戸四郎一、幡山文一、廣田恒一　3,000円：佐藤嗣二、濱田俊輔　 
7期　秋田宰様、49期　国尾英樹様は小笠原君支援金へ各5,000円振替する。　　※平成18年3月31日現在 
 
第2号広告協賛者（敬称略、順不同） 
60,000円：宮川征四郎（8期生）、大阪産業大学　20,000円：中村明（19期生）　15,000円：寺西孝年（5期生）　10,000円：岡本實（16期生）、上村秀輝（13期生）、
清野昌俊（7期生）、山出満（18期生）、上村和輝（6期生）、谷本英洋（9期生）、佐藤雄久（9期生）、筒井進（8期生）、寺西重博（6期生）、味舌隆司（18期生）、東城妙
子（10期生）、西　康（15期生）　5,000円：伊倉嘉春（3期生）、橋本利彦（8期生）、大原勝英（19期生）、松清満子（9期生）、馬場功（7期生）、池畑善規（1期生）、田
中美香子（18期生）、辻隆信（19期生）、村中重博（4期生）、中川節子（10期生）、吉田みどり（9期生） 
●平成17年度懇親会に寄贈　4期生：福地（黒嶋）佐代子　デザート寄贈、9期生：吉見　百合子　ビール寄贈　 
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鳳志会活動に対する 
寄付のお願い 

 
鳳志会活動の運営会費は、｢会費（終身会
費5,000円）寄付金及びその他の収入金を
もって充てる｣と会則に明記されています。 
昨年度の｢鳳志会会報｣発刊時に皆様方に寄
付金のお願いを行いましたところ多くの方
の賛同をいただきました。（下記協賛者の
名簿を参照下さい。188名￥822,000円） 
本年度も｢鳳志会会報｣の印刷費及び郵送費
を賄う費用に活用させて頂きます。主旨ご
賛同のうえ、皆様のご理解とご支援をお願
い申し上げます。 
ご協力いただける方は同封の｢振込用紙｣で
お振込みいただきますようよろしくお願い
申し上げます。 

（寄付賛助金　1口　2,000円か ら） 
郵便局　00970-5-330003 
大阪府立吹田高等学校　鳳志会 

鳳 志 会 　 平 成 1 7 年 度  賛 助 金 　 寄 付 振 込 者 名 簿  

佐藤　雄久（9期） 
 

レディスファッション 
ヤングカジュアル 
大阪・天神橋 TEL06-6351-8134 
梅田・EST―1 TEL06-6376-1607

※敬称略　（　）内は旧姓 

＜大学＞ 
関西大学/大阪学院大学/梅花女子大学/大阪経済法科大学/大阪国際大学/大阪電気通信
大学/大阪経済大学/常盤会学園大学/神戸国際大学/阪南大学/大阪学院大学/英知大学/大
阪産業大学/大阪成蹊大学/平安女学院大学/追手門学院大学/宝塚造形美術大学/奈良産
業大学/園田学園女子大学/関西外国語大学/大阪人間科学大学/千里金蘭大学/関西福祉
科学大学/摂南大学/帝塚山大学/大阪青山大学/大阪工業大学/大谷大学/武庫川女子大学/
神戸松蔭女子学院大学　 
＜短期大学＞ 
関西外国語大短大部/大阪薫英女子短期大学/大阪夕陽丘学園短期大学/大阪青山短期大
学/梅花女子短期大学/大阪成蹊短期大学/大阪キリスト教短期大学/千里金蘭大学短大部/
大阪健康福祉短期大学/夙川学院短期大学/大手前短期大学/大阪国際短期大学/港湾職業
能力開発短期大学/大阪健康福祉短期大学/甲子園短期大学 
＜専門学校（看護学校）＞ 
大阪済生会中津看護/大病協看護/南大阪看護/大阪府医師会看護/小阪病院看護/愛仁会
看護助産/松下看護 
＜専門学校＞ 
大原法律/ECCコンピュータ/大阪YMCA国際/日産京都整備/履正社学園コミュニティ・スポー
ツ/駿台観光&外語/ハイテクノロジー/大阪リゾート&スポーツ/大阪保育福祉/大阪社会体育/テ
クニカルカレッジ神戸/上田安子服飾/辻調理士/天宗社会福祉/大阪コミュニケーションアート/
大阪ビジネスカレッジ/兵庫栄養調理製菓/大阪工業技術/京都衛生/グラムール美容/大阪ビュー
ティーアート/近畿社会福祉/大阪観光/エコーペットビジネス総合学院/大阪モード学園/大原簿
記/K-two/大阪スクールオブミュージック/大阪スクールオブキャナリアート/大阪医療秘書福祉
/ECC国際外語/大阪デザイナー/大阪ベルエベル美容/修成建設/大手前製菓学院 

主 な 進 路 先  
4年制大学57名、短期大学30名、専門学校59名、就職46名、その他46名（平成18年度） 

2
万
名
を
越
す
吹
田
高
校
卒
業

生
が
実
に
様
々
な
方
面
で
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
も
吹

田
高
校
の
伝
統
を
築
い
て
こ
ら

れ
た
諸
先
輩
の
興
味
あ
ふ
れ
る

思
い
出
話
や
、
温
か
く
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
パ
ワ
ー
を
頂
け

る
気
が
し
ま
す
。
 

こんにちは 

先 輩  

鳳
志
会
プ
レ
ス
3
号
目
の
発
行
に
際
し
て
 

鳳
志
会
 
会
長
　
上
村
　
和
輝
（
6
期
生
）
 

2

　
私
達
一
期
生
が
入
学
し
た
の

は
終
戦
4
年
と
8
ヶ
月
後
の
昭

和
25
年
4
月
の
こ
と
で
、
外
地

か
ら
多
く
の
人
が
引
き
揚
げ
て

来
て
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
直
後
の
時

代
で
、
ま
だ
ま
だ
食
糧
難
、
就

職
難
の
頃
で
、
国
全
体
が
「
貧

乏
人
の
子
沢
山
」
の
状
態
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
当
時
の
高
校
進

学
率
は
30
%
台
で
残
り
の
多
く

は
中
学
校
卒
業
で
就
職
と
い
う

の
が
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
高
校
に
進
学
で
き

た
私
達
は
本
当
に
恵
ま
れ
て
い

た
と
云
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
 

　
吹
田
高
校
は
新
設
府
立
学
校
と

云
う
こ
と
で
仮
校
舎
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
為
、
今
か
ら
思
え
ば
設
備

や
器
具
は
随
分
不
備
で
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
そ
れ
を
非
常
に
優
秀
な

熱
意
溢
れ
る
教
諭
陣
が
補
っ
て
余

り
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
 

　
校
風
は
極
め
て
明
る
く
、
皆
仲

が
良
く
て
暴
力
事
件
や
い
じ
め
の

よ
う
な
も
の
は
一
切
無
か
っ
た
。

高
校
時
代
い
ろ
い
ろ
思
い
出
が
あ

る
が
、
そ
の
一
つ
に
、
修
学
旅
行

で
九
州
に
行
っ
た
時
に
豊
後
水
道

で
船
が
大
揺
れ
に
揺
れ
、
殆
ど
の

者
が
船
酔
い
で
蒼
い
顔
を
し
て
い

る
時
に
、
私
と
田
中
実
君
と
が

面
白
が
っ
て
弁
当
を
二
、
三
人

分
パ
ク
パ
ク
食
べ
る
の
を
見
て

赤
松
隆
君
が
ゲ
ロ
を
始
め
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
今
ま
で

何
と
か
我
慢
し
て
い
た
他
の
者

も
耐
え
ら
れ
ず
あ
ち
こ
ち
で
ゲ

ロ
ゲ
ロ
始
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、

生
前
、
赤
松
君
が
よ
く
面
白
可

笑
し
く
旅
行
仲
間
の
同
窓
生
に

話
し
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
 

　
そ
の
後
、
私
は
関
西
大
学
を

昭
和
32
年
に
卒
業
し
、少
年
時
代

か
ら
の
あ
こ
が
れ
で
あ
っ
た
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
べ
く
航
空
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
に
入
り
、

昭
和
37
年
6
月
に
退
職
す
る
ま

で
自
衛
隊
機
で
思
う
存
分
飛
ば

せ
て
も
ら
っ
た
。
只
退
職
前
の

二
年
間
は
戦
斗
機
乗
り
に
計
番

飛
行
を
教
え
る
教
官
を
養
成
す

る
グ
ル
ー
プ
の
コ
マ
ン
ダ
ー

と
し
て
充
分
に
お
礼
奉
公
さ

せ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
　
37
年
に
退
職
後
、
防

衛
庁
と
日
本
航
空
と
の
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
引
き
抜
き
防
止
待

機
期
間
」
を
耐
え
て
、
国
際

線
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
べ

く
日
本
航
空
に
入
社
し
た
。

以
来
30
年
余
り
も
無
事
故
を

守
り
、
機
長
の
ラ
イ
セ
ン
ス

更
新
の
為
、
6
ヶ
月
毎
に
受
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
厳
し
い
身

体
検
査
、口
述
審
査
と
実
地
試
験
、

更
に
機
種
や
路
線
を
変
わ
る
度

の
厳
し
い
審
査
が
あ
り
、
試
験

漬
け
の
人
生
だ
っ
た
が
一
度
も

落
ち
る
こ
と
な
く
、
約
半
分
の

15
年
間
は
運
輸
大
臣
指
令
の
審

査
官
を
兼
務
し
て
、
機
長
1
万

時
間
無
事
故
表
彰
や
、
平
成
5

年
に
運
輸
大
臣
表
彰
を
受
賞
出

来
た
の
も
、
私
の
健
康
と
家
庭

を
守
っ
て
く
れ
た
妻
の
お
陰
で

あ
る
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

退
職
時
の
総
飛
行
時
間
、
1
万

5
千
4
6
6
時
間
余
を
最
後
ま

で
無
事
故
で
通
し
た
が
、
V
1
（
こ

れ
を
超
え
て
離
陸
を
中
止
す
る

と
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
す
る
臨
界
点

速
度
）
で
の
エ
ン
ジ
ン
損
傷
等

に
よ
る
離
陸
中
止
が
二
回
、
離

陸
直
後
の
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
る
3
エ
ン
ジ
ン
着
陸
が
二

回
等
々
、
他
の
機
長
が
一
生
に

一
度
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
経

験
を
四
度
も
し
な
が
ら
の
無
事

故
は
総
て
神
の
御
加
護
の
お
陰

と
感
謝
し
て
い
る
。
そ
し
て
少

年
期
か
ら
青
年
に
変
わ
っ
て
行

く
多
感
な
吹
田
高
校
時
代
に
、

終
生
の
親
友
と
呼
べ
る
友
達
を

何
人
も
得
ら
れ
た
こ
と
は
何
物

に
も
変
え
難
い
幸
せ
で
あ
る
。

後
輩
の
吹
高
生
諸
君
に
は
、
友

を
作
れ
、
友
と
人
生
を
語
れ
、

友
と
夢
を
語
れ
!
と
言
い
た
い
。
 

　
本
年
3
月
、
2
4
4
名
の
若

者
が
鵬
の
志
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
に
向
っ
て
、
吹
田
高

校
を
巣
立
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

54
期
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て

4
月
に
は
2
8
0
名
の
新
入
生

の
皆
さ
ん
が
57
期
生
と
し
て
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
入
学
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
毎
年
繰
返
し

継
続
さ
れ
て
き
た
卒
業
―
入
学

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
既
に
54
回

目
を
終
え
、
本
当
に
吹
田
高
校

の
歴
史
の
重
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

多
感
な
青
春
時
代
の
3
年
間
を

吹
田
高
校
で
学
び
、
多
く
の
友

人
や
掛
け
替
え
の
な
い
恩
師
に

出
会
い
、
愉
し
い
こ
と
悲
し
い

こ
と
、
ま
た
苦
し
い
こ
と
を
幾

度
も
体
験
し
て
、
仲
間
と
共
に

笑
い
、
涙
し
な
が
ら
乗
越
え
て
、

友
情
や
協
調
を
育
み
成
長
し
た

日
々
こ
そ
、
皆
様
と
共
有
で
き

る
大
切
な
想
い
出
で
す
。
近
年
、

皆
様
方
の
こ
の
よ
う
な
想
い
が

実
を
結
び
、
こ
の
鳳
志
会
プ
レ

ス
が
誕
生
し
て
今
回
で
3
号
目

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ

レ
ス
を
通
じ
て
先
輩
方
が
母
校

を
懐
か
し
み
、
ま
た
後
輩
の
皆

さ
ん
や
在
校
生
の
皆
さ
ん
方
を

想
っ
て
寄
稿
い
た
だ
い
た
貴
重

な
体
験
や
想
い
出
は
、
き
っ
と

皆
様
方
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
や
社
会
人
と
な
ら
れ

た
時
に
も
折
々
に
道
標
と
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
1
期
、

2
期
、3
期
生
な
ど
草
創
期
の
先

輩
の
皆
様
方
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
燃
え
て
若
き
情
熱
で
、

吹
田
高
校
の
進
む
べ
き
道
を
切

り
開
い
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
今

日
ま
で
50
余
年
に
亘
っ
て
母
校
、

吹
田
高
校
が
健
全
に
継
続
し
て

い
る
所
以
と
思
い
ま
す
。
先
輩

達
の
強
い
意
志
が
現
在
の
吹
田

高
校
の
在
校
生
を
は
じ
め
学
校

関
係
者
の
皆
様
の
手
に
よ
っ
て

未
来
へ
と
承
継
さ
れ
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。
3
号
発
行
に

際
し
て
ご
協
力
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
皆
様
方
に
厚
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
鳳
志
会
プ
レ
ス
が
吹
田

高
校
卒
業
生
と
在
校
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
ス
と

し
て
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る

よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
 

少
年
の
夢
に
生
き
て 

１
期
生
　
福
永
　
栄 

鳳志会 会長　上村　和輝 

昭和28年　吹田高校卒業（一期生） 
 32年 関西大学経済学部卒業 
 32年 航空自衛隊幹部候補生学校入校 
 37年 航空自衛隊パイロット教官を最後に 
  退職 
 38年 日本航空入社内定するも防衛庁の 
  転職制限期日の経過待ちで、相互 
  信用金庫に勤務 
 39年 日本航空入社。パイロット訓練開始 
 45年 副操縦士から機長に昇格 
 　　47年～49年 
  ローマ駐在機長としてヨーロッパ 
  及び中近東担当 
 60年 B-767型機導入の基幹要員 
  （査察担当責任者）として参加 
 平成　5年 運輸大臣表彰 
 平成　6年 定年退職 

経　歴 
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平素は、野球部OB会の諸活動にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申しあげ
ます。さて、平成18年度吹田高校野球部OB会総会を下記により開催しま
すので、ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

平成18年度　総会開催 
日　時： 平成18年7月 2日（日）　午前11時 より 
会　場： 吹田高校 2階　会議室 
内　容： ・平成17年度　活動報告、決算報告 
 ・平成18年度　活動計画、予算審議　等 
その他： 試合応援（大塚高と練習試合） 
 

吹田高校野球部OB会　事務局 
川口　茂（15期生 ）564-0014  
吹田市吹東町9-6　 
TEL／FAX　06-6381-9308

野球部OB会　「平成18年度総会 」のご案内 

個人情報保護に関する取り扱い／平成17年4月から｢個人情報保護に関する法律｣が全面施行されました。
この法律では、個人情報を安全に管理することや個人情報を取得する目的を明らかにすることが定められてい
ます。鳳志会事務局では、皆様の氏名及び住所などの個人情報を安全に管理しています。（名簿作成業者：
（株）サラトと機密保持等を含め契約書を取り交わしています）会員の個人情報は、鳳志会の年次総会・懇親
会の案内及び会報を発行しお送りする際に利用させていただきます。 

事務局からのお願いと連絡 
毎年5月に発行の予定です。  

●住所・住所表示・電話・氏名変更等の連絡 
会報お届けの封筒に貼り付けのタックシールを確認して下さい。 
住所変更、表示、間違い等があれば卒業年・卒業期・氏名を明記の上、事務
局まで新旧の変更事項を連絡下さい。 
間違いのもとになりますので電話での取り扱いはしていません。 
事務局までファックス、ハガキ等で連絡をお願いします。 
 
●会員名簿の改訂版は平成18年9月に発行します 
平成13年に発行後5年を経過しましたので本年9月に改訂版を発行します。新
会員（50期～54期生）を追記、会員の住所確認と住所不明者の掘り起こしを
行い、判明率は　60.7%になりました。 
・名簿は希望された会員のみに販売しています。その保管には十分ご留意下
さい。また、商売や営利目的に利用しないで下さい。 
・調査カード（往復葉書）では、プライバシーが守られない。発行について
周知がない。とのご意見が少数ありました。次回5年後改訂版発行の課題と
します。 

■ 工　　学　　部 電子工学科、応用化学科、電子機械工学科、機械工学科、環境技術学科、基礎理工学科 
■ 情報通信工学部 情報工学科、通信工学科、光・エレクトロニクス学科 
■ 医療福祉工学部 医療福祉工学科、理学療法学科 
■ 総合情報学部  デジタルアート・アニメーション学科、デジタルゲーム学科、メディアコンピュータシステム学科 

〒572-8530　大阪府寝屋川市初町18-8　TEL 072-824-1131　FAX 072-825-4589 
URL　http://www.osakac.ac. jp　E-mail　nyushi@isc.osaka.ac. jp 

工学部長・医学博士　藤崎紘久（8期） 
 

　本学では、長年にわたる工学部での先端科学技術の
教育研究の成果をもとにして、21世紀 の情報文化、生
活文化の新分野の開拓に挑戦するため、最近数年間に次々
新学科・新学部を開設してきました。一方、工学や情報
通信工学の基礎的な技術教育を充実し、学生諸君のキャ
ンパスライフを豊かにするため、昨年には、新実験セン
ター（約9000G、 6F ）を完成し、本年は、新学生ホー
ル（約4000G、 6F、秋完成予定）を建設中です。 

21世紀産業の未来を開拓する学生を育てます 
06年4月　新設 
『理学療法学科』 
『環境技術学科』 
07年4月 
『基礎理工学科』 
 設置認可届出中 

大 阪 電 気 通 信 大 学  

　募金額は現在6550万円 であり、募金目標の
7000万円 にはあと少しのところまでたどりつきました。 
憲一くんは、昨年の9月末にドイツのバードユーンハ
ウンゼン心臓病センターに受け入れていただき心臓
提供者を待っている状態です。ドイツに移ってから少
し体調を崩した時期もありましたが、現在は安定して
いるようです。近い将来、移植手術が行われ無事帰国
することを信じております。鳳志会の皆様には、今ま

での暖かいご支援に感謝いたしますとともに、募金目
標額達成のためにあと一歩のご支援をお願い致します。 

大阪府立吹田高校　山村和敏、田中秀和 

　息子憲一は、ドイツでの心臓移植のため、皆様のご理
解とご支援、ご協力を頂きまして誠に有難うございます。 
現在、移植手術に備え体調管理を心掛け、頑張っており
ます。1日でも早く移植が、出来るように願っている毎日です。
こうした日 を々過ごさせて頂けるのも皆様の御支援、御協
力によるものと、心より感謝致しております。 
　心臓移植にはドナーの出現、手術の成功、手術後の経
過と越えなければならないハードルが、いくつもありますが、
引き続き、温かく見守って頂ければ幸いです。今後とも、皆
様の温かい御支援をよろしくお願い申し上げます。 

小笠原憲雄　えひ子 

本 当にありがとうございました 。 

<募金振込み先>  
りそな銀行　吹田支店　普通　7050622 
郵便局　00980-8-316303 
　　　　「憲一くんを救う会」 

OB会会費納入 のお願い 
現役野球部は、夏季大会5年ぶりの初戦突破に向け、篠原監督のもと昨秋よ
り重点的に守備練習に取り組み、チーム力の向上が図れています。OB会も現
役野球部に対し、出来る限りの支
援を行いますので、OB会費納入
をよろしくお願いします。（7月上
旬に振込み用紙を送付します。） 

毎年開催されている野球部OB会の 
平成18年新年会記念写真 

紛らわしい勧誘にご注意下さい 
鳳志会よりのお願い等は、会長名で行っています。 

不審な場合は、事務局へご確認下さい。 

今年も藤棚横の桜が見事に咲いた　平成18年3月撮影 

ラストフライトの時の写真 


